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このたびは、NTTFAX L-310をお買い求めいただきまして、まことにありがとうございます。
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●お読みになったあとも、本商品のそばなどいつもお手元においてお使いください。
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2013 NTTEAST･NTTWEST

使い方等でご不明の点がございましたら、NTT通信機器お取扱相談センタへお気軽にご相談ください。

NTT通信機器お取扱相談センタ
■NTT東日本エリア （北海道、東北、関東、甲信越地区） でご利用のお客様
お問い合わせ先 :      0120-970413

■NTT西日本エリア （東海、北陸、近畿、中国、四国、九州地区） でご利用のお客様

お問い合わせ先 :      0120-248995

※PHS・携帯電話・050IP電話からのご利用は：03-5667-7100（通話料金がかかります）

※PHS・携帯電話からも利用可能です。
受付時間： 9：00～17：00
※年末年始： 12月29日～1月3日は休業とさせていただきます。

受付時間： 9：00～17：00
※年末年始： 12月29日～1月3日は休業とさせていただきます。

当社ホームページでは、各種商品の最新の情報などを提供しています。
本商品を最適にご利用いただくために、定期的にごらんいただくことをお勧めします。

当社ホームページ： http://web116.jp/ced/
http://flets-w.com/solution/kiki_info/

本商品はダイナミックエコマーク認定商品です。

電話番号はお間違えにならないように、ご注意願います。

故障に関するお問い合わせ

※ 携帯電話・PHSからは「0120-444-113」にてお受けしています。
※ 故障修理等の対応時間は9:00～17:00となります。
    (17:00～翌日9:00までは録音にて受付しており順次ご対応いたします。)

故障した場合のお問い合わせは局番なしの113番へご連絡ください。（24時間 年中無休）

この取扱説明書は、環境に配慮したベジタブルオイルインキを使用しています。
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・	 	この取扱説明書を紛失された場合、購入す
ることができますので、NTT 通信機器お取
扱相談センタまでご連絡ください。

・	 	この取扱説明書に記載されている以外のこ
とは行わないでください。思わぬ事故や故
障を起こす原因となることがあります。

・	 	この取扱説明書の内容に関しては、将来予
告なしに変更することがあります。

本書をお読みになる前に、本商品に同梱されて
いる「安全にご使用いただくために」をよくお
読みください。また、本書中に と表記されて
いる事項は、安全に関する注意事項です。操作
を行う前に必ずよくお読みください。
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分類
章の内容の分類名です。

大見出し

概要説明
機能の説明や、制限事項な
どを説明しています。

項目名

操作手順
番号順に操作します。
液晶ディスプレイの表示

補足
操作する上で、知っておい
た方が便利な内容や注意点
について説明しています。

本書のみかた

紙面について

	 	 	

編
用
応

ポーリングをする　　　3-11

3

ファクス応用機能

ポーリングをする
相手側にセットされている原稿を、こちら側から指示して送信させる機能です。電話料
金はこちら側（受信側）の負担になります。
パスコードを登録すると、相手機とパスコードが一致する場合のみポーリング送信でき
るようになります。（→ 4-9ページ）
一度の操作で最大 220宛先の相手からポーリングする指示もできます。

ポーリング原稿を蓄積する
原稿をあらかじめメモリーに蓄積しておくと、相手先からの操作で自動的に送信できま
す。料金は相手先の負担となります。

 1 蓄積する面を上にして原稿をセットします。（→2-5 ページ）
 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈1〉、〈1〉と押します。
［キノウ　センタク］　　　Ｎｏ．４１１
　１　ホ゜ーリンク゛　ケ゛ンコウ

 4 〈セット〉を押します。
ポーリング原稿が蓄積されます。

ポーリング原稿を消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈2〉、〈1〉と押します。
［キノウ　センタク］　　　Ｎｏ．４２１
　１　ホ゜ーリンク゛　ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
 3 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・ポーリング原稿が消去されます。
・消去を中止するときは〈クリア〉を押します。

3-12　　　ポーリングをする

ポーリング原稿をプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈3〉、〈1〉と押します。
［キノウ　センタク］　　　Ｎｏ．４３１
　１　ホ゜ーリンク゛　ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
・ポーリング原稿がプリントされます。
・ポーリング原稿が蓄積されていない場合は、「ゲンコウ　ガ　アリマセン」
と表示され、ポーリング原稿はプリントされません。

相手先の原稿を取り出す（ポーリング）
�  〈スタート〉を押す前に送信時刻を指定することができます。（→ 3-7 ページ）
�  ご愛用スイッチキーの設定にて「応用通信」を、削除すると、ポーリングはできませ
ん。（→ 5-35 ページ）

 1 〈応用通信〉を押します。
１．シ゛コクシテイ　ツウシン
　　　　　　　　　　　　▼／▲／セット

 2 カーソルキーの〈▼〉を1回押します。
〈応用通信〉を 1回押して選ぶこともできます。

２．ホ゜ーリンク゛
　　　　　　　　　　　　▼／▲／セット

 3 〈セット〉を押します。
 4 相手先のファクス番号を入力します。

・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。

・〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20宛先までです。）

 5 〈スタート〉を押します。

・番号を間違えて入力したときは、〈クリア〉を押して訂正してください。
・〈スタート〉を押した後は、〈ファクス中止〉で消去できます。（→ 2-24 ページ）
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マークについて
本書では、安全にお使いいただくために守っていただきたい事項や操作する上での重要
情報に以下のマークをつけています。
安全にご使用いただくために、本商品に同梱されている “安全にご使用いただくために ”
も必ずお読みください。

取り扱いを誤った場合に、死亡または重傷を負う可能性がある警告事項
が書かれています。安全に使用していただくために、必ずこの警告事項
をお守りください。
取り扱いを誤った場合に、傷害を負う可能性または物的損害が発生する
恐れがある注意事項が書かれています。安全に使用していただくために、
必ずこの注意事項をお守りください。
誤った操作によるトラブルを防ぐために、必ず守っていただきたい重要
事項や制限事項が書かれています。
操作の参考情報や補足説明が書かれています。

キー表示について
本書では、操作する上でのキーの説明を以下のように表しています。

■.操作パネル上のキー

 → 〈ファクス中止〉のように〈.〉で囲んでいます。
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ご使用の前のお願い
本商品に同梱されている “	安全にご使用いただくために ”	のほかに、以下の項目をお守
りください。
本商品の故障、誤動作、不具合あるいは停電等の外部要因によって、通信、記録等の機
会を逸したために生じた損害などの純粋経済損害につきましては、当社は一切その責任
をおいかねますので、あらかじめご了承ください。

本商品の設置について

	 風通しの悪い場所に設置しないでください。
	 	本商品は使用中オゾンを発生します。オゾンの量は人体に影響を及ぼすほどの量ではありませ
んが、風通しの悪い場所で長時間使用したり、大量のプリントをしたりするときは換気に十分
留意し、環境に配慮して使用してください。

・	 本商品の通風孔を壁などから 100mm以上離して設置してください。
・	 本商品の放熱や作業のための設置スペースを確保してください。
・	 本商品は水平に設置してください。

 

65
2 
m
m

100 mm以上

100 mm以上

84
4 
m
m

28
7 
m
m

227 mm 450 mm

752 mm

75 mm

・	 	温度差の激しい場所に設置しないでください。温度 10～ 32度、湿度 20～ 80％の環境で
お使いください。屋外での設置や使用は避けてください。
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本商品の移動について

・	移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、電話機ヒモをはずしたことを
確認のうえ、行ってください。コードが傷つき、火災・感電・故障の原因となること
があります。
・	本商品を持ち運ぶときはドラムカートリッジおよびトナーカートリッジを取り外して
ください。
・本商品を持ち上げるときにはひざを折り、腰を痛めないように注意してください。
・	専用置き台に本商品を設置した後は、移動防止用ストッパーで本商品を固定してくださ
い。本商品が思わぬ方向に動き、けがの原因となることがあります。

消耗品について

	 	トナーカートリッジを絶対に火中に投じないでください。トナーに引火して、やけど
や火災の原因になることがあります。

	 	トナーなどの消耗品は幼児の届かないところへ保管してください。万一、トナーを飲
んだ場合は、直ちに医師と相談してください。

•	 	ドラムカートリッジ、トナーカートリッジ、用紙を以下のような場所には保管しないでく
ださい。

	 • 火気のある場所
	 • 直射日光の当たる場所
	 • 高温多湿な場所
	 • 急激な温度変化のある場所
	 • ほこりの多い場所
	 • 自動車内での長期放置
•	 	ドラムカートリッジの感光体表面に直接手を触れたり、直射日光にあてたりしないでくだ
さい。画質不良の原因になります。

•	 	当社指定のトナーをご使用ください。指定トナー以外のご使用による故障および画質不良
は保証の対象外になります。

•	 	ドラムカートリッジ、トナーカートリッジを逆さに向けたり、斜めに放置したりしないで
ください。画質不良の原因になります。
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日常のメンテナンスについて

	 	本商品内部の定着器周辺は、動作時に高温になります。紙づまりの処理や内部を点検
するときは、定着器周辺に触れないように注意してください。やけどをする恐れがあ
ります。

・	 	紙づまりの処理や、トナーカートリッジを交換するときは、トナーが目や口に入らな
いように注意してください。万一、トナーが目や口に入った場合は、直ちにきれいな
水で洗い流し、医師の診察を受けてください。

・	 	トナーで手や衣服を汚さないように注意してください。手や衣服が汚れた場合は、き
れいな水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し汚れがとれなくなる場
合があります。

・	取扱説明書に記載されている以外のことは行わないでください。
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主な特長
■.ワンタッチダイヤル・短縮ダイヤル
よく通信する宛先をあらかじめワンタッチダイヤル (60件 )・短縮ダイヤル (140件 )
に登録しておくと、簡単に送信できます。その都度アドレス帳などで調べる手間が
省けます。（→ 5-12 ページ、5-17 ページ）

■.発信元名選択（3種類）
最大 3件まであらかじめ発信元名を登録でき、送信相手によって簡単に変更できま
す。（→ 1-29 ページ、2-22 ページ）
1台のファクスを複数部署で使用している場合などたいへん便利です。
漢字を入力することができます。（第二水準対応）

■.ファクスワープ・フォンワープ機能
指定時間内にかかってきた電話、または、受信したファクスをあらかじめ設定して
おいた宛先に転送します。外出中でもビジネスチャンスを逃しません。
（→ 3-29 ページ、3-38 ページ）
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特長

1
ご
使
用
に
な
る
前
に

■.宛先 2度押し
送信開始の前に、テンキー、短縮ダイヤル、ワンタッチキーで入力したファクス番
号を再入力して、間違いがないかを確認できます。ファクス番号の入力ミスによる
誤送信を防げます。（→ 4-14 ページ）

スタートキー　ヲ　ト゛ウソ゛
１２３４５６７８９、［０１］＿

［ハ゛ンコ゛ウ　カクニン］ ０0１／０0２
モウイチト゛　ハ゛ンコ゛ウヲ　ト゛ウソ゛

【１回目】

【２回目】

■.通信管理レポート／日報レポート
従来は、通信記録の一定量蓄積後の出力だった「通信管理レポート」を「日報」と
して毎日プリントアウトできるので、通信管理が簡単に行えます。
また休業日や出力を忘れた日でも「日報プリント」指示により、後からまとめて出
力できます。（→ 3-50 ページ）

■.ご愛用スイッチキー
よく使う便利な機能 ( 送信確認証など ) をあらかじめご愛用スイッチキーに登録し
ておくと、簡単にON／OFF の切り替えが可能です。（→ 5-35 ページ）

■.最大 500枚大容量記録紙カセット
コピー用紙一冊分があまらずに収まります。用紙が 2種類必要な場合、さらにもう
一段増やすこともできます。(オプション品 )（→ 7-20 ページ）
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各部の名称とはたらき

前面と右側面

4

6

3
2

1

10

9

8

11

12

5

7
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名称

1
ご
使
用
に
な
る
前
に

番号 名称 説明
1 自動原稿送り装置 複数枚の原稿を 1枚ずつ読み込みます。
2 原稿トレイ 原稿をセットします。
3 原稿ガイド 原稿の幅に合わせて調整します。
4 原稿受け 原稿が排出されます。
5 トップカバー ドラムやトナーの交換、用紙が本体内部でつまった

ときに開けます。
6 トップカバー解除レバー トップカバーを開くときに引き上げます。
7 サイドカバー 用紙がつまったときに開けます。
8 操作パネル 操作に必要なキーや、液晶ディスプレイがまとめら

れています。
9 用紙カセット 用紙をセットします。
10 オプション品用紙カセット 用紙をセットします。
11 原稿カバー解除レバー 原稿カバーを開くときに引き上げます。
12 原稿カバー 原稿がつまったときに開けます。
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本体内部

13
14

15

16

番号 名称 説明
13 プリンターカバー解除レバー プリンターカバーを開くときに引き上げます。
14 プリンターカバー ドラムカートリッジ、トナーカートリッジを交換する

ときに開けます。
15 記録ヘッド ドラムに画像を形成します。画質が悪くなったときは、

記録ヘッドを清掃してください。

記録ヘッドには直接手で触れないでください。けがを
する恐れがあります。また、画像トラブルの原因にも
なります。

16 定着器 トナーを用紙に定着させます。

プリント直後は定着器が熱くなっていますので、絶対
に触れないでください。やけどする恐れがあります。
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名称

1
ご
使
用
に
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背面と左側面

 ハンドセット

 ※ハンドセットはオプション品です

17

18

19

20

21

22

23

24

番号 名称 説明
17 ハンドセット取り付け位置 オプション品のハンドセットを取り付ける箇所です。
18 用紙排出トレイ コピーやプリントされた用紙がプリントした面を上に

して排出されます。
19 延長用用紙トレイ B4用紙を使用する場合は、トレイを引き出して使用し

ます。
20 電源スイッチ 本商品の電源をON／OFF するスイッチです。通常は

電源をONにしてください。長期間使用しないときや、
本商品の移動をするときはOFF にします。

21 PHONE2端子 留守番電話などを接続します。
22 LINE 端子 電話機ヒモを接続します。
23 PHONE1端子 オプション品のハンドセットを接続します。
24 通風孔 本商品内部の熱を排出します。
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操作パネルの名称とはたらき

1

10 11 12 13 14 15

3 4 5 6

9

7
2

8

1. アラームランプ
 エラーがおきると点灯します。（→6-22ページ）

2. 通信中ランプ
 通信中に点灯または点滅します。
点滅しているときは、読み取りやプリント動作
ができません。（→ 2-38 ページ）

3.〈節電〉
 	待機時の消費電力を抑えるため、節電モードに
入るときに押します。（→ 1-11 ページ）

4.〈通信確認〉
 	通信の予約状況を確認するときに使います。
（→ 2-28 ページ）

5.〈同報〉
 同報送信をする場合、宛先を区切るときに使い
 ます。（→ 3-3 ページ）

6.〈応用通信〉
 	時刻指定通信、ポーリング、Fコード送信、Fコー
ドポーリングをするときに使います。
（→ 3-7 ページ、3-11 ページ、3-20 ページ、
3-21 ページ）

7.〈短縮／グループ〉
 	短縮ダイヤルを使うとき、グループ送信をする
ときに使います。（→ 2-11 ページ、3-5 ページ）

8. 代行受信ランプ
 	用紙がなくなったときなど、メモリーにデータ
が入ると点灯します。（→ 2-39 ページ）

9. ワンタッチキー
 	ワンタッチダイヤルやプログラムワンタッチを
使うときに押します。（→ 2-11 ページ、5-34
ページ）

10.〈画質〉
 	送信やコピーの画質を選ぶときに使います。
（→ 2-7 ページ）

11.〈濃度〉
 	送信やコピーの濃度を選ぶときに使います。
（→ 2-8 ページ）

12.〈クリア〉
 文字や、設定・登録した内容を消去するときに
 使います。

13.〈セット〉
 登録された内容や、選択されている項目を決定
 するときに押します。
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14. カーソルキー
 	機能を選択したり、宛先表で宛先を選択したり、
リダイヤルの履歴を選択したり、さまざまな場
面で使います。

15.〈メニュー／文字〉
 	機能の設定をするとき、文字を入力するときに
使います。

16.〈オンフック〉
 	ハンドセットを使わずに送信するときや、相手
先に着信したことを確認してから送信するとき
に使います。
 ※	ハンドセットはオプション品です。（→ 7-20
ページ）

17.〈済スタンプ〉
 	原稿を読み取ったことを示すスタンプを押すと
きに使います。（→ 2-23 ページ）

18.〈通信モード選択機能〉
 	通信モードを選択して送信するときに押しま
す。（→ 3-49 ページ）

19.〈ファクス中止〉
 	ファクス通信を中止するときに使います。
（→ 2-24 ページ）

20.〈コピー〉
 	コピーをするときに使います。
（→ 2-52 ページ）

21. テンキー
 	ダイヤルしたり、コピー部数や倍率を指示した
りするときなどに押します。〈 〉、〈＃〉は通
常のダイヤル発信以外の新しいサービスに使用
する機能キーです。

22.〈スタート〉
 	送信や手動受信をするときに使います。
（→ 2-9 ページ）

23.〈ストップ〉
 動作を中断するときに使います。
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電源スイッチと〈節電〉
本商品の電源に関するスイッチは、電源スイッチと〈節電〉の 2つがあります。

電源スイッチについて
初めて本商品をご使用になるときにON（Ｉ）にします。通常は常にONの状態にして
おきます。長期間使用しないときや、本商品を移動するときはOFF（Ｏ）にします。
l	電源スイッチをOFF にすると、ファクスの受信はできません。

	濡れた手で電源プラグの抜き差しをしたり、電源スイッチに触ったりしないでください。感電の
原因になります。

・	 	電源をいったん切って入れ直す場合は、5秒以上待つか節電ランプが消えるのを待ってから
行ってください。

・	 	通常は電源スイッチをONの状態にしておきます。電源スイッチをOFF にすると、ファク
スの送受信をすることができません。

・	 	本商品を長期間使用しないときや移動するときは、電源スイッチをOFF にし、電源プラグ
をコンセントから抜きます。
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〈節電〉と節電モードについて
約 1分以上何も操作をしないと、自動的に節電モードに移行し本商品の消費電力を抑
えます。
節電モード中は、〈節電〉が点灯し、液晶ディスプレイやその他のランプは消灯します。
節電モードへの移行時間は、1～ 240 分の範囲で変更できます。出荷時設定では 1分
後に設定されています。（→5-40 ページ）
手動で節電モードに移行したり、節電モードを解除したりするには、〈節電〉を押します。
特定の時間になると自動的に節電モードを解除、または開始する設定もできます。
（→5-40 ページ）

以下の場合は、節電モードに移行しません。
・	原稿読み取り中
・	原稿がセットされているとき
・	コピー、ファクスなどのプリントをしているとき
・	トナーカートリッジやドラムカートリッジの交換時期が近づいたとき、または交換時期になっ
たとき
・	アラームランプが点灯しているとき
・	回線を使用しているとき

以下の場合には、節電モードが自動的に解除されます。
・	原稿読み取り済みの予約送信など、本商品が自動的に送信動作を行ったとき
・	日報や通信管理レポートが自動プリントされたとき
・電話またはファクスの着信を検出したとき
・節電解除時刻になったとき（解除時刻を設定したとき）
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機能の呼び出しかた
機能の呼び出しかたには3つの方法があります。機能の一覧は「機能一覧と参照ページ」
（7-9	ページ）を参照してください。
l	何も操作せずに 1分経過すると、自動的に待機画面に戻ります。

機能番号を入力して探す
テンキーを使って、直接目的の機能を表示させます。本書では、この操作方法で説明し
ています。

 1 〈メニュー／文字〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．＿
１ オートタ゛イヤル

 2 テンキーで目的の機能番号を入れます。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２２０２
０２ ホ゜ース゛ シ゛カン
機能番号の一覧（→ 7-9 ページ）

カーソルキーを使って探す
カーソルキーを使って、メニューを操作します。

 1 〈メニュー／文字〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．＿
１ オートタ゛イヤル

 2 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉、〈 ▲〉、〈 ▼〉を使い、目的の機能を探します。

ファクス セッテイ
０２ ホ゜ース゛ シ゛カン



機能の呼び出しかた   1-13

機能の呼び出しかた

1
ご
使
用
に
な
る
前
に

機能を順番に表示しながら探す

 1 〈メニュー／文字〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．＿ 
１ オートタ゛イヤル

 2 もう１度〈メニュー／文字〉を押します。
ワンタッチタ゛イヤル
 １ ワンタッチタ゛イヤル セット

 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で目的の機能を探します。
〈メニュー／文字〉を押すと、次の機能が表示されます。

ワンタッチタ゛イヤル
 ２ ワンタッチタ゛イヤル クリア
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同梱品を確認する
以下の内容がそろっているかご確認ください。万一、足りないものやご不明な点があり
ましたら、NTT通信機器お取扱相談センタまでご連絡ください。

1 本体 2 原稿トレイ ３ 延長用用紙トレイ

4 ドラムカートリッジ 5 用紙 (A4) 6 電話機ヒモ

7 トナーカートリッジ ８ 取説キット

レンズクリーナー

トナーカートリッジ

定着クリーナー

① ②
③

⑤

⑥ ⑦

④

⑩
⑪ ⑫

⑧ ⑨

①	取扱説明書
②	簡易取扱説明書
③	安全にご使用いただくために
④	保証書（梱包箱に貼付）
⑤	用紙サイズラベル
⑥	ワンタッチ宛名ラベル
⑦	ご愛用スイッチラベル
⑧		NTT 通信機器お取扱相談センタシール
⑨		消耗品のご注文についてのお願い
⑩	消耗品注文先シール
⑪	保守サービスのご案内
⑫	工事説明書

・	消耗品やオプション品については「消耗品について」（7-19	ページ）、「オプション品・別
売品について」（7-20	ページ）をご参照のうえ、NTT 通信機器お取扱相談センタまでご連
絡ください。
・	使用頻度が多いときや長時間使用いただいた場合、ローラーなどの部品が耐用限度を超える
場合があります。その際、部品交換は消耗品として取り扱いさせていただきます。
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接続する・取り付ける
■.原稿トレイを取り付ける
本体の取り付け穴に原稿トレイを差し込みます。

■.延長用用紙トレイの取り付け
本体左側面のトレイ挿入口に奥まで差し込みます。

■.電話機ヒモを接続する
・本体の（LINE）端子へ差し込みます。
・室内の電話コンセントに差し込みます。
	 	電話機ヒモは、電話コンセントにカチッと音がするまで差し込み、抜くときは、
レバーを押しながら抜いてください。
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■.増設電話を接続する
留守番電話などの外部電話機を、本体の（PHONE2）端子に接続できます。

■.ハンドセット（オプション品）を接続する

 1 電話台とコードホルダーを付属のネジ2本で取り付けます。

 2 ハンドセットホルダーを電話台に取り付けます。
ハンドセットホルダーの背面にある 2カ所の取り付け穴を、電話台のツメに
引っかけてスライドさせます。

 3 ハンドセットのカールコードを（PHONE1）端子に差し込みます。
カールコードはコードホルダーの上に置き、図のようにはさんでください。
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■.電源コードを接続する

・.電源コードの電源プラグは、奥までしっかりと差し込んでください。
電源プラグが抜けかかった状態になると接続が不完全になり、その不完全な接続部から発熱し
発火する恐れがあります。

・. 必ずアース線を接続してください。
アース接続しないで、万一漏電した場合は火災や感電の恐れがあります。

・. .半年から 1年に 1回は電源プラグをコンセントから抜き、乾いた布でほこりや汚れを拭き取っ
てください。
電源プラグを長期間コンセントに差し込んだままにしておくと、ほこりや湿気が原因で発火す
る恐れがあります。

・.電源コードを傷つけたり、加工したり、重いものを載せたり、加熱したり、挟み込んだり、無
理に曲げたり、ねじったり、引っぱったりして破損しないでください。
破損した電源コード (芯線の露出、断線など )を使用すると、火災や感電の恐れがあります。

 1 電源コンセントのアース端子に、①アース線を接続してから②電源プ
ラグを差し込みます。
アース線の接続は電源プラグをコンセントに差し込む前に行ってください。
また、アース線を外すときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてから
行ってください。

1 アース線を接続します。

2 電源プラグを差し込みます。

 2 電源スイッチを入れます。
左側面のスイッチを「｜」側にします。
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アース線は、以下のいずれかの場所に取り付けるようにしてください。
･	 コンセントのアース端子
･	 接地工事を施してある接地端子（第D種）

次のような所には絶対にアース線を取り付けないでください。
･	 ガス管（ガス爆発の原因になります）
･	 	電話専用アース線および避雷針のアース線（落雷時に大きな電流が流れ、火災・感電の恐
れがあります）

･	 水道管（途中が樹脂になっていて、アースの役目を果たさない場合があります）

エラーメッセージが表示されたときは、6-23 ページを参照しメッセージに従って処置してく
ださい。
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ドラム、トナーカートリッジの取り付け

ドラム、トナーカートリッジについて

■.プリントできる枚数
ドラムカートリッジ：約 10,000 枚（A4用紙）
トナーカートリッジ：約 4,000 枚（A4用紙、黒字率 5％）
カートリッジの交換時期が近づくと、交換メッセージが表示されます。早めに新しいド
ラムカートリッジ、トナーカートリッジをご用意ください。
	 	プリントできる枚数は濃度設定、室温、湿度、1回のプリントジョブでプリントする
枚数などによって変わります。

■.取り扱い上の注意事項

・	トナーカートリッジを絶対に火中に投じないでください。トナーに引火して、やけどや火災
の原因になることがあります。
・	トナーカートリッジを廃棄する場合は、トナーが飛び散らないようにトナーカートリッジを
袋に入れて、NTT通信機器お取扱相談センタまでご連絡ください。

お願い
・絶対にカートリッジを分解しないでください。
・	ドラムカートリッジの感光体表面に直接手を触れたり、直射日光にあてたりしないでくださ
い。画質不良の原因になります。

	トナーで手や衣服を汚さないように注意してください。手や衣服が汚れた場合は、きれいな水
で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着し汚れがとれなくなる場合があります。

■.保管上の注意事項

	トナーカートリッジを火気のある場所に保管しないでください。トナーに引火して、やけどや
火災の原因になることがあります。

	トナーなどの消耗品は幼児の手が届かないところへ保管してください。万一、トナーを飲んだ
場合は、直ちに医師と相談してください。

お願い
・	 	ドラムカートリッジ、トナーカートリッジ、用紙を以下のような場所には保管しないでく
ださい。画質不良の原因になります。
・	 直射日光の当たる場所
・	 高温多湿な場所
・	 急激な温度変化のある場所
・	 ほこりの多い場所
・	 自動車内での長時間放置

・	 	ドラムカートリッジ、トナーカートリッジを逆さに向けたり、斜めに放置したりしないで
ください。画質不良の原因になります。
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 1 トップカバー解除レバーを引き上げ、トップカバーを開けます。

 2 プリンターカバーを開けます。

 3 トナーカートリッジを振ります。
トナーが均一になるように、軽く振ってください。
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 4 ドラムカートリッジをトナーカートリッジにセットします。
トナーカートリッジの溝にドラムカートリッジをセットします。

 5 ドラム、トナーカートリッジを本体にセットします。
カートリッジの矢印と、本体の矢印が合うようにセットします。
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 6 定着クリーナーをセットします。

・定着クリーナーのフェルト部分を下にして、定着器にセットします。
・	ドラムカートリッジの感光体部分（緑色のローラー）に、定着クリーナーを
置かないでください。

 7 プリンターカバーを閉めます。
プリンターカバー右端中央のマーク部分を押さえて、” カチッ ” と音がするま
で閉めてください。

 8 トップカバーをゆっくりと閉めます。
トップカバーの左右を押して閉めてください。
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用紙について

.記号について
	記号は、用紙を本商品正面から見て縦に置くことを表します。

用紙について
・	 	本商品の性能を効果的に活用するためには、ここで紹介する用紙を使用することをお
勧めします。

・	 	市販されている用紙を標準用紙と呼び、当社推奨の用紙を指定紙と呼びます。標準用
紙にプリントする場合には、次の表を参照して規格に合った用紙を使用してください。

用紙サイズ 坪量 容量
B4、A4、B5 、A5 普通紙・再生紙：

60～ 78g ／m2
約 500 枚（坪量 64g／m2）
または高さ 52mm以下

・	裏紙など一度プリントされた用紙は、保証された性能で本商品をご使用できません。プリン
トの品質の低下、用紙づまり、故障の原因となりますのでご注意ください。
・同梱されている用紙は、用紙サイズはA4、坪量は 64g／m2 です。
・推奨紙は「普通紙：BM64(B4,	A4)」です。
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使用できない用紙
以下に示す用紙は使用しないでください。プリントの品質の低下や、紙づまり、故障の
原因になります。
・	 特殊紙 (OHPフィルム、ラベル用紙、封筒、郵便はがきなど )
・	 熱転写プリンターやインクジェットプリンターでプリントされた用紙
・	 厚すぎる用紙や薄すぎる用紙
・	 折り目、反り、しわ、破れのある用紙
・	 開封後の長期経過した用紙
・	 吸湿した用紙
・	 パンチ穴、穴、窓があいている用紙、ミシン目のある用紙
・	 表面が滑らかすぎる用紙、表面が粗すぎる用紙、表面が一様でない用紙
・	 カーボン紙、ノーカーボン紙、感熱紙のような表面が加工された用紙
・	 箔押し、エンボス等の加工が施されている用紙
・	 さまざまなサイズが混ざった用紙
・	 形が不規則な用紙（長方形でない用紙）
・	 のり、ホチキス、クリップなどで綴じられている用紙
・	 切手、テープ、シール、のりラベルが貼ってある用紙
・	 リボンやフック、ボタン等の付いている用紙
・	 カール、波打ちをしている用紙
・	 アート紙、コート紙、インクジェット用コート紙

プリント範囲
以下に示す範囲の画像はプリントされませんので注意してください。
用紙の先端より 3mm	±	2mm（等倍時）のエリア（A）
用紙の後端より 3mm	±	2mm（等倍時）のエリア（B）
用紙の端より 3mm	±	2mm（等倍時）のエリア（C）

A、B、C：3mm ± 2mm（等倍時）

排紙方向

用紙の保管方法
適切な用紙でも、保管状態が悪い場合には変質し、用紙づまり、プリント品質の低下、
および故障の原因になります。
・	 湿気が少ない場所に保管してください。
・	 	開封後、残り用紙は包装してあった紙に包み、キャビネットの中や湿気が少ない	場所に保
管してください。

・	 用紙は立てかけずに、平らな場所に保管してください。
・	 しわ、折れ、カールなどに注意して保管してください。
・	 直射日光が当たらない場所に保管してください。
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用紙セットのしかた
用紙セットのしかた
指定紙で約 500枚セットできます。

 1 カセットを引き出します。
 2 底板を ”カチッ ”と音がするまで押し下げます。

 3 用紙をそろえてセットします。
カセット両端のツメが上になるようにセットしてください。用紙目盛りの線
を超えた分の用紙は取りのぞいてください。用紙づまりの原因となります。

 4 用紙ガイド横を用紙の幅に合わせて調整します。
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 5 カセットを静かに元に戻します。
 6 セットした用紙サイズに合わせて、カセットに用紙サイズラベルを貼ります。

 7 カセットにセットした用紙のサイズを選択します。（→5-39ページ）
カセットの用紙サイズを変更する

 1 カセットを引き出します。
用紙がセットされている場合は取りのぞいてください。底板は上がったまま
の状態にしてください。

 2 青色のスペーサーを取り出します。
A4・A5 のとき：奥	 	 	 B4・B5 のとき：手前

	 	

A 系列からA系列、B系列からB系列の用紙に変更する場合はこの手順は不要です。

 3 用紙ガイド後を用紙の長さに合わせて移動させます。
カセット底のマークに合わせて移動させます。用紙ガイドが “カチッ ” と音が
して、固定されるところまで移動させてください。
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 4 用紙ガイド横を移動させます。
B4、B5 をセットするとき：ガイド横を広げる
A4、A5 をセットするとき：ガイド横を狭める

 5 青色のスペーサーを取り付けます。
A4・A5 のとき	：奥	 	 	 B4・B5 のとき：手前

		

スペーサーを取り付けるときは、スペーサーの矢印（ ）とカセットまたは用紙ガイドの矢
印（ ）が合うようにしてください。
      A4・A5 のとき：奥       B4・B5 のとき：手前

用紙ガイド スペーサー

カセット スペーサー
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 6 調整レバーを移動させます。
A4、B4をセットするとき	 ：｢H｣ へ移動
A5 、B5 をセットするとき	 ：｢S｣ へ移動

 7 底板を ”カチッ ”と音がするまで押し下げ、用紙をセットします。
カセット両端のツメが上になるようにセットしてください。用紙目盛りの線
を超えた分の用紙は取りのぞいてください。用紙づまりの原因となります。

 8 用紙ガイド横をセットした用紙の幅に合わせて調節します。
 9 カセットを静かに元に戻します。
 10. セットした用紙サイズに合わせて、用紙サイズラベルを貼ります。
 11. カセットにセットした用紙のサイズを選択します。（→5-39ページ）
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お使いになる前の登録
本商品をご使用いただくために必要な登録を行います。
次の順に登録します。あらかじめ登録する内容を、紙に書き出しておくと便利です。
・. 現在時刻
	 	西暦、月日、時分を入力します。時刻は 24	時間制で入力します。時計表示は、あくまで目
安としてご利用ください。なお、誤差が生じた場合は設定をやり直してください。（時間精度：
平均月差 ±1分以内）

・. 受信モード
	 	ご使用に合わせた受信モードを選びます。（→ 1-35 ページ）
・. スーパーG3
	 	スーパーG3	を利用する場合はON	に設定します。
・. ファクシミリ通信網設定
	 	ファクシミリ通信網を利用する場合はON	に設定します。
・. ナンバー・ディスプレイ設定
	 	ナンバー・ディスプレイを利用するときに設定します。ナンバー・ディスプレイ対応電話
機を接続することもできます。

・. ダイヤルタイプ
	 	接続する回線のダイヤルタイプに合わせて設定します。
・. ダイヤルトーン検出
	 電話回線に接続したときの ”ツー ” という発信音（ダイヤルトーン）を検出してから発信す
 るかどうかを設定します。
・. 発信元名
	 	本商品の発信元名やファクス番号を通知したり、相手先の記録紙にプリントしたりするの
で、受信側はどこから発信された原稿なのかを確認しやすくなります。発信元名・発信元
名（カナ ID）は 3種類登録でき、切り替えて使用できます。

	   発信元番号   		：	発信元のファクス番号を 20桁まで登録できます。
	   発信元名    		：	半角文字では22文字、全角文字では11文字まで登録できます。（全

角文字はコードで入力）
	   発信元名（カナ ID）：	通信中、相手側のディスプレイに表示されます。（当社機のみ）	

半角文字で 16文字まで登録できます。
	   標準発信元   		：	3 種類の発信元名のうち、普段使う発信元名を標準発信元名とし

て設定できます。

l		登録を終了後、機器設定リストをプリントして、登録内容が正しいか確認してくださ
い。（→ 5-45 ページ）

初期設定

 1 〈メニュー／文字〉、〈9〉と押します。
［キノウ センタク］    Ｎｏ．9  
	９ セッチ モート゛
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 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで現在の時刻を入力します。

ケ゛ンサ゛イ シ゛コク ヲ ト゛ウソ゛
   			  '１４ ０１／０１ ００：００

・年（西暦２桁）、月（２桁）、日（2桁）、時（24 時間制２桁）、分（2桁）		
の順に入力します。

・カーソルキーの〈 ▲〉、〈 ▼〉で次の数字に移動できます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で受信モードを選びます。

ファクス タイキ
            ▼／▲／セット

・受信モードの選びかた（→ 1-35 ページ）
・ファクスワープ（→ 3-29 ページ）をONに設定しているとき、「デンワ タ
イキ」には設定できません。

・フォンワープ（→ 3-38 ページ）をONに設定しているとき、「ファクス／デ
ンワタイキ」または「デンワ／ファクスタイキ」以外に設定すると、フォン
ワープがOFF になります。

 6 〈セット〉を押します。
 7 スーパーG3のON／OFFを選びます。

・ON	…スーパーG3を利用するとき。
・OFF…スーパーG3を利用しないとき。

スーハ゜ーＧ３         ：ＯＮ
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
 9 ファクシミリ通信網のON／OFFを選びます。

・ON	…ファクシミリ通信網を利用するとき。
・OFF…ファクシミリ通信網を利用しないとき。

ファクシミリツウシンモウ    ：ＯＮ
            ▼／▲／セット

 10. 〈セット〉を押します。

現在の入力位置
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 11. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でナンバー・ディスプレイのON／OFF
を選びます。
・ON	…ナンバー・ディスプレイを利用するとき。
・OFF…ナンバー・ディスプレイを利用しないとき。

ナンハ゛ーテ゛ィスフ゜レイ   ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 12. 〈セット〉を押します。
OFF を選んだときは、ダイヤルタイプを選ぶ画面（手順 15）になります。

 13. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で接続する電話がナンバー・ディスプレ
イ対応かどうか選びます。
・ON	…ナンバー・ディスプレイ対応の電話を PHONE2に接続するとき。
・OFF…接続する電話が、ナンバー・ディスプレイ未対応の電話のとき。
・ダイヤルイン利用時は、増設電話でナンバー・ディスプレイを利用すること
はできません。増設電話に、ナンバー・ディスプレイ対応電話機を接続した
場合は、増設電話のナンバー・ディスプレイの設定を「OFF」にしてください。

 14. 〈セット〉を押します。
 15. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でダイヤルタイプを選びます。

タ゛イヤル タイフ゜    ：２０ｐｐｓ
            ▼／▲／セット

お使いになっているダイヤルタイプの見分けかた（→ 1-36 ページ）

 16. 〈セット〉を押します。
 17. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でダイヤルトーン検出のON／OFF を

選びます。
・ON	…ダイヤルトーンを検出するとき。
・OFF…ダイヤルトーンを検出しないとき。
・内線に接続している場合などで、ダイヤルトーンが発信されない交換機に接
続した場合は、OFF を選択します。

タ゛イヤルトーン ケンシュツ ：ＯＮ
            ▼／▲／セット

 18. 〈セット〉を押します。
 19. テンキーで発信元番号を入力します。（20桁まで）

ハッシンモト ファクス ハ゛ンコ゛ウ
１２３４５６＿ 

	番号を間違えた場合は、＜クリア＞を押して正しい番号を入力し直してくだ
さい。
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 20. 〈セット〉を押します。
 21. テンキーで発信元名を入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）

ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）ホンシャ

・半角文字は 22文字まで、全角文字は 11文字まで登録できます。
・間違えた場合は、〈クリア〉を押して入力し直してください。

 22. 〈セット〉を押します。
 23. テンキーでカナ IDを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）

カナＩＤ １     ；カタカナ
カンサイホンシャ

・半角文字（半角アルファベット、数字、半角カタカナ、記号）にて 16文字
まで登録できます。全角文字は使用できません。

・間違えた場合は、〈クリア〉を押して入力し直してください。

 24. 〈セット〉を押します。
 25. 手順21～24を繰り返し、発信元名2～3・カナID2～3を登録します。

・登録の必要がないときは、何も入力しないで〈セット〉を押します。
・カナ ID3 を登録後、手順 26に進みます。

 26. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、普段使う発信元名を選択します。
ハッシンモト センタク ：ハッシンモト１
            ▼／▲／セット

 27. 〈セット〉を押します。
・手順 5で ｢ダイヤルイン タイキ｣ を選択した場合は、アラームランプが点
灯します。つづけて｢ダイヤルインを登録する｣に進んでください。（→ 1-33
ページ）ダイヤルインの登録が終了すれば、アラームランプは消灯します。

・手順 5で ｢ダイヤルイン タイキ｣ 以外を選択した場合は、これで初期設定
は終了です。

・操作を中断するときは、〈ストップ〉を押します。
・設定を変更しないで次の項目にしたいときは、何も入力しないで〈セット〉を押します。
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ダイヤルインを登録する
初期設定（→ 1-29 ページ）で受信モードを｢ダイヤルイン タイキ｣に設定した場合は、
ダイヤルイン契約した番号を登録してください。登録できるのは、以下の３番号分です。
・ファクス用番号
・ハンドセット用番号
・増設電話用番号
ダイヤルインの詳細は、｢1回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）｣（→ 3-46 ペー
ジ）を参照してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、〈1〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２２１2
１２ タ゛イヤルイン セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーでファクス用の番号を入力します。

【例】1234 と登録したとき
タ゛イヤルイン セット
ファクス：           １２３４

 4 〈セット〉押します。
 5 テンキーでハンドセット用の番号を入力します。

PHONE1端子につながれたハンドセット用の番号を入力します。
【例】1235 と登録したとき
タ゛イヤルイン セット
ホンタイテ゛ンワ：       １２３５

 6 〈セット〉を押します。
 7 テンキーで増設電話用の番号を入力します。

・PHONE2端子につながれた増設電話用の番号を入力します。
・	２回線分の契約の場合は、ハンドセット用（PHONE1）の番号と同じ番号
を入力します。
【例】1236 と登録したとき
タ゛イヤルイン セット
ソ゛ウセツテ゛ンワ：      １２３６

 8 〈セット〉を押します。
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 9 テンキーで、呼び出しベル時間を入力します。
【例】60秒と登録したとき
ヘ゛ルシ゛カン セット
（１０－６０）           ６０

 10. 〈セット〉を押します。
ダイヤルインがセットされます。

・入力した文字の変更は、〈〉、〈〉でカーソルを移動し、入力し直します。
・操作を中止するときは、〈ストップ〉を押します。

待機画面について
設定した受信モードが表示されます。

ファクス タイキ
２０１４年 １月１４日（火） １３：３０

初期設定（→ 1-29 ページ）で設定した現在時刻が表示されます。
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受信モードを選ぶ
l		ご使用に合わせた受信モードをお選びください。以下の質問にお答えいただくと、ど
の受信モードが最良か選択できるようになっています。

l		ハンドセットはオプション品です。（→ 7-20 ページ）
l		ハンドセットが無いときは、電話を受けられません。

ファクス専用で自動受信する
（ファクス待機）
◎ファクスは自動受信します。呼び出しベルが鳴って
　いる場合は電話を受けることができます。

本商品のご使用は？
A　ファクス専用です。
B　ファクス、電話、留守番電話の
　  どれも使います。  

 

ファクスの受けかたは？
A　電話に出て手動で受信します。
B　電話に出ず自動で受信します。  

電話とファクスの利用頻度は？
A　ファクスが多い。
B　電話が多い。
C　留守番電話を使います。
D　電話とファクスに別々の番号をつけ
     て使います。  

B

B

A

電話を中心に使用する
（電話待機）
◎電話が多いときは相手先に迷惑をかけません。
▲不在のときはファクスが受信できません。

A

ファクスを優先して電話も受ける
（ファクス／電話待機）
◎呼び出しベルが鳴らずに受信状態に入りますの
　で、静かに受信できます。
▲着信後しばらくは受信状態になりますので、電
　話のときは相手をお待たせするとともに、電話
　料金がかかります。  

A

電話を優先して自動受信もする
（電話／ファクス待機）
◎呼び出しベルが鳴ってから受信状態になります
　ので、電話のときは相手先に料金の負担を
　かけない上に、ファクスも自動で受信します。
▲電話のとき、呼び出しベルが設定値を超えますと、
　こちらが不在でも相手先に電話料金がかかります。

B

留守番電話とファクスを兼用する
（留守／ファクス待機）
◎電話のときは留守番電話にメッセージを、ファ
　クスのときは自動的に受信します。 

C

1回線に複数の番号をつける
（ダイヤルイン）
◎電話のときは呼び出しベルが鳴ってお知らせし、
　ファクスのときは呼び出しベルが鳴らずに受信を
　開始します。
▲ファクスと電話は同時に使用できません。

D

（→ 2-32 ページ）

（→ 2-36 ページ）

（→ 2-34 ページ）

（→ 2-33 ページ）

（→ 2-35 ページ）

（→ 3-46 ページ）
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・ファクスワープ、フォンワープを使用する場合、使用できない組み合わせがあります。

        ワープ内容
受信モード

フォンワープ ファクスワープ

ファクス待機 × ○
ファクス／電話待機 ○ ○
電話／ファクス待機 ○ ○
留守／ファクス待機 × ○
電話待機 × ×
ダイヤルイン待機 × ○
○…組み合わせて使用できる
×	…組み合わせて使用できない

・ダイヤルイン利用時は、増設電話でナンバー・ディスプレイを利用することはできま
せん。増設電話に、ナンバー・ディスプレイ対応電話機を接続した場合は、接続した
電話機のナンバー・ディスプレイの設定を「OFF」にしてください。

ダイヤルタイプの見分けかた

これまでお使いの
電話機は？

ダイヤルしたとき
の音は？

お宅の電話回線は

ダイヤル種別をセット

“ピッポッパ” “ピッポッパ” 
 と音がしない

回転ダイヤル式

ダイヤルスピードを
回転「20」に合わせる

プッシュホン式

“177番”（天気予報）にかける
〈通話料金がかかります〉

プッシュ ダイヤル
10 PPS

ダイヤル
20 PPS

かからなかった かかった

回転ダイヤル式押しボタン式



基本編
第.2.章

原稿
原稿について............................................................................................................ 2-3
セットできる原稿	.......................................................................................................... 2-3
読み取りできる範囲	...................................................................................................... 2-4
原稿についての注意	...................................................................................................... 2-4

原稿セットのしかた................................................................................................ 2-5
原稿をセットする	.......................................................................................................... 2-5
	記号について	............................................................................................................. 2-6

画質・濃度を選ぶ.................................................................................................... 2-7
画質を選ぶ	....................................................................................................................... 2-7
濃度を選ぶ	....................................................................................................................... 2-8

送信
ファクスを送信する................................................................................................ 2-9
テンキーで送信する	...................................................................................................... 2-9
ワンタッチダイヤル・短縮ダイヤルで送信する	................................................2-11
宛先表検索のしかた	....................................................................................................2-13
宛先表ダイヤルで送信する	.......................................................................................2-15
相手先を確認してから送信する（手動送信）	.......................................................2-17
同じ相手にもう一度送信する（リダイヤル）	.......................................................2-19
送信時にメモリーオーバーしたとき	......................................................................2-20

送信するときの便利な機能...................................................................................2-21
メモリー送信／リアルタイム送信	..........................................................................2-21
ダイヤル記号を入力する	...........................................................................................2-21
発信元名送信を設定する	...........................................................................................2-22
発信元名を選択する	....................................................................................................2-22
済スタンプの設定	........................................................................................................2-23

通信中止／確認
通信を中止／確認する...........................................................................................2-24
通信を中止する	............................................................................................................2-24
同報送信・グループ送信を中止／確認する	.........................................................2-26
通信予約を中止／確認する	.......................................................................................2-28
通信結果を確認する	....................................................................................................2-30



受信
ファクスを受信する..............................................................................................2-32
ファクス専用で自動受信する（ファクス待機）	..................................................2-32
電話を優先して自動受信もする (電話／ファクス待機）	..................................2-33
ファクスを優先して電話も受ける（ファクス／電話待機）	.............................2-34
留守番電話とファクスを兼用する (留守／ファクス待機 )	.............................2-35
電話を中心に使用する（電話待機）	........................................................................2-36
増設電話でファクスを受信する（リモート受信）	..............................................2-37

受信中の動作について...........................................................................................2-38
受信中の表示について	...............................................................................................2-38
受信中の動作について	...............................................................................................2-38
代行受信について	........................................................................................................2-39

受信文書の記録のしかた.......................................................................................2-40
有効記録サイズについて	...........................................................................................2-40
ページ分割について	....................................................................................................2-40
受信縮小について	........................................................................................................2-40
しきい値について	........................................................................................................2-41
記録のしかた一覧	........................................................................................................2-42

電話
電話について..........................................................................................................2-43
ハンドセットについて	...............................................................................................2-43
本商品の機能を使用して電話をかける	.................................................................2-44
ハンドセットの機能を使用して電話をかける	....................................................2-46
電話を受ける	................................................................................................................2-47
ハンドセットの便利な機能を使用する	.................................................................2-48

プッシュホンサービスのご利用について............................................................2-51

コピー
コピーのしかた......................................................................................................2-52
コピーする	.....................................................................................................................2-52
ソートコピーを設定する	...........................................................................................2-54



原稿について   2-3

原稿

1

2
基
本
編

原稿について

セットできる原稿
コピーおよび送信できる原稿サイズは次の範囲のものに限ります。

1枚だけセットするとき 複数枚セットするとき

最大 ×

最小

１度にセットで
きる枚数 － A4サイズ以下：50枚

Ｂ 4サイズ：25枚
原稿の紙厚 0.05 ～ 0.15mm 0.06 ～ 0.13mm

参考：新聞紙の紙厚が 0.05	～	0.06mm、上質紙が 0.10mm、郵便はがきが 0.23mm	です。

900mm以上の長さの原稿を送信される場合は、NTT 通信機器お取扱相談センタまでご連絡
ください。

257mm

900mm

257mm

364mm

120mm

100mm

148mm

105mm
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読み取りできる範囲
3mm

3mm

2.5mm2.5mm

読み取り
できる範囲

・上下 3mm、左右 2.5mmは読み取れません。
・原稿の端に文字を書くと、読み取れないことがあります。

原稿についての注意
・インク、スタンプ、修正液などは完全に乾かしてからセットしてください。
・ホチキス、クリップ、テープなどは取り除いてください。原稿づまりや故障の原因と
なります。

次のような原稿は複写機でコピーするか、キャリアシート（別売品）に挟んでからセッ
トしてください。
複数枚のキャリアシートをセットすることはできません。

原稿の種類 コピー キャリアシート
紙が厚い原稿（0.15mm以上） ○ ×
紙が薄い原稿（0.05mm未満） ○ ○
破れている原稿、穴が開いている原稿 ○ ○
シワやカールが激しい原稿 ○ ○
静電気で密着した原稿、湿った原稿 ○ ○
100×120mmよりも小さい原稿 ○ ○
裏がカーボンになっている原稿 ○ ○
布地、金属シート ○ ×
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原稿セットのしかた

原稿をセットする

 1 原稿ガイドを原稿の幅に合わせます。

 2 送信する面を上向きにして原稿をセットします。
・軽く突き当たるまで差し込みます。
・上の原稿から順に読み取られます。
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.記号について
		 	記号は、原稿を本商品正面から見て縦に置くことを表します。原稿の長辺側から挿
入します。
例：B5		 	

■.原稿をセットするときの注意
・原稿ガイドを広げたまま、原稿をセットしない
 →縮小されてプリントすることがあります。
 →斜行の原因になります。
・サイズが異なる原稿を一緒にセットしない
 →不必要に縮小されてプリントされることがあります。
 →原稿づまりの原因になります。
 →斜行の原因になります。
・原稿読み取り中に新しい原稿を追加しない
 →原稿づまりの原因になります。
・原稿排出口に、読み取り済みの原稿をためすぎない
 →排出口での原稿づまりの原因になります。（A4サイズで 50枚まで）
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画質・濃度を選ぶ
原稿の文字の大きさや濃さに合わせて、画質や濃度を選びます。

画質を選ぶ
画質を選びます。
・ヒョウジュン………普通の文字の原稿を送信するとき
・コウガシツ…………小さな文字の原稿を送信するとき（新聞など）
・チョウコウガシツ…精密なイラストや辞書のような細かい文字を送信するとき
・シャシン……………写真を送信するとき
また以下の機能をご愛用スイッチに登録して利用できます。（→ 5-35 ページ）
・車検証読み取り……	車検証などの地模様や地色のある原稿の背景を読まずに送信した

いとき
・えんぴつ読み取り…淡いえんぴつ書きの原稿をくっきり読み取りたいとき

 1 〈画質〉を押します。
現在設定されている画質を表示します。

 2 〈画質〉またはカーソルキーの〈 ▲〉、〈 ▼〉を押して画質を選びます。
3 秒間キーの入力がなければ、画質を選ぶ前の表示に戻ります。

カ゛シツ セット
   ← ヒョウシ゛ュン    →

          ▼
カ゛シツ セット
   ← コウカ゛シツ     → 

          ▼
カ゛シツ セット
   ← チョウコウカ゛シツ  →

          ▼
カ゛シツ セット
   ← シャシン       →

•	 	画質、濃度の初期値を設定するには、システム設定の「スキャナーパラメーター」で設定
します。（→ 5-39 ページ）

•	 標準から写真になるほど通信時間が長くなります。
•	 読み取り中に画質や濃度を変えると、次の原稿から画質・濃度が変わります。
•	「車検証読み取り」と「えんぴつ読み取り」は同時に設定できません。
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濃度を選ぶ
3 段階から濃度を選びます。
コク・・・濃く読み取りたいとき
フツウ
ウスク・・薄く読み取りたいとき

 1 〈濃度〉を押します。
現在設定されている濃度を表示します。

 2 〈濃度〉またはカーソルキーの〈 ▲〉、〈 ▼〉を押して画質を選びます。
３秒間キーの入力がなければ、濃度を選ぶ前の表示に戻ります。
ノウト゛ セット  
   ウスク  △ ・｜・  ▼ コク

	読み取り濃度を表します。左に行くと薄くなり、右に行くと濃く読み取ります。

・		画質、濃度の初期値を設定するには、システム設定の「スキャナーパラメーター」で設定し
ます。（→ 5-44 ページ）
・読み取り中に画質や濃度を変えると、次の原稿から画質・濃度が変わります。
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ファクスを送信する

テンキーで送信する
テンキーを使って直接相手先を入力する方法です。

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 テンキーで相手先のファクス番号を入力します。
・40桁まで入力できます。
・ポーズなどのダイヤル記号も入力できます。（→ 2-21 ページ）
・番号を間違えたときは、〈クリア〉を押して入力し直します。
スタートキー ヲ ト゛ウソ゛   
１２３４５６７８９０＿ 

 4 〈スタート〉を押します。
＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
１２３４５６７８９０
Ａ４   コウカ゛シツ

送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。
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・	送信を途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。送信中は、〈ファクス中止〉を押します。
（→ 2-24 ページ）
・通信中の文書や通信待ちの文書の確認ができます。（→ 2-28 ページ）
・	原稿読み取り後、続けて送信できます。現在の送信の次に送信が始まります。送信は 30件
まで予約できます。オプション品の増設メモリ 4MB装着時は 99件まで予約できます。
送信予約を 30件セットすると、自動送信できなくなります。その場合は手動送信を行って
ください。（→ 2-17 ページ）
・	相手先が話し中のときは、 自動リダイヤル待ちになります。自動リダイヤルは、1分間隔
で3回自動的に再ダイヤルします。自動リダイヤルの間隔・回数を変更できます。（→5-41ペー
ジ）
・送信後、「ツウシン エラー」と表示された場合は（→ 6-23 ページ）を参照してください。
・	送信中は、ディスプレイ上段には相手が登録している発信元名が表示されます。相手が何も
登録していない場合は、入力した番号が表示されます。
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ワンタッチダイヤル・短縮ダイヤルで送信する
・あらかじめ、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに相手先を登録してください。
(→ 5-12 ページ、5-17 ページ )

・	ご愛用スイッチキーの設定にて「短縮／グループ」を削除すると、短縮ダイヤルは	
使用できません。（→ 5-35 ページ）

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 相手先のファクス番号を入力します。
■.ワンタッチダイヤルで指定するとき

ワンタッチキー（01～ 60）を押します。
キョウト シテン        
［０１］＿

ワンタッチダイヤルに登録されている相手先名が表示されます。

■.短縮ダイヤルで指定するとき
〈短縮／グループ〉を押します。テンキーで短縮番号（1～ 140）を選びます。
キョウト シテン       
Ｓ１＿

短縮ダイヤルに登録されている相手先名が表示されます。
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 4 〈スタート〉を押します。
＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
          ▼
キョウト シテン
Ａ４   コウカ゛シツ

送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。

・	送信を途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。送信中は、〈ファクス中止〉を押します。
（→ 2-24 ページ）
・通信中の文書や通信待ちの文書の確認ができます。（→ 2-28 ページ）
・	原稿読み取り後、続けて送信できます。現在の送信の次に送信が始まります。送信は 30件
まで予約できます。オプション品の増設メモリ 4MB装着時は 99件まで予約できます。
送信予約を 30件セットすると、自動送信できなくなります。その場合は手動送信を行って
ください。（→ 2-17 ページ）
・	相手先が話し中のときは、 自動リダイヤル待ちになります。自動リダイヤルは、1分間隔
で3回自動的に再ダイヤルします。自動リダイヤルの間隔・回数を変更できます。（→5-41ペー
ジ）
・送信後、「ツウシン エラー」と表示された場合は（→ 6-23 ページ）を参照してください。
・	送信中は、ディスプレイ上段には相手が登録している発信元名が表示されます。相手が何も
登録していない場合は、入力した番号が表示されます。
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宛先表検索のしかた
あらかじめ、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに相手先を登録してください。	
( → 5-12 ページ、5-17 ページ )

 1 カーソルキーの下〈宛先表〉を押します。
アテサキヒョウ          ［ア］
アキタシテン         ：Ｓ００９

 2 テンキーで、相手先名の頭文字の段を表示させます。
相手先名の先頭が数字または記号のときは、〈 〉または〈♯〉を押すと表示
されます。

       

          ▼

アテサキヒョウ          ［ア］
アキタシテン         ：Ｓ００９

          ▼
アテサキヒョウ          ［カ］
カンカ゛イ キ゛ョウム    ：Ｓ００３

          ▼
アテサキヒョウ          ［サ］
サーヒ゛ス センター     ：［０７］

          ・
          ・
          ・
          ・
〈メニュー／文字〉を押して、モードを切り替えることができます。
 カナモード：［ ］内にカタカナが表示されているとき
 英数モード：［ ］内にアルファベットが表示されているとき
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 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、相手先名を表示させます。
アテサキヒョウ          ［サ］
サーヒ゛ス センター     ：［０７］

          ▼
アテサキヒョウ          ［シ］
シサ゛イフ゛         ：Ｓ００１

          ▼
アテサキヒョウ          ［ス］
スイシンフ゛         ：［０８］

          ・
          ・
          ・
          ・
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宛先表ダイヤルで送信する
あらかじめ、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルに相手先を登録してください。
(→ 5-12 ページ、5-17 ページ )

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 カーソルキーの下〈宛先表〉を押します。
アテサキヒョウ          ［Ａ］
ＡＢＣ            ：［０１］

 4 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉またはテンキーで相手先を選びます。
	テンキーで相手先を選ぶとき、〈メニュー／文字〉を押してモードを切り替え
ることができます。
	 カナモード：［ ］内にカタカナが表示されているとき
	 英数モード：［ ］内にアルファベットが表示されているとき
アテサキヒョウ          ［Ｊ］
ＪＡＰＡＮ          ：Ｓ１２３

 5 〈スタート〉を押します。
＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
          ▼

ＪＡＰＡＮ
Ａ４   コウカ゛シツ

・送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。
・相手先名を登録しているときは、ディスプレイ上段に相手先名が表示されま
す。
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・宛先表検索のしかたは 2-13 ページを参照してください。
・	送信を途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。送信中は、〈ファクス中止〉を押します。
（→ 2-24 ページ）
・通信中の文書や通信待ちの文書の確認ができます。（→ 2-28 ページ）
・	原稿読み取り後、続けて送信できます。現在の送信の次に送信が始まります。送信は 30件
まで予約できます。増設メモリ 4MB（オプション品）装着時は 99件まで予約できます。
送信予約を 30件セットすると、自動送信できなくなります。その場合は手動送信を行って
ください。（→ 2-17 ページ）
・	相手先が話し中のときは、 自動リダイヤル待ちになります。自動リダイヤルは、1分間隔
で3回自動的に再ダイヤルします。自動リダイヤルの間隔・回数を変更できます。（→5-41ペー
ジ）
・送信後、「ツウシン エラー」と表示された場合は（→ 6-23 ページ）を参照してください。
・	送信中は、ディスプレイ上段には相手が登録している発信元名が表示されます。相手が何も
登録していない場合は、入力した番号が表示されます。
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相手先を確認してから送信する（手動送信）
・	ハンドセットを使って送信するときは、オプション品のハンドセットが必要です。
（→ 7-20 ページ）
・ご愛用スイッチキーの設定にて「オンフック」を削除すると、手動送信はできません。
（→ 5-35 ページ）

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈オンフック〉を押し、「ツー」という発信音を確認します。
ハンドセットを使う場合はハンドセットを上げ発信音を確認します。

 4 相手先へダイヤルします。
 5 相手先への接続を確認した後に、〈スタート〉を押します。

・送信が始まります。
・ハンドセットを使う場合は、ファクスを送信することを伝え〈スタート〉を
押し、ハンドセットを戻します。

・相手側が自動受信の場合 “	ピープルプル ”	という音が聞こえる場合がありま
す。

・〈スタート〉を押す前に、ハンドセットを戻すと電話が切れてしまいます。
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■.ボリューム調整
 音量は大／中／小／切 (無音 ) の 4段階から選べます。（初期値	中）

 1 〈オンフック〉を押します。
 2 カーソルキーの〈 ▲〉、〈 ▼〉で音量を選びます。

     ＊＊ テ゛ンワ ＊＊
  ホ゛リューム：■■■■■■
「ボリューム：」の右側は音量を表示しています。

 3 操作をやめ、しばらくするとボリュームの表示が消えます。

アラーム音や、キーを押したときの音は調整できません。
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同じ相手にもう一度送信する（リダイヤル）
ファクスを送った相手、電話をかけた相手を 10件まで記憶しています。

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈リダイヤル〉を押します。
リタ゛イヤル リレキ
０：１２３４５６７８９０

 4 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉を押して相手先を選びます。
リタ゛イヤル リレキ
１：１２３４５６７８

〈リダイヤル〉を押すごとに、2つ前、3つ前とさかのぼって、10件分までの
電話番号が表示されます。

 5 〈スタート〉を押します。
＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
          ▼

１２３４５６７８
Ａ４   コウカ゛シツ

送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。

・リダイヤルは 1件につき 40桁までのダイヤルを記憶しています。
・リダイヤルは、本体のテンキー・ワンタッチダイヤル・短縮ダイヤル・宛先表ダイヤルでファ
クスを送った相手、電話をかけた相手を 10件まで記憶しています。ハンドセットのダイヤ
ルキーで電話をかけた場合は記憶しません。
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送信時にメモリーオーバーしたとき
原稿の蓄積中にメモリー容量をオーバーしたときは、次のようなメッセージが表示され
ます。メッセージは 2種類あります。

■.原稿の１枚目を蓄積中にメモリー容量をオーバーしたとき

メモリーオーハ゛ー テ゛ス

メモリーが空くのを待つか、リアルタイム送信で送信し直してください。
（→ 2-21 ページ）

■.原稿の２枚目以降を蓄積中にメモリー容量をオーバーしたとき
メモリーオーハ゛ー テ゛ス
メモリーフ゛ンノミ  スタート／クリア

・〈スタート〉を押すと、メモリーに蓄積した原稿のみを送信します。
・〈クリア〉を押すと、メモリーに蓄積した原稿を消去します。
・	何も操作せずに１分経過すると、自動的に画面がリセットされ、メモリーに
蓄積した原稿は消去されます。

読み取り部に原稿が残っているときは以下の表示になります。

ストッフ゜キー テ゛ ケ゛ンコウ ヲ
ハイシュツ シテクタ゛サイ

〈ストップ〉を押して残っている原稿を排出してください。



送信するときの便利な機能   2-21

送信

1

2
基
本
編

送信するときの便利な機能

メモリー送信／リアルタイム送信
自動送信には原稿を読み込んだ後に送信を開始するメモリー送信と、原稿を読み取りな
がら送信するリアルタイム送信があります。
お買い上げ時はメモリー送信が設定されていますが、ご愛用スイッチキーの設定にて「メ
モリー送信」を設定すると、1通信ごとにメモリー送信／リアルタイム送信を切り替え
ることができます。（→ 5-35 ページ）
常にリアルタイム送信を優先することもできます。（→ 5-42 ページ）

・	メモリー送信
メモリー送信とは、原稿をメモリーに読み込んでから送信する方法です。送信終了を
待たずに原稿を持ち帰ることができ、時間のロスが少なくなります。

・	リアルタイム送信
リアルタイム送信とは、原稿をメモリーに読み込まずに相手へ直接送信する方法です。
送信操作後に送信を開始するので、相手に送られていることを確認できます。

ダイヤル記号を入力する
相手の番号を入力するときにダイヤル記号を挿入し、様々な機能を追加することができ
ます。
記号名称 操  作 液晶表示 機能および用途

ハイフン を２回押す ─
ダイヤルに区切りをつけて、読みやすくする
ための−（ハイフン）が入力できます。テンキ
ーで送信するときは使用できません。

トーン を２回押す T
ダイヤル回線のときに、PB信号を出すことが
できます。
（例）075-111-2222-T1111 ＃

ポーズ
を3回押す

P

ダイヤルに間隔を開けたいときに使います。
内線の 0発信、NCC利用時などに使います。
（例）0P075-111-2222
ポーズ時間は設定により変更可能です。
（→ 5-41 ページ）

T（トーン）、P（ポーズ）はダイヤル番号を 2桁入力した扱いになります。最大入力桁数 20
桁の場合に、Tを 1個入力すると、数字は 18桁入力できることになります。
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発信元名送信を設定する
送信した原稿の先頭に、発信元名を付けるか付けないかを設定できます。
ご愛用スイッチキーの設定で「発信元送信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを押す
だけで送信する原稿に発信元名を付けるか付けないかを設定できます。（→5-35ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、〈0〉、〈5〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２２０５
０５ ハッシンモト ソウシン

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選択します。

ハッシンモト ソウシン     ：ＯＮ
             ▼／▲セット

 4 〈セット〉を押します。
・	 	発信元を送信原稿に付けるか付けないかが設定され、次の設定画面になり
ます。

・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

発信元名を選択する
初期設定の発信元名の登録（→ 1-29 ページ）で登録した 3種類の発信元名を、通信ご
とに選択して送信することができます。
この機能を利用するには、あらかじめ ｢発信元選択｣ をご愛用スイッチに登録する必要
があります。（→ 5-35 ページ）

 1 〈発信元選択〉を押します。
ハッシンモト２：ＡＢＣショウシ゛ソウム
Ａ４ヒョウシ゛ュン   メモリー１００％

 2 〈発信元選択〉を押して、選択したい発信元を表示させます。
ハッシンモト３：ＡＢＣショウシ゛コクサイ
Ａ４ヒョウシ゛ュン   メモリー１００％

・	通信を行うと、セットされた発信元名をつけて送信します。
・	「ハッシンモト O	F	F」を選択すると、発信元名をつけずに送信します。
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済スタンプの設定
自動原稿送り装置で読み取り完了（または送信完了）した原稿に、スタンプを押して読
み取り済み（または送信済み）であることを確認することができます。
・	済スタンプの設定（→ 5-42 ページ）で設定した状態にかかわらず、一時的に済スタ
ンプをON、OFF することができます。セットした直後の送信１回のみに有効です。
直後の送信が完了すると、済スタンプの設定で設定した状態に戻ります。
・	ご愛用スイッチキーの設定にて済スタンプを削除すると、1通信ごとに済スタンプの
ON／OFF を切り替えることはできません。（→ 5-35 ページ）

 1 〈済スタンプ〉を押します。
・ランプが点灯し、済スタンプがONになります。
・もう一度〈済スタンプ〉を押すとランプが消灯しOFF になります。

 2 原稿をセットし、送信すると済スタンプが押されます。

・お買い上げ時は済スタンプの設定は「OFF」になっています。
・常に済スタンプを押すこともできます。（→ 5-42 ページ）
・済スタンプの色は青色です。寿命は約 15000 枚です。
・A4サイズの原稿では、およそ下図の位置に済スタンプが押されます。

済スタンプ
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通信を中止／確認する

通信を中止する
現在通信している文書や、リダイヤル待ちなどで次に送信される予約文書を消去するに
は、次の操作を行います。

同報通信、グループ通信の場合は、「同報送信・グループ送信を中止／確認する」（2-26	ページ）
を参照してください。

■.通信中の文書があるとき

 1 〈ファクス中止〉を押します。
ファクス ヲ チュウシ シマスカ？
スル  → ファクスチュウシキー

             ▼ ▲

ファクス ヲ チュウシ シマスカ？
シナイ → ストッフ゜   キー

交互に表示します。

 2 もう一度〈ファクス中止〉を押します。
〈ストップ〉を押すと、操作を中止します。

 3 次の表示を数秒した後、待機画面に戻る
ファクス ヲ チュウシ シマスカ？
 ＊＊  クリア カンリョウ  ＊＊

通信が中止されます。

■.通信中の文書がないとき

 1 〈ファクス中止〉を押します。
予約文書がない場合は「ツウシンマチ アリマセン」と表示されます。
ファクスチュウノ コマント゛ アリマセン		
ヨヤクチュウシ スル →  セットキー

             ▼ ▲

ファクスチュウノ コマント゛ アリマセン
ヨヤクチュウシ シナイ	→ 		クリアキー

・交互に表示します。
・〈クリア〉を押すと、操作を中止します。
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 2 〈セット〉を押します。
Ｃ０１：［０１］ キョウトシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で通信予約を確認します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

          ▼
Ｃ０１：［０１］ キョウトシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

	カーソルキーの〈 ▼〉は同報送信、グループ送信を中止するときに使用します。

 4 予約を取り消す場合は、〈クリア〉を押します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
スル  → クリア キー

         ▼ ▲
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
シナイ → モト゛ルキー

・交互に表示します。
・中止しない場合は、カーソルキーの〈 ▲〉を押すと、手順 3の画面になります。

 5 中止するときは、もう一度〈クリア〉を押します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
 ＊＊  クリア カンリョウ  ＊＊

 6 次の通信予約が表示されます。
Ｃ０１：［０１］ キョウトシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

 7 〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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同報送信・グループ送信を中止／確認する
l		同報送信のときは、同報宛先を確認したり、宛先を個別に消去したりすることができ
ます。

l		グループ送信が行われているときは、グループに登録されている宛先を個別に消去で
きます。（ドウホウと表示されます。）

l		グループ送信が行われていないときは、宛先を個別に消去できません。

 1 〈通信確認〉、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で予約確認（ヨヤク カクニン）
を選択します。
ヨヤク カクニン
            ▼／▲／セット

 2 〈セット〉を押します。
現在通信中の文書が表示されます。

 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で同報送信（ドウホウ）を選択します。
Ｃ０２：Ｓ００２ 
          ▼／▲／ ▼／クリア

          ▼

Ｃ０３：ト゛ウホウ           
          ▼／▲／ ▼／クリア

・送信予約を確認／中止する場合は、手順４に進みます。
・送信中の宛先を個別に中止する場合は、手順７に進みます。

■.送信を中止する

 4 〈クリア〉を押します。
Ｃ０３：ト゛ウホウ
スル  → クリアキー

         ▼ ▲
Ｃ０３：ト゛ウホウ
シナイ → モト゛ルキー

・交互に表示します。
・中止しない場合は、カーソルキーの〈 ▲〉を押すと、手順 3の画面になります。

 5 中止するときは、もう一度〈クリア〉を押します。
Ｃ０３：ト゛ウホウ
 ＊＊  クリア カンリョウ  ＊＊

 6 次の通信予約が表示されます。
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■.宛先を個別に中止する

 7 カーソルキーの〈 ▼〉を押します。
現在通信中の宛先が表示されます。
［０１］ キョウトシテン       
          ▼／▲／ ▲／クリア

 8 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で中止したい宛先を選択します。
［０３］ トウキョウホンシャ
          ▼／▲／ ▲／クリア

カーソルキーの〈 ▲〉を押すと、手順 3の画面になります。

 9 予約を取り消す場合は、〈クリア〉を押します。
［０３］ トウキョウホンシャ
スル  → クリアキー

         ▼ ▲
［０３］ トウキョウホンシャ
シナイ → モト゛ルキー

・交互に表示します。
・カーソルキーの〈 ▲〉を押すと、手順 8の画面になります。

 10. 中止するときは、もう一度〈クリア〉を押します。
［０３］ トウキョウホンシャ
 ＊＊  クリア カンリョウ  ＊＊

 11. 次の宛先が表示されます。
Ｓ００２ シコクシテン         
          ▼／▲／ ▲／クリア

続けてほかの宛先を中止するときは、手順 8から操作を繰り返します。

 12. 〈ストップ〉を押します。
通信予約の確認を終了し、待機画面に戻ります。
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通信予約を中止／確認する
ご愛用スイッチキーの設定にて「通信確認」を削除すると、通信予約を確認できません。
（→ 5-35 ページ）
例：以下の通信が予約されている状態

内　容 状　態
［０１］　（ワンタッチ 01） 通信待ち
Ｓ００２　（短縮 002） 通信中
１２３４５６７ 通信待ち

 1 〈通信確認〉、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で予約確認 (ヨヤク カクニン )
を選択します。
ヨヤク カクニン
            ▼／▲／セット

 2 〈セット〉を押します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

      相手先番号

      [01]  ：ワンタッチダイヤル

      S002 	: 短縮ダイヤル

      G03 			: グループダイヤル

      ドウホウ：同報通信

通信予約番号
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 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で通信予約を確認します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン     
          ▼／▲／ ▼／クリア

          ▼
Ｃ０１：［０１］キョウトシテン    
          ▼／▲／ ▼／クリア

          ▼
Ｃ０３：１２３４５６７         
          ▼／▲／ ▼／クリア

 4 予約を取り消す場合は、〈クリア〉を押します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
スル  → クリア キー

         ▼ ▲
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン     
シナイ → モト゛ルキー        

・交互に表示します。
・カーソルキーの〈 ▲〉を押すと、手順 3の画面になります。

 5 中止するときは、もう一度〈クリア〉を押します。
Ｃ０２：Ｓ００２ シコクシテン
 ＊＊  クリア カンリョウ  ＊＊

 6 次の通信予約が表示されます。
Ｃ０１：［０１］ キョウトシテン
          ▼／▲／ ▼／クリア

 7 〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

表示の順番は、（１）通信中の文書、（２）通信待ちの予約番号の順に表示されます。
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通信結果を確認する
l		過去に通信した 70通信分の送信・受信結果をディスプレイ上に表示できます。結果
を 1通信ごとにプリントすることもできます。

l		最新の通信状況の一覧をプリントしたい場合は、通信管理レポートをプリントしてく
ださい。「通信管理レポートをプリントする」（3-51	ページ）

 1 〈通信確認〉を押します。
ツウシンケッカ カクニン
            ▼／▲／セット

 2 〈セット〉を押します。
直前に通信した結果が表示されます。
Ｔｘ０１５：１２３４５６７８９０
ＯＫ   １月１４日 １３：３０   ▼

 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で見たい結果を表示させます。
Ｔｘ０１４：オオサカ
ＯＫ   １月１４日 １３：３０ ▲／▼

               ▼

Ｒｘ００１：キョウトシテン
ＮＧ   １月１４日 １３：３０ ▲／▼

・70通信分の通信結果と通信した時間、相手先名または相手先番号を表示で
きます。

・「Tx」は送信結果、「Rx」は受信結果を表します。
・通信が成功した場合は「OK」、失敗した場合は「NG」と表示します。
・	詳しい通信結果を知るには、「通信記録」を出力してください。(→	3-51ページ)
・D.0.2などダイヤル時の異常(→	6-24ページ)の送信結果は表示されません。
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■.通信結果をプリントする

 4 プリントしたい結果を表示させ〈セット〉を押します。
・通信結果がプリントされます。
・表示させた通信結果が「Tx」の場合は送信結果が、「Rx」の場合は受信結果
がプリントされます。

内容の説明は、「通信管理レポートのみかた」（3-53	ページ）を参照してくだ
さい。
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ファクスを受信する

ファクス専用で自動受信する（ファクス待機）
l		初期設定で受信モードの設定を「ファクス タイキ」にします。（→ 1-29 ページ）
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「自動受信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを押
すだけで自動受信／手動受信を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

　ファクスの受信を始める

呼び出しベルを鳴らすことができる（補足参照）

相手がファクスのとき相手が電話のとき

・	オプション品のハンドセットまたは増設電話を接続すると、呼び出しベルを鳴らすことができ
ます。
（初期値：2回）
・呼び出しベルが鳴っている間にハンドセットを上げると通話できます。
・呼び出しベル回数は 0～ 10回の間で変更できます。（→ 5-41 ページ）
・	相手側がファクスの場合、ハンドセットを上げたときは、〈スタート〉を押して手動受信し
てください。
・増設電話で受けたときは、増設電話のダイヤルキーで〈５〉〈５〉とダイヤルすると受信を
始めます。（受信後は受話器を戻してください）
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電話を優先して自動受信もする (電話／ファクス待機）
l		初期設定で受信モードの設定を「デンワ／ファクス タイキ」にします。（→ 1-29 ページ）
l		自動受信にします。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「自動受信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを	
押すだけで自動受信／手動受信を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

 ファクスの受信を始める
（相手にファクス応答音「ピー」を返します。）

呼び出しベルを鳴らすことができる（補足参照）

相手がファクスのとき相手が電話のとき

・着信後、しばらくしてから PHONE1、
　PHONE2端子につないだ電話の呼び出し
　ベルが鳴る
・電話に出ると話ができる

・呼び出しベルを鳴らすにはオプション品のハンドセットまたは増設電話を接続すると、着信
前の呼び出しベルを鳴らすことができます。（初期値：2回）
・着信後はしばらく受信状態になります。相手が電話のときは、しばらくお待たせするととも
に電話料金がかかります。
・相手が手動送信の場合、ハンドセットを上げても無音の場合がありますので、相手が電話で
ないことを口頭で確認のうえ、〈スタート〉を押してください。
・増設電話で受けたときは、増設電話のダイヤルキーで〈5〉〈5〉とダイヤルすると受信を始
めます。（受信後は受話器を戻してください）
・ハンドセットはオプション品です。（→ 7-20 ページ）
・呼び出しベルがなっている間にハンドセットを上げると通話できます。
・呼び出しベル回数は 0～ 10回の間で変更できます。（→ 5-41 ページ）
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ファクスを優先して電話も受ける（ファクス／電話待機）
l		初期設定で受信モードの設定を「ファクス／デンワ タイキ」にします。（→1-29ページ）
l		自動受信にします。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「自動受信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを	
押すだけで自動受信／手動受信を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

・着信後、しばらくしてから PHONE1、PHONE2
　端子につないだ電話の呼び出しベルが鳴る
・電話に出ると話ができる

 ファクスの受信を始める
（相手にファクス応答音「ピー」を
 返します。）

相手がファクスのとき相手が電話のとき

・着信後はしばらく受信状態になります。相手が電話のときは、しばらくお待たせするととも
に電話料金がかかります。
・相手が手動送信の場合、ハンドセットを上げても無音の場合がありますので、相手が電話で
ないことを口頭で確認のうえ、〈スタート〉を押してください。増設電話で受けたときは増
設電話のダイヤルキーで〈5〉〈5〉とダイヤルすると受信を始めます。（受信後は受話器を戻
してください）
・ハンドセットはオプション品です。（→ 7-20 ページ）
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留守番電話とファクスを兼用する (留守／ファクス待機 )
l		初期設定で受信モードの設定を「ルス／ファクス タイキ」にします。（→ 1-29 ページ）
l		自動受信にします。
l		留守番電話を PHONE2に接続し、留守番設定にします。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「自動受信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを	
押すだけで自動受信／手動受信を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

ただい
ま外出

しており
ます…

▼

　ファクスの受信を始める

留守番電話の応答メッセージが流れる

相手がファクスのとき相手が電話のとき

用件を録音する
・10秒間無音が続くとファクス受信に切り替わります。
・用件を録音した後も、相手がファクス送信をすれば受  
  信できます。

留守番電話が鳴る

・リモート受信はできません。
・留守番電話の応答メッセージについて
相手にファクスが受信できることを知らせるため、「ファクスの方は送信してください」と
録音しておきます。
・留守番電話の機種によっては、留守番電話とファクス受信の切り替えが働かない場合があり
ます。
・留守番電話が応答できない場合は、ファクス受信もできません。
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電話を中心に使用する（電話待機）
l		初期設定で受信モードの設定を「デンワ タイキ」にします。（→ 1-29 ページ）
l		オプション品のハンドセットが必要です。（→ 7-20 ページ）
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「自動受信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを	
押すだけで自動受信／手動受信を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

プ
ル
ル
ル

プ
ル
ル
ル

　ファクスの受信を始める

相手がファクスのとき相手が電話のとき

呼び出しベルが鳴る 自動受信しません。

電話に出て、〈スタート〉を押す

電話に出ると通話ができる

・相手が手動送信の場合、ハンドセットを上げても無音の場合がありますので、相手が電話で
ないことを口頭で確認のうえ、〈スタート〉を押してください。
・	電話待機にセットしているときは、相手がファクス送信してきても自動受信しません。
・相手先から「ポーポー」などの音が聞こえたときは相手はファクスです。本商品のハンドセッ
トで受けたときは、〈スタート〉を押して手動受信してください。増設電話で受けたときは、
増設電話のダイヤルキーで〈5〉〈5〉とダイヤルすると受信を始めます。（受信後は受話器を
戻してください）
・通話の後にファクスを受信するには、相手が送信をした後、〈スタート〉を押します。
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増設電話でファクスを受信する（リモート受信）
増設電話を離れた場所でご利用になる場合、増設電話からの操作でファクスを受信状態
にすることができます。

電話に出ると通話ができる

相手がファクスのとき相手が電話のとき

呼び出しベルが鳴る

増設電話で電話に出たとき相手が

ファクスの場合、増設電話のダイ

ヤルキーで〈5〉〈5〉とダイヤル

する。

・ファクスの場合は「ポーポー」　

　などの音が聞こえるか、または

　無音です。

無音になったことを確認し、受話

器を戻す。

・通話中に増設電話のダイヤルキーで〈5〉〈5〉を押すと、ファクスに切り替わってしまい、
通話できなくなります。
・本機能は増設電話の種類や地域などの諸条件により使用できないことがあります。また、以
下の場合にもリモート受信はできません。
こちらから電話をかけたとき。
増設電話のダイヤルタイプと本商品のダイヤルタイプが一致していないとき。
本商品のメモリー残量が無いとき。
留守 /ファクス待機に設定したとき。
ハンドセット（オプション品）で電話にでたとき。（相手がファクスの場合は〈スタート〉
を押してください。）

・本商品が節電モードになっている場合、増設電話のベルが 1回鳴ったときに電話を受けたと
きは、リモート受信できないことがあります。
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受信中の動作について

受信中の表示について
受信中は通信中ランプが点灯または点滅し、相手先名がディスプレイに表示されます。

ＡＢＣショウシ゛
シ゛ュシン    ヒョウシ゛ュン

上段：相手先名 下段：受信画質

相手先名の表示は、相手ファクスに登録されているものが表示されます。表示する順は
次のとおりです。
1.	相手先名
2.	相手先名がセットされていなかったら相手先番号
3.	相手先番号がセットされていなかったら何も表示しない

受信中の動作について
受信した原稿からプリントされます。

・プリント中にカセットを引き出さないでください。用紙づまりの原因となります。
・用紙排出トレイに排出できる枚数は約150枚です。用紙はためすぎないようにしてください。
排出口での用紙づまりの原因となります。
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代行受信について
用紙やトナー切れなどでプリントできなくなったときでも、メモリーが代わりに受信し
ます。メモリーに受信した原稿があるときは、代行受信ランプが点灯します。

再びプリントできるようになると、メモリーに受信した原稿をプリントします。

・代行受信できる通信量、原稿枚数は最大 50通信、A4版 700 字程度で標準画質（8画素 /
mm	×	3.85 本 /mm）の原稿を、MMR	符号化方式により蓄積したときで最大 140 枚受信
できます。ただし、通信予約などでメモリーが使われているときは受信できる枚数が減りま
す。
・代行受信中にメモリーが足りなくなったときは、蓄積できる分のみ蓄積します。その後、受
信を中止しエラーメッセージを表示します。
・代行受信原稿がメモリーにあるときは、停電や電源をOFF にしたときでも、約 72時間メモ
リーに記憶しています。
・あらかじめ 24時間連続して電源が入っている必要があります。
・メモリーの容量によって、記憶する時間が変わります。
メモリーの内容が消えてしまった場合は、電源がONになりプリントできるようになった後
に、「代行受信消去通知」がプリントされます。
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受信文書の記録のしかた

有効記録サイズについて
用紙の先端／後端のそれぞれ約 3mmはプリントすることができません。このため、受
信した内容が縮小、または切り捨てられてプリントされる場合があります。プリントで
きる部分を有効記録サイズと呼びます。

有効記録サイズ

受信文書

ページ分割について
有効記録サイズを超えた部分がしきい値より大きいときは、ページを分割してプリント
されます。

原　稿

しきい値

有効記録サイズ

１枚目

２枚目

受信縮小について
送信されてきた原稿に合う定型サイズの用紙がセットされていないときや、定型サイズ
よりわずかに長い（しきい値以内）原稿が送信されてきたとき、用紙に収まるように
縮小してプリントします。（自動縮小）また、縮小しないで受信することもできます。
（100％）

縮小原　稿
有効記録サイズ

受信文書
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しきい値について
しきい値とは、受信文書が有効記録サイズに収まらない場合に、後端を切り捨てたり、
縮小をして1枚に収めるときの位置を決める値です。セットされている用紙より長い原
稿を受信した場合、余白部分だけが次のページにプリントされることがありますが、「し
きい値」を設定することによりこれを防止することができます。有効記録サイズを超え
た原稿の長さがしきい値以内であれば縮小または切り捨てをして 1枚に収め、しきい
値より長い場合のみページ分割されます。

しきい値は 0～ 85	mmの間で、よく受信する原稿の余白の長さに合わせて設定します。し
きい値の設定方法はファクス設定の「プリントパラメーター」を参照してください。
（→ 5-41 ページ）
コピー時のしきい値の設定方法はコピー設定の「プリントパラメーター」を参照してください。
（→ 5-44 ページ）

(1) しきい値を設定したとき
有効記録サイズを超えた長さが、しきい値以内であれば、1枚に縮小または切り捨
てされます。
・しきい値以内

原　稿 1枚縮小
または
等倍

しきい値

有効記録サイズ

・しきい値より長い

原　稿

しきい値

有効記録サイズ

１枚目

２枚目

縮小
または
等倍

しきい値を超えると、
２枚目がプリントされる

(2) しきい値を設定しないとき（しきい値＝0のとき）
有効記録サイズを少しでも超えると、2枚目がプリントされます。

原　稿
有効記録サイズ

１枚目

２枚目

縮小
または
等倍

２枚目がプリントされる
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記録のしかた一覧
受信縮小率

受信原稿のサイズ

１枚のみのとき

有効記録サイズを
超えた長さが
しきい値
以内のとき

有効記録サイズを
超えた長さが
しきい値より
長いとき

小さい原稿
（A5　、B5　）

長尺原稿
B4、A4より
少し長め

（B4、A4、B5　）
定形サイズ原稿

自動 100％

原寸のまま 原寸のまま

原寸のまま 原寸のまま

用紙１枚に収まるよう
縮小される

原寸のまま、用紙１枚に
収まらない部分は切捨て
られる

原寸のまま、
用紙１枚に
収まらない部分
がページ分割
される

原寸のまま、
用紙１枚に
収まらない部分
がページ分割
される

（ ）
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電話について
オプションのハンドセットを使って、いろいろな方法で電話をかけられます。

ハンドセットについて
■.各部の名称

キャッチ
キー

セット/ミュートキー

短縮ダイヤルキー

受話音量キー

リダイヤルキー

ダイヤルタイプ
切替スイッチ

受話口

マイク

着信ランプ

着信音
スピーカー

フックスイッチ

■.ダイヤルタイプを設定する
「ダイヤルタイプの見分けかた」（→ 1-36 ページ）を参照し、ダイヤルタイプ切替
スイッチを使用している電話回線のダイヤルタイプに切り替えてください。

・	 		ダイヤルタイプが 20PPS のときは「ダイヤル」に合わせます。
・	 		ダイヤルタイプが 10PPS のときは、ハンドセットのダイヤルキーを使って電話をかけるこ
とはできません。この場合、本商品側のダイヤルキーを使用してください。
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本商品の機能を使用して電話をかける
l		本商品側のリダイヤルは、本商品のテンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、
宛先表ダイヤルでファクスを送った相手、電話をかけた相手を 10件まで記憶してい
ます。ハンドセットのダイヤルキーで電話をかけた場合は記憶しません。この場合、
ハンドセット側の〈リダイヤル〉を使用してください。

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「短縮／グループ」を削除すると、短縮ダイヤルは使
用できません。（→ 5-35 ページ）

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「オンフック」を削除すると、〈オンフック〉は使用
できません。（→ 5-35 ページ）

 1 ハンドセットを取り上げます。
または〈オンフック〉を押します。

 2 電話番号をダイヤルします。
■.ダイヤルキーを使う

本商品のテンキーで相手の電話番号をダイヤルします。

■.ワンタッチキーを使う
ワンタッチダイヤル（01～60）を押します。相手先が登録されている、ワンタッ
チキーを押します。
     ＊＊ テ゛ンワ ＊＊
１２３４５６７８＿ 

ワンタッチダイヤルに登録されている番号が表示されます。

■.短縮ダイヤルを使う
〈短縮／グループ〉を押し、テンキーで短縮番号（001～ 140）を選びます。
     ＊＊ テ゛ンワ ＊＊
１２３４５６７８＿ 

短縮ダイヤルに登録されている番号が表示されます。
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■.宛先表を使う
カーソルキーの〈▼〉を押します。
アテサキヒョウ          ［Ａ］
ＡＢＣ            ：［０５］

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉またはテンキーで相手先を選択します。
アテサキヒョウ          ［Ｊ］
ＪＡＰＡＮ          ：Ｓ１２３

〈スタート〉を押します。
     ＊＊ テ゛ンワ ＊＊
１２３４５６７８＿	  

■.リダイヤルするとき
ファクスを送った相手、電話をかけた相手を 10件まで記憶しています。
〈リダイヤル〉を押します。
リタ゛イヤル リレキ
０：１２３４５６７８９０

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉を押して相手先を選択します。
リタ゛イヤル リレキ
２：１２３４５６７８

〈スタート〉を押します。
     ＊＊ テ゛ンワ ＊＊
１２３４５６７８ 

 3 回線がつながったら相手先と通話します。
〈オンフック〉を押したときは、ハンドセットを上げると通話できます。

ダイヤル回線でご使用の場合でも相手を呼び出した後に、本商品の〈 〉またはハンドセッ
トの〈 /トーン〉を押すことにより、プッシュホンサービス（銀行ＡＮＳＥＲ、クレジッ
ト通話サービス、ポケットベルサービス、照会案内サービス、ホームテレホンにおけるテレコ
ントロール、留守番電話における遠隔制御等 )	を利用することができます。
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ハンドセットの機能を使用して電話をかける
l	本商品の電源がOFF のときも、ハンドセットのダイヤルキーから電話をかけること
ができます。ただし、回線自体が停電時の通話に対応していないときは除きます。
l	本商品で電話をかけた場合、ハンドセットの〈リダイヤル〉を使用してリダイヤルす
ることはできません。

 1 ハンドセットを取り上げます。

 2 電話番号をダイヤルします。
■.ダイヤルキーを使う

ハンドセットのダイヤルキーで、相手の電話番号をダイヤルします。

■.短縮ダイヤルを使う
・	 	〈短縮ダイヤル〉を押します。ハンドセットのダイヤルキーで短縮番号（0
～９）を入力します。

・	 	短縮ダイヤルの登録は、「短縮ダイヤルを登録する」（→ 2-49 ページ）を参
照してください。

■.最後にかけた相手にもう一度電話する（リダイヤル）
・	 	〈リダイヤル〉を押します。
・	 	リダイヤルの最大桁数は 31桁です。
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 3 相手と通話します。

・	 		電話機ヒモまたはハンドセットのカールコードを、電話コンセントまたは本商品から約 12
時間以上はずした場合、リダイヤルの電話番号が消去されます。

・	 		停電時に電源が供給されない回線に接続しているときも、12時間以上電源が供給されない
状態が続くと、リダイヤルの電話番号が消去されます。

電話を受ける

 1 呼び出しベルが鳴ったら、ハンドセットを取り上げます。

 2 相手と通話します。
	増設電話を接続しているときは、増設電話でも電話を受けることができます。

相手先から「ポーポー」と音が聞こえたり、無音のときは相手はファクスです。
・	 ハンドセットを上げた場合は、〈スタート〉を押すと受信できます。
・	 	増設電話の受話器を上げた場合は、増設電話のダイヤルキーで〈5〉〈5〉とダイヤルします。
（→ 2-37 ページ）
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ハンドセットの便利な機能を使用する
本商品の機能とは別に、ハンドセット側にも様々な機能があります。ハンドセット側の
短縮ダイヤルは、本商品の短縮ダイヤルとは別に登録できます。

■.キャッチホンサービスを利用する
・		キャッチホンは、外線通話中に他から電話がかかってきた場合、通話中の相手を
一時的に保留にして、新しくかかってきた相手と通話することができるサービス
です。

・		キャッチホンのご利用については、最寄りの当社の支店、または営業所にお申し
込みください。

 1 通話中、キャッチホンの呼び出し音が聞こえたら〈キャッチ〉を押し
ます。
	新しくかかってきた相手につながります。

 2 元の相手に戻るときは、もう一度〈キャッチ〉を押します。

・	 	キャッチホンサービスをご利用の場合、〈キャッチ〉を押してから新しくかかってきた相手
に切り換わるまで、多少時間がかかることがあります。

・	 	ファクスの通信中にキャッチホンの呼び出し音が入ると、ファクスの画像が乱れることが
あります。

■.プッシュホンサービスを利用する
ダイヤル回線をご利用の場合でも、一時的に PB信号に切り替えることができます。

 1 通話中、〈 ./.トーン〉を押します。
	以降、ハンドセットのダイヤルキーを押すと PB信号が出せるようになります。

 2 ダイヤル回線の設定に戻すには、電話を切ります。

■.相手の声の大きさを変える（受話音量）

 1 通話中、〈受話音量〉を押します。
	〈受話音量〉を押すごとに、音量の大小が切り替わります。
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■.ミュートを使う
通話中に、こちら側のマイク音声を相手に聞こえないようにすることができます。

 1 通話中、〈セット /ミュート〉を押します。
・	 	〈セット /ミュート〉を押すごとに、ON/OFF が切り替わります。
・	 	ミュートがONのときは〈セット /ミュート〉のランプが点滅します。
・	 	電話を切ると、ミュートは自動的に解除されます。

■.短縮ダイヤルを登録する
・	 	本商品の短縮ダイヤルとは別に、最大 10件まで電話番号を短縮ダイヤルに登録
できます。

・	 	ハンドセットの短縮ダイヤルを本商品から操作したり、本商品の短縮ダイヤルをハンドセッ
トから操作したりすることはできません。

 1 ハンドセットを取り上げ、〈セット /ミュート〉を押します。
 2 〈短縮ダイヤル〉を押します。
 3 短縮ダイヤルを登録したいハンドセットのダイヤルキー〈0〉～〈9〉

を押します。

 4 ハンドセットのダイヤルキーで、相手先のダイヤル番号を入力します。
（最大31桁）

 5 〈セット /ミュート〉を押します。

 6 ハンドセットを元に戻します。

・	 	すでに短縮ダイヤルを登録してあるダイヤルキーに、別の電話番号を登録したい場合は、
再度登録操作をすると、新しい電話番号で上書きされます。

・	 	登録途中でまちがえたときは、ハンドセットをいったん戻して、再度はじめからやり直し
てください。

・	 	登録操作中は、ハンドセットから「ツー」音（発信音）が聞こえますが、ダイヤルキーを
押しても電話はかかりません。

・	 	電話機ヒモまたはハンドセットのカールコードを、電話コンセントまたは本商品から約 12
時間以上はずした場合、短縮ダイヤルの登録情報が消去されます。

・	 		停電時に電源が供給されない回線に接続しているときも、12時間以上電源が供給されない
状態が続くと、短縮ダイヤルの登録情報が消去されます。
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■.着信音を設定する
電話がかかってきたときの着信音を 3種類（音量：小／中／大）のなかから選べま
す。出荷時は「パターン：2、音量：大」に設定されています。

 1 ハンドセットを取り上げ、〈セット /ミュート〉を押します。
 2 〈＃〉を押します。
 3 ハンドセットのダイヤルキーを押します。

・	 	たとえば、「パターン：３、音量：中」にしたいときは、ダイヤルキーの〈8〉
を押します。

・	着信音量を一時的に「切」にしたい場合は〈０〉を押します。
音量：小 音量：中 音量：大

パターン：１ 〈１〉 〈２〉 〈３〉

パターン：２ 〈４〉 〈５〉 〈６〉

パターン：３ 〈７〉 〈８〉 〈９〉

 4 ハンドセットを元に戻します。

・	 	着信音量を一時的に「切」にした場合は、一度ハンドセットを持ち上げてからハンドセッ
トホルダーに戻すと、前回設定した種類と音量の着信音に戻ります。

・	 	電話機ヒモまたはハンドセットのカールコードを、電話コンセントまたは本体から約 12時
間以上はずした場合、着信音の種類と大きさ設定が消去されます。

・	 		停電時に電源が供給されない回線に接続しているときも、12時間以上電源が供給されない
状態が続くと、着信音の種類と大きさ設定が消去されます。
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プッシュホンサービスのご利用について
本商品をダイヤル回線でご使用の場合でも相手を呼び出した後に〈トーン〉を押すこと
により、プッシュホンサービス（銀行ANSWER、クレジット通話サービス、ポケット
ベルサービス、照会案内サービス、ホームテレホンにおけるテレコントロール、留守番
電話における遠隔制御等）を利用することができます。

■.通信のしかた
（1）〈オンフック〉を押します。
（2）テンキーで相手先の番号を入力します。
（3）〈 〉を押します。
  	液晶ディスプレイに「Ｔ」が表示され、それ以降のダイヤルが PB信号（「ピッ
ポッパッ」）に変わります。

  ※	ハンドセットで電話をかけたときは、〈 /トーン〉を押します。ハンドセットで電
話をかけたときは液晶ディスプレイには何も表示されません。

  ※電話を切ると信号送出は解除されます。
（4）それぞれのプッシュホンサービスに従って操作してください。

  	なお、短縮ダイヤルに登録できるポーズなど特定信号については、2-21 ページ
をご覧ください。
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コピーのしかた
原稿を最大 99部までコピーできます。また、コピーを部数ごとにそろえるコピーもで
きます。

コピーする
原稿の大きさを判断して、適切な用紙と倍率でコピーします。

 1 コピーする面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈コピー〉を押します。
コヒ゜ーフ゛スウ ヲ ト゛ウソ゛  ０１
         コヒ゜ー／ストッフ゜

 4 テンキーでコピーする部数（1～ 99）を入力します。
コヒ゜ーフ゛スウ ヲ ト゛ウソ゛  ２３
         コヒ゜ー／ストッフ゜

 5 〈コピー〉を押します。
原稿読み取り後、プリントを始めます。

画質を設定していない場合は、自動的に超高画質でコピーします。
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・画質を設定しない場合は、自動的に超高画質でコピーします。
・コピーを途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。
・	コピーの倍率（縮小率）やコピーの設定を変えるには、コピーのプリントパラメーターを設
定します。（→ 5-44 ページ）
コピーについて
・次のようなものをコピーすることは法律で禁止されています。
 紙幣、貨幣、政府発行有価証券、国債証券、地方債証券
 外国で流通する紙幣、貨幣、証券類
 未使用の郵便切手や郵便はがき
 政府発行の印紙および酒税法や物品税法で規定されている証券類
・次のようなものをコピーすることは、注意が呼びかけられています。
 民間発行の有価証券（株券、手形、小切手）、定期券、回数券
 政府発行のパスポート、公共機関や民間団体の免許証、身分証明書、通行券、
 食券などの切符類
・著作権の対象となっている著作物について
 個人的に限られた範囲内で使用するため以外はコピーを禁止されています。
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ソートコピーを設定する
コピーをページ順にそろえることができます。コピーした後に手作業でページをそろえ
る手間が省けます。
ご愛用スイッチキーの設定にて「ソートコピー」を登録すると、ご愛用スイッチキーを
押すだけでソートコピーのON／OFF を設定することができます。（→ 5-35 ページ）
■.ソートOFF
原稿ごとに用紙を仕分けします。

■.ソートON
コピー部ごとに用紙を仕分けします。

ソートコピーをするためには、「ソートコピー設定」をONにします。

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈3〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２３２
 ２ ソート コヒ゜ー

 2 〈セット〉を押します。
ソート コヒ゜ー       ：ＯＮ
           ▼／▲／セット

 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でソートコピーをONにします。
ソート コヒ゜ー       ：ＯＮ
           ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
 5 〈ストップ〉を押します。

待機画面に戻ります。

 6 「コピーのしかた」（2-52.ページ）の手順どおりにコピーします。
指定した部数をページ順にそろえてコピーします。
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多数の相手に一度に送信する
複数の相手に一度の操作で送信できます。相手先ごとに繰り返して送信する手間が省 
けます。

同報送信
l		ワンタッチダイヤル（60 か所）、短縮ダイヤル（140 か所）、テンキー（20 か所）
を組み合わせると、最大 220 か所まで指定できます。グループも組み合わせること
ができます。

l		あらかじめワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルに相手先を登録し
てください。（→ 5-12 ページ、5-17 ページ、5-21 ページ）

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「同報」を削除すると、〈同報〉を使った宛先の指定
はできません。（→ 5-35 ページ）

l		送信はメモリー送信になります。

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈同報〉を押します。
アイテサキ ハ゛ンコ゛ウ ヲ ト゛ウソ゛
 

 4 相手先を選びます。
キョウト シテン
Ｓ１ 

・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループを使用で	
きます。
・宛先表で入力するときは、相手先を選択後〈セット〉を押します。
・番号を間違えたときは〈クリア〉を押して入力し直します。
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 5 手順3～ 4を繰り返し、複数の相手先を入力します。
 6 〈スタート〉を押します。

＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
          ▼
キョウト シテン
Ａ４   コウカ゛シツ

・送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。
・入力した相手先に次々と送信します。

・	送信を途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。送信中は〈ファクス中止〉を押します。
（→ 2-24 ページ）
・相手先ごとに送信を止めることができます。（→ 2-26 ページ）
・通信中の文書や通信待ちの文書の確認ができます。（→ 2-28 ページ）
・	相手先が話し中のときは、自動リダイヤル待ちになります。自動リダイヤルは、1分間隔で
3回自動的に再ダイヤルします。自動リダイヤルの間隔・回数を変更できます。（→5-41ペー
ジ）
・	送信後、「ツウシン エラー」と表示された場合は 6-23 ページを参照してください。
・	同報送信を禁止したり、同報キーの入力を制限したりすることができます。（→ 4-18 ページ）
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グループ送信
l		複数の相手先を 1つのグループに登録すると、そのグループを入力するだけで複数
の相手先に送信できます。

l		あらかじめグループを登録してください。（→ 5-21 ページ）
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「短縮／グループ」を削除すると、グループ送信はで
きません。（→ 5-35 ページ）

l		送信はメモリー送信になります。

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈短縮／グループ〉を２回押します。
ク゛ルーフ゜ハ゛ンコ゛ウ ヲ ト゛ウソ゛
Ｇ 

 4 テンキーでグループ番号（0～ 32）を入力します。
・グループすべてに送信するときは、「0」を入力します。
・複数のグループを入力する場合は、〈同報〉を押した後に宛先を入力してく
ださい。
スタートキー ヲ ト゛ウソ゛   
Ｇ１ 

 5 〈スタート〉を押します。
＝＝ ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ：０１ ＝＝

予約番号を表示します。送信中止の確認番号になります。
          ▼
ホクリクシテン
Ａ４   コウカ゛シツ

・送信中の表示になります。原稿のサイズと、送信画質を表示します。
・グループに登録した相手先に次々と送信します。
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・すべてのグループに送信するにはグループ 0を入力します。
・	送信を途中で止めるには、〈ストップ〉を押します。送信中は〈ファクス中止〉を押します。
（→ 2-24 ページ）
・グループに登録した相手先ごとに、送信を止めることができます。（→ 2-26 ページ）
・通信中の文書や通信待ちの文書の確認ができます。（→ 2-28 ページ）
・	相手先が話し中のときは、自動リダイヤル待ちになります。自動リダイヤルは、1分間隔で
3回自動的に再ダイヤルします。自動リダイヤルの間隔・回数を変更できます。（→5-41ペー
ジ）
・	送信後、「ツウシン エラー」と表示された場合は 6-23 ページを参照してください。
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送信時刻を指定する（時刻指定通信）
通信の日時を指定する機能で、深夜や早朝など、電話料金が割引になる時間を利用して
通信すると経済的です。
1	か月先まで、送信時刻を指定できます。
l		時刻指定した文書はメモリーに蓄積され、指定した時刻になると通信が始まります。
リアルタイム送信を指定すると、指定した時刻になるまで原稿がセットされたままに
なり、別の送信をすることができなくなります。また、原稿を取り除くと予約が消去
されます。

l		ほかの応用機能（同報送信、ポーリング、Fコード送信、Fコードポーリング）と組
み合わせて指定することもできます。

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「応用通信」を削除すると、時刻指定通信はできませ
ん。（→ 5-35 ページ）

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈応用通信〉を押します。
１．シ゛コクシテイ ツウシン
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
シ゛コクシテイ ツウシン
シ゛コクヲ ト゛ウソ゛ １５／１３：００
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 5 テンキーで、送信日時を入力します。
・数字が 1	桁のときは先頭に 0をつけます。
・時刻は 24時間制で入力します。
・間違えて入力したときは、カーソルを移動し、上書きで入力し直します。
・入力できるのは１か月先までです。
シ゛コクシテイ ツウシン
シ゛コクヲ ト゛ウソ゛ ０１／１３：００

 6 〈セット〉を押します。
 7 相手先のファクス番号を入力します。

スタートキー ヲ ドウソ゛    
１１１２２２３３３３＿

・	ダイヤル記号を入力して、さまざまな機能を指定できます。（→2-21ページ）
・	テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。
・	〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20	宛先までです。）

 8 〈スタート〉を押します。

・番号を間違えて入力したときは、〈クリア〉を押して訂正してください。
・原稿読み取り後は、〈通信確認〉で予約を消去できます。（→ 2-28 ページ）
・	指定時刻を変更するときは、予約した通信を消去して設定し直します。（→ 2-24 ページ）
・	送信予約（時刻指定通信や同報送信など）を 30件（オプション品の増設メモリ 4MBを装
着すると 99件まで予約できます。）セットすると、自動送信できなくなります。その場合は
〈オンフック〉を押して手動送信（→ 2-17 ページ）を行ってください。
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原稿と一緒に送信案内証を送信する（メッセージ送信）
送信原稿と一緒に、簡単な文書（メッセージ）の入った送信案内証を自動的に付けて送
信することができます。
l		送信案内証を設定する前にメッセージを登録してください。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「メッセージ」を登録すると、1通信ごとに送信案内
証のON／OFF を切り替えることができます。（→ 5-35 ページ）

メッセージを登録／変更する
メッセージの内容を変更するには、メッセージの登録にて変更したい箇所を修正し、登
録し直します。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈2〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３２２ 
 ２ メッセーシ゛ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 メッセージを入力します。

メッセーシ゛     ；カタカナ
イツモオセワニナリマス

・半角文字では 40文字、全角文字では 20文字まで登録できます。
・文字の入力方法は（→ 5-3 ページ）

 4 〈セット〉を押します。
・メッセージが登録され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと、待機画面に戻ります。
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送信案内証をプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈9〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０９
０９ メッセーシ゛ リスト

 2 〈セット〉を押します。
送信案内証がプリントされます。

送信案内証を設定する        初期設定：OFF
送信案内証を付けるか付けないかの設定をします。
・ON...... 送信案内証が送信原稿の 1枚目に付けられます。
・OFF.... 送信案内証は付けられません。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈2〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３２１
 １ メッセーシ゛ ソウシン

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

メッセーシ゛          ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
・送信案内証が設定され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと、待機画面に戻ります。
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ポーリングをする
相手側にセットされている原稿を、こちら側から指示して送信させる機能です。電話料
金はこちら側（受信側）の負担になります。
パスコードを登録すると、相手機とパスコードが一致する場合のみポーリング送信でき
るようになります。（→ 4-9 ページ）
一度の操作で最大 220宛先の相手からポーリングする指示もできます。

ポーリング原稿を蓄積する
原稿をあらかじめメモリーに蓄積しておくと、相手先からの操作で自動的に送信できま
す。料金は相手先の負担となります。

 1 蓄積する面を上にして原稿をセットします。（→2-5 ページ）
 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈1〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４１１
 １ ホ゜ーリンク゛ ケ゛ンコウ

 4 〈セット〉を押します。
ポーリング原稿が蓄積されます。

ポーリング原稿を消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈2〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４２１
 １ ホ゜ーリンク゛ ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
 3 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・ポーリング原稿が消去されます。
・消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
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ポーリング原稿をプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈3〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４３１
 １ ホ゜ーリンク゛ ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
・ポーリング原稿がプリントされます。
・ポーリング原稿が蓄積されていない場合は、「ゲンコウ ガ アリマセン」
と表示され、ポーリング原稿はプリントされません。

相手先の原稿を取り出す（ポーリング）
l		〈スタート〉を押す前に送信時刻を指定することができます。（→ 3-7 ページ）
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「応用通信」を、削除すると、ポーリングはできませ
ん。（→ 5-35 ページ）

 1 〈応用通信〉を押します。
１．シ゛コクシテイ ツウシン
            ▼／▲／セット

 2 カーソルキーの〈▼〉を1回押します。
〈応用通信〉を 1回押して選ぶこともできます。
２．ホ゜ーリンク゛
            ▼／▲／セット

 3 〈セット〉を押します。
 4 相手先のファクス番号を入力します。

・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。

・〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20宛先までです。）

 5 〈スタート〉を押します。

・番号を間違えて入力したときは、〈クリア〉を押して訂正してください。
・〈スタート〉を押した後は、〈ファクス中止〉で消去できます。（→ 2-24 ページ）
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Fコード通信をする

F コード通信とは？
ITU-T（国際電気通信連合の電気通信標準化部門）の規格にしたがったサブアドレスや
パスワードを利用して、通信する機能です。サブアドレスやパスワードが登録された F
コードボックスを作成することで、メーカーや機種の枠を超えて親展通信、掲示板通信、
中継指示通信を利用できます。
・Fコードボックスは 50個まで登録できます。（→ 3-14 ページ）
・1つのボックスには 30件まで原稿を蓄積できます。

サブアドレスとパスワード
l		サブアドレスは、メモリー内に設定された Fコードボックスを区別するための番号で
す。（必ず登録します）

l			パスワードは、原稿を間違って送受信しないための鍵となるものです。（必要に応じ
て登録します）

F コード通信で使用できる機能
サブアドレスやパスワードを利用すると、次のような機能を使用することができます。

■.F コード親展通信
通信相手に Fコード親展ボックスが設定されているとき、そのボックスのサブアド
レスと必要に応じてパスワードを指定することにより、親展通信ができるようにな
ります。
親展受信側では、特定の暗証番号を入力しなければ受信文書をプリントできません
ので、機密保護が必要な文書を送信する場合に便利です。
・Fコード親展送信をする場合……Fコード送信をする（→ 3-20 ページ）
・Fコード親展受信した場合………蓄積された原稿をプリントする（→ 3-24 ページ）

■.F コード掲示板通信
通信相手に Fコード掲示板が設定されているとき、掲示板のサブアドレスを指定す
ることにより、掲示板へ原稿を送信したり、掲示板に蓄積されている原稿を取り出
したり（ポーリング）することができます。（必要に応じてパスワードを指定でき
ます）
・相手先の掲示板へ送信する場合…………………………Fコード送信をする（→ 3-20 ページ）・
相手先の掲示板に蓄積された原稿を取り出す場合……Fコードポーリングをする
	 	 	 	 	 	 	 （→ 3-21 ページ）
・自分の掲示板へ原稿を蓄積する場合……………………	F コード用の掲示板に原稿を蓄積する	

（→ 3-23 ページ）
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■.F コード中継指示通信
中継機に Fコード中継ボックスが設定されているとき、そのボックスのサブアドレ
スを指定することにより、中継指示通信ができるようになります。（必要に応じて
パスワードを指定できます）
中継機側では、ボックスに登録されている相手先（配信先）に、指示された原稿を
送信（配信）します。
・中継指示送信する場合………	あらかじめ通信相手のファクスに設定されている、中継指示通

信用のボックスのサブアドレスやパスワードを確認して、Fコー
ド送信をしてください。（→ 3-20 ページ）

・本商品が中継機となる場合…	F コードボックス登録（→ 3-14 ページ）で中継用のボックス
を設定してください。

F コードボックスを登録する
l		F コード通信を利用するために Fコードボックスを登録します。Fコードボックスに	
はそれぞれのサブアドレスとパスワードを登録します。

l			サブアドレスは必ず登録してください。パスワードは必要に応じて登録してください。
l		暗証番号を設定すると、特定の人以外はFコードボックスの操作ができなくなります。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈3〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３３１
 １ Ｆコート゛ ホ゛ックス セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで、登録したい Fコードボックス番号（01～ 50）を入力し

ます。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０１：セット サレテイマセン

すでに Fコードボックスが登録されている場合は相手先名が表示されます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 すでに Fコードボックスが登録されている場合で、暗証番号が設定さ

れているときはテンキーで暗証番号（4桁）を入力します。
初めて Fコードボックスを登録するとき、または暗証番号が設定されていな
いときは手順 7に進みます。
０１：Ｆコート゛ ホ゛ックス セット
アンショウ ハ゛ンコ゛ウ  ：１２３４

 6 〈セット〉を押します。
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 7 ボックス名を入力します。
・半角文字では 16文字、全角文字では 8文字まで登録できます。
・文字の入力方法は（→ 5-3 ページ）
０１：ホ゛ックスメイ ；カタカナ
オオサカシテン

 8 〈セット〉を押します。
 9 テンキーでサブアドレスを入力します。

サブアドレスは 20桁以内の数字が使用できます。
０１：サフ゛アト゛レス ハ゛ンコ゛ウ
０００１１１２２２３３３ 

 10.〈セット〉を押します。
すでにほかの Fコードボックスに登録されているサブアドレスを入力した場
合は、「バンゴウ ガ トウロクサレテイマス」と表示します。違う番号を入
力し直してください。

 11. テンキーでパスワードを入力します。
・パスワードは 20桁以内の数字、 、＃が使用できます。
・ほかのボックスに同じパスワードを登録することもできます。
・パスワードの必要がないときは、何も入力しないで次に進みます。
０１：ハ゜スワート゛ ハ゛ンコ゛ウ
＊＊２２２２＊＊ 

 12.〈セット〉を押します。
 13. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でボックス種別を選びます。

ホ゛ックス シュヘ゛ツ ：ケイシ゛ハ゛ン
            ▼／▲／セット

ホ゛ックス シュヘ゛ツ ：シンテン
            ▼／▲／セット

ホ゛ックス シュヘ゛ツ ：チュウケイ
            ▼／▲／セット
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 14.〈セット〉を押します。
・	ボックス種別で親展を選んだ場合は手順 15へ進みます。
・	ボックス種別で掲示板を選んだ場合は手順 18へ進みます。
・	ボックス種別で中継を選んだ場合は手順 24へ進みます。

登録内容を変更する場合は登録手順の中で、変更したい登録内容を〈クリア〉で消去してから
新しく入力するか、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で設定を変更してください。

F コード親展ボックスの登録
「Fコードボックスを登録する」（→ 3-14 ページ）の続きの手順です。

 15. テンキーで親展原稿の保持期間（0～ 31日）を入力します。
0 を入力した場合は無制限に原稿を保持します。
ケ゛ンコウ メモリーキカン
メモリーキカン   （００ー３１）：３０

 16. 〈セット〉を押します。
 17. 手順 28に進みます。（→3-18ページ）

Fコード掲示板ボックスの登録
「Fコードボックスを登録する」（→ 3-14 ページ）の続きの手順です。

 18. 受信禁止、同時プリント、上書き許可、送信原稿消去の設定を必要に
応じて行います。
・	受信禁止………ONにした場合は、ポーリング送信のみになります。
・	同時プリント…ONにした場合は、掲示板に受信した原稿をプリントします。
・	上書き許可……	ONにした場合は、前に蓄積されていた原稿は受信した原稿

で上書きされます。
・	送信原稿消去…ONにした場合は、ポーリング送信後、原稿を消去します。

 19. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で受信禁止の ON ／ OFF を選び、.
〈セット〉を押します。
ONにすると同時プリント、上書き許可はOFF になり、設定できなくなります。
シ゛ュシン キンシ       ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 20. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で同時プリントのON／ OFF を選び、.
〈セット〉を押します。
ト゛ウシ゛ フ゜リント     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット
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 21. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で上書き許可の ON ／ OFF を選び、.
〈セット〉を押します。
ケ゛ンコウ ウワカ゛キ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 22. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で送信原稿消去のON／ OFF を選び、.
〈セット〉を押します。
ソウシン ケ゛ンコウ クリア  ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 23. 手順 28に進みます。（→3-18ページ）

Fコード中継指示ボックスの登録
「Fコードボックスを登録する」（→ 3-14 ページ）の続きの手順です。

 24 配信先を入力します。
・ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルが使用できます。
・〈同報〉を押すことにより、最大 200宛先まで指定できます。
・すでに配信先が指定されているときは、その登録内容が表示されます。
ハイシンサキ ヲ ト゛ウソ゛
［０１］，Ｓ００１，Ｇ１ 

 25 〈セット〉を押します。
 26 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で配信したときの発信元の設定を選び、.

〈セット〉を押します。
ハイシンシ゛ ハッシンモト ：ツケナイ
            ▼／▲／セット

          
ハイシンシ゛ ハッシンモト ：ソトツ゛ケ
            ▼／▲／セット

          
ハイシンシ゛ ハッシンモト ：ウワカ゛キ
            ▼／▲／セット

・ツケナイ…配信する原稿に、自機の発信元名をつけません。
・ソトヅケ…配信する原稿に、中継指示先の発信元名と並べて	、自機の発信

元名をつけます。
・ウワガキ…配信する原稿に、自機の発信元名をつけます。( 中継指示機の発

信元名に自機の発信元名を上書きします。)
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 27 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で同時プリントのON／ OFF を選び、.
〈セット〉を押します。
ONにした場合は、中継指示ボックスに受信した原稿をプリントします。
ト゛ウシ゛ フ゜リント     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 28 テンキーで暗証番号を入力します。
・親展の場合は必ず暗証番号を登録してください。
・掲示板、中継指示の場合は必要に応じて暗証番号を登録してください。
・暗証番号を間違えたときは正しい番号を上書きで入力してください。
・ここで登録した暗証番号は蓄積原稿のプリントなどをするときに入力が必要
です。忘れないように控えておいてください。
・掲示板、中継指示ボックスの暗証番号を解除するには、ここの手順で 0000
と入力します。

 29. 〈セット〉を押します。
続けて次のボックス登録を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 30. 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。

•登録内容を変更する場合は登録手順の中で、変更したい登録内容を〈クリア〉で消去してか
ら新しく入力するか、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で設定を変更してください。
・ボックス種別を変更するときは、変更したい Fコードボックスを消去してから登録し直
してください。
・操作を中止したいときは〈ストップ〉を押します。

F コードボックスを消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈3〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３３２
 ２ Ｆコート゛ ホ゛ックス クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで、消去したい Fコードボックス番号（01～ 50）を入力し

ます。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：ナコ゛ヤシテン

すでに Fコードボックスが登録されている場合は相手先名が表示されます。

 4 〈セット〉を押します。
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 5 暗証番号が設定されているときは、テンキーで暗証番号（4桁）を入
力します。
暗証番号が設定されていないときは、手順 7に進みます。
０２：Ｆコート゛ ホ゛ックス クリア
アンショウ ハ゛ンコ゛ウ   ：１２３４

 6 〈セット〉を押します。
 7 消去してよければ、〈セット〉を押します。

・消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・原稿が蓄積されている Fコードボックスを消去することはできません。
・続けて消去を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 8 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。

F コードボックスリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈1〉、〈0〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５１０
１０ Ｆコート゛ ホ゛ックス リスト

 2 〈セット〉を押します。
・Fコードボックスリストがプリントされます。
・Fコードボックスが１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマ
セン」と表示され、リストはプリントされません。

作業を中止するときは〈ストップ〉を押します。
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サブアドレスを使用して送信する（Fコード送信）
サブアドレスとパスワードを入力することにより、Fコード親展送信、Fコード掲示板
送信、Fコード中継送信ができます。
l		あらかじめ、相手機に登録されている機能のサブアドレスとパスワードを確認してく
ださい。

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「応用通信」を削除すると、Fコード送信はできませ
ん。（→ 5-35 ページ）

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。（→2-5 ページ）
 2 〈画質〉、〈濃度〉を押します。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈応用通信〉を押します。
１．シ゛コクシテイ ツウシン
            ▼／▲／セット

 4 カーソルキーの〈▼〉を2回押します。
〈応用通信〉を 2回押して選ぶこともできます。
３．Ｆコート゛ ソウシン
            ▼／▲／セット

 5 〈セット〉を押します。
 6 テンキーで、相手機に登録されている機能のサブアドレスを入力しま

す。
サフ゛アト゛レス ヲ ト゛ウソ゛
１２３４ 

サブアドレスは 20桁以内の数字が使用できます。

 7 〈セット〉を押します。
 8 テンキーでパスワードを入力します。

ハ゜スワート゛ ヲ ト゛ウソ゛
１２３４ 

・パスワードは 20桁以内の数字、 、＃が使用できます。
・パスワードの必要がないときは、何も入力しないで次に進みます。

 9 〈セット〉を押します。
この操作の後、〈応用通信〉を押し「時刻指定」を選んで〈セット〉を押すと、
送信時刻を指定できます。（→ 3-7 ページ）
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 10. 相手先のファクス番号を入力します。
・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。

・〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20宛先までです。）

 11.〈スタート〉を押します。
・番号を間違えて入力したときは〈クリア〉を押して訂正してください。
・原稿読み取り後は〈ファクス中止〉で消去できます。（→ 2-24 ページ）

サブアドレスを使用して受信する（Fコードポーリング）
相手機の掲示板に蓄積された原稿をサブアドレスとパスワードを入力することにより、
取り出すこと（ポーリング）ができます。
l			あらかじめ相手機の掲示板のサブアドレスとパスワードを確認してください。
l				ご愛用スイッチキーの設定にて「応用通信」を削除すると、Fコードポーリングはで
きません。（→ 5-35 ページ）

 1 〈応用通信〉を押します。
１．シ゛コクシテイ ツウシン
            ▼／▲／セット

 2 カーソルキーの〈▼〉を3回押します。
〈応用通信〉を 3回押して選ぶこともできます。
４．Ｆコート゛ ホ゜ーリンク゛
            ▼／▲／セット

 3 〈セット〉を押します。
 4 テンキーで、掲示板のサブアドレスを入力します。

サフ゛アト゛レス ヲ ト゛ウソ゛
１２３４ 

サブアドレスは 20桁以内の数字が使用できます。

 5 〈セット〉を押します。
 6 テンキーで、パスワードを入力します。

ハ゜スワート゛ ヲ ト゛ウソ゛
１２３４ 

・パスワードは 20桁以内の数字、 、＃が使用できます。
・パスワードの必要がないときは、何も入力しないで次に進みます。
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 7 〈セット〉を押します。
この操作の後、〈応用通信〉を押し「時刻指定」を選んで〈セット〉を押すと、
送信時刻を指定できます。（→ 3-7 ページ）

 8 相手先のファクス番号を入力します。
・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。

・〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20宛先までです。）

 9 〈スタート〉を押します。

・番号を間違えて入力したときは〈クリア〉を押して訂正してください。
・原稿読み取り後は〈ファクス中止〉で消去できます。（→ 2-24 ページ）



F コード通信をする   3-23

ファクス応用機能

1

2

3
応
用
編

掲示板へ原稿を蓄積する
F コードを利用した掲示板に原稿を蓄積します。
1つのボックスには 30件まで原稿を蓄積できます。
Fコードボックスに掲示板ボックスの登録が必要です。（→ 3-16 ページ）

 1 蓄積する面を上にして原稿をセットします。（→2-5 ページ）
 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈1〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４１２
 ２ Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーで原稿を蓄積する Fコードボックス番号（掲示板ボックスの

番号）を２桁で入力します。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：ナコ゛ヤシテン

 6 〈セット〉を押します。
 7 暗証番号が設定されているときは、テンキーで暗証番号（4桁）を入

力します。
０２：Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ
アンショウ ハ゛ンコ゛ウ   ：１２３４

・暗証番号が設定されていないときは、手順 9に進みます。
・暗証番号が間違っていると「バンゴウ ガ チガイマス」と表示されます。
操作をやり直してください。

 8 〈セット〉を押します。
 9 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で原稿を上書きするか（ON）、追加する

か（OFF）を選びます。
ケ゛ンコウ ウワカ゛キ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 10.〈セット〉を押します。
すでに 30件原稿が蓄積されているときは「チクセキ デキマセン」と表示さ
れます。
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蓄積された原稿をプリントする
親展受信原稿、掲示板に受信した原稿および、掲示板に蓄積した原稿をプリントします。
Fコードボックスに原稿を受信した場合は、Fコード受信通知がプリントされます。記
載されているボックス番号を確認し、蓄積原稿をプリントします。

親展受信の場合 掲示板に受信した場合

掲示板に受信および蓄積した原稿をプリントする場合は、ファイル番号を指定してプリ
ントします。

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈3〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４３２
 ２ Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで、プリントしたい原稿が蓄積されている Fコードボックス

番号を入力します。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：ナコ゛ヤシテン

 4 〈セット〉を押します。
原稿が蓄積されていない場合は、「ゲンコウ ガ アリマセン」と表示されま
す。原稿が蓄積されている Fコードボックスを選んでください。

 5 暗証番号が設定されているときは、テンキーで暗証番号（4桁）を入
力します。
０２：Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ
アンショウ ハ゛ンコ゛ウ   ：１２３４

・掲示板ボックスに暗証番号が設定されていないときは、手順 7に進みます。
・親展受信原稿をプリントするときは、手順 8に進みます。

 6 〈セット〉を押します。
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 7 テンキーで、ファイル番号を入力します。
0 を入力すると、この Fコードボックスに蓄積されているすべての原稿をプ
リントします。
０２：Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ
ファイル ハ゛ンコ゛ウ：     ：１＿

 8 〈セット〉を押します。
蓄積または受信した原稿をプリントします。
・親展受信原稿はプリントすると自動的に消去されます。
・掲示板に受信または蓄積した原稿は、プリントしても消去されません。

掲示板に蓄積された原稿を消去する
掲示板ボックスに蓄積されている原稿を消去します。

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈2〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４２２
 ２ Ｆコート゛ ホ゛ックス ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで、消去したい原稿が蓄積されている Fコードボックス番号

を入力します。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：ナコ゛ヤシテン

 4 〈セット〉を押します。
 5 暗証番号が設定されているときは、テンキーで暗証番号（4桁）を入

力します。
掲示板ボックスに暗証番号が設定されていないときは、手順 7に進みます。

 6 〈セット〉を押します。
 7 テンキーで、ファイル番号を入力します。

0 を選択すると、この Fコードボックスに蓄積されているすべての原稿を消
去します。

 8 〈セット〉を押します。
 9 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
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F コードボックス蓄積原稿リストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈1〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５１１
１１ Ｆコート゛ ケ゛ンコウ リスト

 2 〈セット〉を押します。
・Fコード蓄積原稿リストがプリントされます。
・蓄積原稿がない場合は、「ゲンコウ ガ アリマセン」と表示され、リスト
はプリントされません。

１．種 別
	 親展……	親展ボックスとして登録されています。
	 中継……	中継ボックスとして登録されています。
	 掲示板…	掲示板ボックスとして登録されています。

2．ファイル番号
	 	受信した場合は Fコード受信通知の原稿番号、蓄積した場合は蓄積時のファ
イル番号を表します。

操作を中止するときは〈ストップ〉を押します。

1 2
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同じ原稿を一度にファクスとコピーする（ファクス＆コピー）
1 回の原稿読み取り操作で、同時にファクスとコピーができます。社内連絡などで「他
部署にファクスしてから、配布用にコピーする」というような場合にたいへん便利です。

ファクス＆コピーを設定する      初期設定：OFF

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈5〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０５
０５ ファクス＆コヒ゜ー

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でONを選びます。

ファクス＆コヒ゜ー       ：ＯＮ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
・ファクス＆コピーが設定され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと、待機画面に戻ります。
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ファクス＆コピーのしかた
l		ファクス＆コピーをするには、ファクス＆コピーの設定を「ON」にしてください。
（→ 3-27 ページ）
l				ご愛用スイッチキーの設定にて「ファクス＆コピー」を登録すると、1通信ごとにファ			
クス＆コピーのON／OFF を切り替えることができます。（→ 5-35 ページ）

 1 蓄積する面を上にして原稿をセットします。（→2-5 ページ）
 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 相手先のファクス番号を入力します。
テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。
スタートキー ヲ ト゛ウソ゛     
１１１２２２３３３３＿ 

 4 〈スタート〉を押します。
 5 テンキーで、コピー部数を入力します。

コヒ゜ーフ゛スウ ヲ ト゛ウソ゛  ０１
           スタート／クリア

 6 送信する原稿と同時にコピーする場合は〈スタート〉を押します。
・	送信を開始し、同時にコピーを始めます。
・	〈ストップ〉を押すと操作を中断し、待機画面に戻ります。
コピーをしない場合は〈クリア〉を押します。

コヒ゜ー チュウシ シマスカ？
スル  → スタートキー

                 ▼ ▲

コヒ゜ー チュウシ シマスカ？
シナイ → クリア キー

・交互に表示します。
・〈スタート〉を押すと、送信のみ開始します。
・〈クリア〉を押すと、前の画面に戻ります。
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受信原稿を転送する（ファクスワープ）
設定時間内に受信した原稿を、指定された宛先に転送します。勤務時間外にオフィスに
届いたファクスを自宅で確認したいときなどに、たいへん便利です。転送条件は 10件
まで登録できます。

ワープ転送

受信

土日は休み

会社 自宅

金曜日16:45
～月曜日 7:00までは

l			初期設定で受信モードを「デンワ タイキ」以外に設定してください。
（→ 1-29 ページ）
l			ご愛用スイッチキーの設定にて「ファクスワープ」を登録すると、ご愛用スイッチキー
を押すだけでファクスワープのON／OFF を設定することができます。
（→ 5-35 ページ）

転送条件を登録する
転送条件の登録には次の内容が登録できます。
・転送設定………ファクスワープの設定をONにし、転送設定を「ON」にすると、個

別登録でONに設定されたファクスワープが有効になります。設定さ
れた時間になると転送を始めます。

・指定時刻………設定した時刻の範囲で転送を行います。開始時刻・終了時刻を指定し
ないときは、時刻にかかわらず転送を行います。

・発信元…………ナンバー・ディスプレイサービスを利用すると設定した相手先からの
ファクスのみ、転送します。ナンバー・ディスプレイサービスとの契約
が必要です。

・同時プリント…同時プリントを「ON」にすると、転送元でも転送先と同時に受信原																						
稿をプリントします。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈5〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３５２
 ２ ファクスワーフ゜ トウロク

 2 〈セット〉を押します。
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 3 未登録の転送条件が表示されます。
テンソウサキ ヲ ト゛ウソ゛
０１：セット サレテイマセン

すでに登録されている条件を変更する場合は、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で変更
したい転送条件を選びます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 転送先番号を入力します。

０１：テンソウ ハ゛ンコ゛ウ
１１１ー２２２ー３３３３ 

・	ダイヤル記号を入力して、さまざまな機能を指定できます。（→ 2-21 ページ）
・	テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルが使用で
きます。
・	テンキーによる入力は 1ヵ所のみです。ダイヤル番号は最大 40桁です。

 6 〈セット〉を押します。
 7 転送設定を選びます。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFF を選びます。
テンソウ セッテイ       ：ＯＮ
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
 9 転送する時刻を入力します。

０１：シテイ シ ゴク
（＊）＊＊：＊＊——（＊）＊＊：＊＊

	   開始時間	 	    終了時間

 10. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で開始する曜日を入力します。
０１：シテイ シ゛コク
（金）＊＊：＊＊——（＊）＊＊：＊＊

「＊」は曜日指定なし（毎日指定）を示します。

 11. 〈 ▼〉でカーソルキーを移動してテンキーで開始する時刻を入力します。
０１：シテイ シ゛コク
（金）＊＊：＊＊──（＊）＊＊：＊＊

・	時刻は 24時間制で入力します。
・	〈クリア〉を押すと、指定した時刻を消去します。
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 12. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で終了する曜日を入力します。
「＊」は曜日指定なし（毎日指定）を示します。

 13. 〈 ▼〉でカーソルを移動して、テンキーで終了する時刻を入力します。
・	時刻は 24時間制で入力します。
・	〈クリア〉を押すと、指定した時刻を消去します。

 14. 〈セット〉を押します。
 15. テンキーで発信元番号を入力します。

０１：ハッシンモト ハ゛ンコ゛ウ
４４４ー５５５ー６６６６ 

・	ナンバー・ディスプレイサービスに契約していないときは、何も入力しない
で次に進みます。

・	ハイフンは〈♯〉を 1回押すと入力できます。
・	発信元番号の入力は 1ヵ所のみです。ダイヤル番号は最大 20桁です。

 16. 〈セット〉を押します。
 17. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で同時プリントのON／OFFを選びます。

ト゛ウシ゛ フ゜リント     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 18. 〈セット〉を押します。
 19. 続けて転送条件を登録するときは、手順３から操作を繰り返します。

・	登録を終了するときは〈ストップ〉を押します。
・	 	ファクスワープを有効にするには、ファクスワープの設定をONにしてく
ださい。（→ 3-34 ページ）

・	 操作を中止するときは〈ストップ〉を押します。
•	 	すでに登録されている条件を変更する場合は、手順の中で変更したい箇所を表示させ、〈クリア〉
で消去してから新しく入力してください。

・	 複数のファクスワープを組み合わせることもできます。
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転送条件を消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈5〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３５３
 ３ ファクスワーフ゜ クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で消去したい転送先条件を選びます。

テンソウサキ ヲ ト゛ウソ゛
０１：１１１ー２２２ー３３３３

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・	消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	消去した転送条件以降の転送条件番号が 1つずつ前に繰り上がります。

 6 続けて消去を行うときは、手順３から操作を繰り返します。
消去を終了するときは〈ストップ〉を押します。
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転送条件一覧をプリントする（ファクスワープリスト）

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈1〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５１３
１３ ファクスワーフ゜ リスト

 2 〈セット〉を押します。
・	ファクスワープリストがプリントされます。
・		転送条件が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と
表示され、リストはプリントされません。
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ファクスワープを設定する      初期設定：OFF
ファクスワープを設定する前に、転送条件の登録を行ってください。（→ 3-29 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈5〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３５１
 １ ファクスワーフ゜ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

ファクスワーフ゜        ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
・転送条件が登録されているとファクスワープが設定され、次の設定画面にな
ります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

次の受信原稿は、転送しません。
 		F コード親展受信原稿
 		F コード掲示板に蓄積された原稿
 		F コード中継指示を受けた原稿
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ボイスワープサービスの利用について
・	 	詳しくは、当社の窓口へお問い合わせください。
・	 		ハンドセットはオプション品です。（→ 7-20 ページ）

ボイスワープサービスとは？
	かかってきた電話を、指定する場所へ転送することができます。操作も簡単で料金もお
手頃です。さまざまな用途に合わせた使いかたができます。
	「自動転送機能」
かかってきた電話を、あらかじめ指定した電話番号へ自動的に転送します。
l	無条件転送…………	かかってきた電話を、転送元の電話を呼び出さずに転送先に直接

転送します。転送元には、現在転送中であることをお知らせする
ため、通常の電話より短い呼び出しベルが 3回鳴ります。

l	無応答時転送………	いったん転送元の電話を呼び出したあとに転送します。電話の呼
び出しベルが鳴っている間にハンドセットを上げると、電話をか
けてきた方と通話できます。転送元の電話の呼び出しベルを鳴ら
す回数を設定できます。

l	転送トーキ…………	電話をかけてきた方に、現在転送中であることを音声でお伝えし	
ます。

l	転送元案内トーキ…転送先に、転送元の電話番号を音声でお知らせします。

ボイスワープサービスを利用する前に設定する
ボイスワープサービスを利用するためには、必ず当社へボイスワープサービスの契約を
した後に下記の設定を行ってください。

■.自動転送サービスの停止
現在、当社の自動転送サービスを利用されているお客さまは、サービスの停止をす
る必要があります。自動転送サービスを利用されていないお客さまは、この設定は
必要ありません。

 1 ハンドセットを上げて、ダイヤルキーで〈1〉、〈4〉、〈2〉と押します。
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 2 「サービスの停止は数字の0、サービスの開始は数字の1、転送先の登
録は数字の2、呼び出し回数の指定は数字の3、初期設定は数字の4、
ご利用状況の確認は数字の8を押してください。」と聞こえます。

 3 ダイヤルキーで数字の〈0〉を押します。

 4 「サービスを停止いたしました。」と聞こえ、設定が完了します。電話
を切ります。

■.応答後転送の利用を指定する

 1 ハンドセットを上げて、ダイヤルキーで〈1〉、〈4〉、〈2〉と押します。

 2 「サービスの停止は数字の0、サービスの開始は数字の1、転送先の登
録は数字の2、呼び出し回数の指定は数字の3、初期設定は数字の4、
ご利用状況の確認は数字の8を押してください。」と聞こえます。

 3 ダイヤルキーで数字の〈4〉を押します。

 4 「転送先リストへの登録は数字の0、転送先のリストによる指定は数字
の 1、転送トーキのご利用の指定は数字の 2、リモコン操作のご利用
の指定は数字の 3、転送元案内のご利用の指定は数字の 4、応答後転
送のご利用の指定は数字の 5、操作の終了は数字の 9を押してくださ
い。」と聞こえます。
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 5 ダイヤルキーで数字の〈5〉を押します。

 6 「応答後転送のご利用の指定を行います。応答後転送を利用しない場合
は数字の0、利用する場合は数字の1を押してください。」と聞こえま
す。

 7 ダイヤルキーで数字の〈1〉を押します。

 8 「応答後転送ありにセットいたしました。」と聞こえ、手順4の音声メッ
セージが聞こえます。

 9 ダイヤルキーで数字の〈9〉を押します。

 10. 設定が完了します。電話を切ります。
ボイスワープサービスを利用するには、「電話を転送する（フォンワープ）」
（→ 3-38 ページ）を参照してください。
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電話を転送する（フォンワープ）
	設定時間内にかかってきた電話を指定された宛先に転送します。また、登録している発
信元からかかってきた電話を、指定された宛先に転送できます。オフィスで担当者の外
出中に、お客さまからの電話があったときなど、たいへん便利です。
l			転送条件は 10件まで登録できます。
l		指定時刻内または指定発信元からの電話に限ります。
l			外出先からフォンワープを設定することもできます。（→ 3-44 ページ）
l			フォンワープ機能を利用するにはボイスワープサービスの契約が必要です。ボイス
ワープサービスのご利用については最寄りの当社の窓口へお問い合わせください。

l		フォンワープ機能の利用を開始する前に、あらかじめボイスワープサービスを利用す
る前の設定が必要です。（→ 3-35 ページ）

l		初期設定で受信モードを「ファクス／デンワ タイキ」または「デンワ／ファクス 
タイキ」に設定してください。（→ 1-29 ページ）

l		フォンワープを有効にするには転送条件を登録し、フォンワープの設定を「ON」に
してください。

l			ご愛用スイッチキーの設定にて「フォンワープ」を登録すると、ご愛用スイッチキー
を押すだけでフォンワープのON／OFF を設定することができます。
（→ 5-35 ページ）
l			接続環境により、本機能がご利用になれない場合があります。
＜通話料について＞
発信元のお客さまから転送元（ボイスワープをご契約いただいている電話）まで（下図A）の
通話料は、発信元のお客さまのご負担となります。
転送元から転送先まで（下図Ｂ）の通話料は、転送元（ボイスワープをご契約いただいている
電話）のお客さまのご負担となります。
・転送先がお話し中や応答しない場合、通話料はかかりません。
・PB回線、ダイヤル回線のいずれもご利用できます。

発信した
お客さま

(発信者)の負担

ボイスワ－プを
 ご契約の方
(転送元)の負担

発信者 転送元 転送先
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転送条件を登録する
フォンワープには、時刻指定転送と発信元特定転送があります。
＜時刻指定転送のとき＞
時刻指定…設定した時刻の範囲で転送を行います。
ほかの転送条件と転送時間が重なる場合は登録できません。
＜発信元特定転送のとき＞
発信元……	ナンバー・ディスプレイサービスを利用し、発信元番号を登録すると、相手

先を限定して転送することができます。
・ナンバー・ディスプレイの契約が必要です。
・ほかの転送条件と発信元が重なる場合は登録できません。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈6〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３６２
 ２ フォンワーフ゜ トウロク

 2 〈セット〉を押します。
 3 未登録の転送条件が表示されます。

テンソウサキ ヲ ト゛ウソ゛
０１：セット サレテイマセン

すでに登録されている条件を変更する場合は、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で変更
したい転送条件を選びます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 転送先番号を入力します。

０１：テンソウ ハ゛ンコ゛ウ
１１１ー２２２ー３３３３ 

・	ダイヤル記号を入力して、さまざまな機能を指定できます。（→2-21ページ）
・テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルが使用で
きます。
・転送先番号の入力は１ヵ所のみです。ダイヤル番号は最大 40桁です。

 6 〈セット〉を押します。
 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ジコク シテイ」または「ハッシン

モト トクテイ」を選びます。
テンソウ    ：シ゛コク シテイ
            ▼／▲／セット
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 8 〈セット〉を押します。
・手順７で ｢ジコク シテイ｣ を選んだ場合は、手順 9に進みます。
・手順７で ｢ハッシンモト トクテイ｣ を選んだ場合は、手順 16に進みます。

■.時刻指定転送の場合

 9 開始時刻を入力します。
 10. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で曜日を入力します。

０１：シテイ シ゛コク
（金）＊＊：＊＊——（＊）＊＊：＊＊

 11. 〈 ▼〉でカーソルを移動してテンキーで開始する時刻を入力します。
０１：シテイ シ゛コク
（金）＊＊：＊＊——（＊）＊＊：＊＊

・時刻は 24時間制で入力します。
・〈クリア〉を押すと、指定した時刻を消去します。

 12. 終了時刻を入力します。
 13. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で曜日を入力します。
 14.〈 ▼〉でカーソルを移動して、テンキーで終了する時刻を入力します。

・時刻は 24時間制で入力します。
・〈クリア〉を押すと、指定した時刻を消去します。

 15. 〈セット〉を押します。
手順 18に進みます。

■.発信元指定転送の場合

 16. テンキーで発信元番号を入力します。
０１：ハッシンモト ハ゛ンコ゛ウ
４４４ー５５５ー６６６６ 

・ハイフンは〈♯〉を 1回押すと入力できます。
・発信元番号の入力は１ヵ所のみです。ダイヤル番号は最大 20桁です。

 17. 〈セット〉を押します。
 18. 続けて転送条件の登録をするときは、手順3から操作を繰り返します。

登録を終了するときは〈ストップ〉を押します。

	転送先の電話番号を間違えないように注意してください。転送先の方にも、かけてこられた方
にも迷惑がかかりますので、正確に登録してください。
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転送条件を消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈6〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３６３
 ３ フォンワーフ゜ クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で消去したい転送条件を選びます。

テンキーで選ぶこともできます。
テンソウサキ ヲ ト゛ウソ゛
０１：１１１ー２２２ー３３３３

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・消去した転送条件以降の転送条件番号が 1つずつ前に繰り上がります。

 6 続けて消去を行うときは、手順3から操作を繰り返します。
消去を終了するときは〈ストップ〉を押します。

 転送条件一覧をプリントする（フォンワープリスト）

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈1〉、〈4〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５１４
１４ フォンワーフ゜ リスト

 2 〈セット〉を押します。
・フォンワープリストがプリントされます。
・転送条件が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と
表示され、リストはプリントされません。
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フォンワープを設定する       初期設定：OFF
フォンワープを設定する前に、転送条件の登録を行ってください。（→ 3-39 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈6〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３６１
 １ フォンワーフ゜ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

フォンワーフ゜         ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
 5 ONを選んだ場合で受信モードが「ファクス.タイキ」「ルス /ファク

ス.タイキ」「デンワ.タイキ」に設定されているときは、「ファクス /
デンワ.タイキ」に切り替えるかどうかの選択画面が表示されます。
・	「ファクス /デンワ	タイキ」に切り替える場合は、〈セット〉を押します。
・	〈クリア〉を押したときは、フォンワープの設定はOFF のままになります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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フォンワープの動作
「＃」を押す場合は、プッシュホンまたは PB信号を送ることができる電話機から行っ
てください。ダイヤル回線で PB信号を送ることができる電話機の場合は、PB信号に
切り替えてください。

ワープ転送

土日は休み

会社

金曜日16:45
～月曜日 7:00までは

受信

■.電話をかけたとき

 1 ファクスに電話をかけます。
 2 着信したら「電話をご利用の方は、そのまましばらくお待ちください。

ファクシミリをご利用の方は、スタートボタンを押してください。」と
聞こえます。
・ここで「＃」を押すと、リモート操作（フォンワープのON／OFF の設定）
ができます。（→ 3-44 ページ）
・〈スタート〉を押すと、送信が始まります。

 3 「ただいまより電話を転送いたします。」と聞こえ、保留メロディーが
流れます。

 4 相手先と通話します。

■.電話を受けたとき

 1 受話器を取ります。
 2 「ただいまより電話を転送いたします。よろしければ＃を押してくださ

い。」と聞こえます。電話に出る場合は〈＃〉を押します。
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外出先からの操作（リモート操作）
外出先からファクスに電話をかけて、フォンワープを設定することができます。
l		リモート操作は、プッシュホンまたは PB信号を送ることができる電話機から行って
ください。ダイヤル回線で PB信号を送ることができる電話機の場合は、電話をかけ
たあと PB信号に切り替えてください。

l		初期設定で受信モードが「ファクス／デンワ タイキ」または「デンワ／ファクス 
タイキ」に設定されている必要があります。（→ 1-29 ページ）

l		事前登録が必要です。
1. ワープ暗証番号の登録（→ 5-42 ページ）
2. 転送条件の登録（→ 3-39 ページ）

 1 ファクスに電話をかけます。
 2 着信したら〈＃〉を押します。

・着信後、4秒間無音状態になり、その後呼び出しベルが鳴り始めます。呼び
出しベルの鳴動が開始されると、〈＃〉が認識できないことがあります。

・フォンワープの設定がONのときは「電話をご利用の方は、そのまましばら
くお待ちください。ファクシミリをご利用の方は、スタートボタンを押して
ください。」と聞こえます。〈＃〉を押してください。

 3 「暗証番号を押してください。」と聞こえたら、ダイヤルキーで暗証番
号（4桁）を押します。

暗証番号が正しくない場合、「番号が間違っています。」と聞こえます。暗証
番号を押し直してください。

 4 「自動転送する場合は数字の1、解除するには数字の2を押してくださ
い。」と聞こえます。自動転送（設定をON）するときは数字の〈1〉を、
解除 (設定をOFF) するときは数字の〈2〉を押します。

〈1〉、〈2〉以外の数字を押した場合は、「番号が間違っています。」と聞こえま
す。番号を押し直してください。
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■.〈1〉を押したとき
・事前に転送先の登録がある場合は、「自動転送を設定しました。」と聞こえます。
・手順 5に進みます。
・	事前に転送先の登録がない場合は、「事前登録がないため、設定できません。」と
聞こえ、回線が切れます。

■.〈2〉を押したとき
・「自動転送を解除しました。」と聞こえます。
・手順 5に進みます。

 5 「設定が完了しました。続けて操作する場合は数字の 0を、終了する
場合は数字の 9を押してください。」と聞こえます。続けて操作する
ときは数字の〈0〉を、操作を終了するときは数字の〈9〉を押します。

・〈9〉を押した場合は、この操作で終了です。電話をお切りください。
・	〈0〉、〈9〉以外の数字を押した場合は、「番号が間違っています。」と聞こえます。
番号を押し直してください。

 6 〈0〉を押したときは、手順3から操作を繰り返します。

間違った操作を 3回以上行うと、「お確かめのうえ、おかけ直しください。」と聞こえ、回線
が切れます。
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1回線で複数の番号をつける（ダイヤルイン）
ダイヤルイン契約した電話番号（3番号分まで）をファクス番号、ハンドセット用番号、
増設電話用番号として登録し、その登録に基づいてダイヤルイン着信したときの 4桁
の番号で、ファクス受信および電話を区別することができます。
あらかじめ当社へお申し込みください。
l		ダイヤルインとナンバー・ディスプレイの両方をご使用になる場合は、モデムダイヤ
ルインの契約を行ってください。

l		ダイヤルイン利用時は、増設電話でナンバー・ディスプレイを利用することはできま
せん。増設電話に、ナンバー・ディスプレイ対応電話機を接続した場合は、接続した
電話機のナンバー・ディスプレイの設定を「OFF」にしてください。

l		電話とファクスは同時に使用できません。
l		あらかじめ初期設定（→ 1-29 ページ）で、受信モードを ｢ダイヤルイン タイキ｣
に設定した上で、ダイヤルインの登録（→ 1-33 ページ）を行ってください。

ダイヤルインのときの動き

■.ファクス用番号にかかってきた場合

 1 呼び出しベルを鳴らさず、受信を開始します。

■.ハンドセット用番号／増設電話用番号にかかってきた場合

 1 呼び出しベルが３０（１０～６０）秒鳴ります。
・	ハンドセットと増設電話に同じ番号を登録しているときは、同時に呼び出し
ベルが鳴ります。
・	モデムダイヤルインをご使用の場合は、相手側が電話を切るまで呼び出しベ
ルが鳴り続きます。

プ
ル
ル
ル

プ
ル
ル
ル
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 2 ハンドセットまたは増設電話の受話器を取って通話します。
相手先から「ポーポー」と音が聞こえたときは相手はファクスです。ハンドセッ
トで受けたときは、〈スタート〉を押してください。増設電話で受けたときは、
増設電話のダイヤルキーで〈5〉、〈5〉とダイヤルすると受信を始めます。（受
信後は受話器を戻してください）
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ダイヤルインについて
本商品はダイヤルインを利用し、1本の回線でファクスと電話を自動的に切り替えて使
用することができます。あらかじめファクス用、電話用の内線電話番号を設定しておけ
ば、ファクス用電話番号にかかってきたときは、呼び出しベルを鳴らさずにファクス受
信し、電話用電話番号にかかってきたときは、呼び出しベルを鳴らして呼び出します。

・ダイヤルインのご利用については、利用契約が必要ですのでNTT通信機器お取扱相談セン
タへお問い合わせください。
・ダイヤルインとナンバー・ディスプレイの両方をご使用になる場合は、モデムダイヤルイン
の契約を行ってください。
・ダイヤルインのご契約の際、送出番号は必ず 4桁にしてください。
・停電時は、ハンドセットを使って電話をかけることはできますが、ファクスの送信・受信を
することはできません。ファクス用番号にかかってきた場合でも、電話用番号にかかってき
た場合と同じ動作になります。(下記参照 )
・停電時に電話を受けるには、以下のような特別な操作を行う必要があります。
【PBダイヤルインをご契約の場合】
①呼び出しベルが 2回鳴るまでにハンドセットを上げる。
② PB信号「ピッポッパッ」という発信音を聞く。
③発信音の後、2秒以内にハンドセットを元に戻す。
④もう一度、ハンドセットを上げると通話できる。
【モデムダイヤルインをご契約の場合】
①短い間隔の呼び出しベルが鳴り終わるまで待つ。約 6秒（呼び出しベル音約 7回）
②呼び出しベルの間隔が長くなったときにハンドセットを上げると通話できる。
	 ※	①の呼び出しベルでハンドセットを上げた場合、「ピーガー」という発信音を聞いたらす

ぐにハンドセットを元に戻してください。その後、再び呼び出しベルが鳴りますので、
ハンドセットを上げると通話できます。

・	 	ダイヤルインを設定すると受信モードは、｢ダイヤルイン待機｣ に固定されます。「ダイヤ
ルイン待機」では、あらかじめ設定された受信モードにかかわらず、ファクス用番号にかかっ
てきたら呼び出しベルを鳴らさずにファクスが自動受信し、電話用番号にかかってきたら
呼び出しベルが鳴ります。

・	 	電話呼び出しのベルは、相手が待っているかどうかに関係なく、約 30秒間（初期設定）で
鳴り終わります。そのため、呼び出しベルが鳴り終わってからハンドセットを上げてもまだ
相手先が待っていれば、電話がつながることがありますので、電話の呼び出しベルが鳴った
ときは、鳴り終わっても一度ハンドセットを上げて電話が切れていることを確認してくださ
い。また、相手が電話を切った場合でも、電話の呼び出しベルが鳴る場合があります。そのため、
ベルが鳴っている間にハンドセットを上げても、電話が切れていることがありますが故障で
はありません。また、呼び出しベルが鳴る時間を変えることができます。（→ 1-33 ページ）
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通信モードを選択して送信する
通信モード選択機能はボタンを押すことにより、あらかじめ機器に設定された特定の通
信モードで送信する事が可能になる機能です。
l		設定には工事保守者による設定が必要です。
l		詳しくはNTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。
l		機器設定で常に特定通信をON	に設定することもできます。（→ 5-43 ページ）

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。

 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。
画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 〈通信モード選択機能〉を押します。
ランプが点灯し、特定通信モードがON	になります。

 4 相手先のファクス番号を入力します。
スタートキー ヲ ドウソ゛    
１１１２２２３３３３＿

・	ダイヤル記号を入力して、さまざまな機能を指定できます。（→2-21ページ）
・	テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイヤル
が使用できます。
・	〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20	宛先までです。）

 5 〈スタート〉を押します。

・番号を間違えて入力したときは、〈クリア〉を押して訂正してください。
・原稿読み取り後は、〈ファクス中止〉で予約を消去できます。（→ 2-24 ページ）



3-50   通信を管理する

通信を管理する
通信を管理するために以下の機能があります。

通信管理レポート
	  	本商品は最新の送信・受信の合計 100 通信の通信管理記録を記録しており、それ

以前の通信管理記録は順次自動消去します。
.  送信管理レポート
	   最新の 100通信のうち、送信の記録をプリントします。
.  受信管理レポート
	   最新の 100通信のうち、受信の記録をプリントします。
	  	通信記録の設定をすると、最新の送信・受信が合わせて 100通信になった場合に、

送信管理レポート・受信管理レポートを同時にプリントします。（→ 3-52 ページ）
.  日報
	  	常に最新の通信状況だけプリントしたい場合は、日報をプリントします。日報で一

度プリントした通信状況は、再度日報をプリントしても記載されません。
	  	たとえば、月曜日から金曜日までは毎日終業時に日報としてプリント。月曜日の始

業時には、金曜日にプリントした以降（金曜終業時から月曜始業時まで）の通信状
況をプリント、という使いかたができます。

	  	指定した時刻に日報を自動プリントすることもできます。（→ 3-54 ページ）
送信確認証
・	 	1 送信ごとの通信枚数や通信モードなどの通信結果をプリントして確認できます。
・	 	送信確認証は送信のたびに毎回プリントすることもできます。
通信履歴の表示・通信結果のプリント
	 	画面上で 70通信分の通信履歴を確認できます。また、通信ごとの通信結果をプリン
トすることもできます。（→ 2-30 ページ）

通信予約リスト
	 	通信予約リストをプリントできます。（→ 3-57 ページ）
通信予約原稿のプリント
	 通信予約している原稿をプリントすることができます。
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通信管理レポートをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０３
０３ ツウシンキロク

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でプリントしたい通信記録を選びます。

ツウシンキロク
１ ソウシンキロク   

ツウシンキロク
２ シ゛ュシンキロク  

ツウシンキロク
３ ソウシ゛ュシンキロク

ツウシンキロク
４ ニッホ゜ウ    

・「ソウシンキロク」：送信管理レポート
・「ジュシンキロク」：受信管理レポート
・「ソウジュシンキロク」：送信管理レポート、受信管理レポートを同時にプリ

ント
・「ニッポウ」：日報

 4 〈セット〉を押します。
・選択した通信管理レポートがプリントされます。
・通信記録がない場合は、「ツウシンケッカ アリマセン」と表示され、リス
トはプリントされません。
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通信管理レポートの自動プリントを設定する  初期設定：OFF
ONに設定すると、最新の送信、受信が合わせて 100 通信になると通信管理レポート
を自動的にプリントします。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈1〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３１１
 １ ツウシンキロク シ゛ト゛ウセッテイ

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

シ゛ト゛ウ フ゜リント     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
・自動プリントが設定され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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通信管理レポートのみかた

1..日時
 	プリントした日時です。日報の場合は、
通信管理の記録を始めた日時も印字さ
れます。
2..No.
 通信の番号です。
3..相手先名
 以下の順に記録されます。
 (1)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている相手先名（送信のみ）
 (2)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている電話番号、またはテンキー
で指定した電話番号（送信のみ）

 (3) 相手先の自局名
 (4)	相手先の自局 ID
 (5) 空白
4..画質
 通信した画質です。
5..開始日時
 通信を開始した時刻です。
6..時間
 	通信の開始から終了までの所要時間
です。
7..枚数
 通信した枚数です。

8..結果
 通信結果です。
 ・OK
  正常終了しました。
 ・＊
  ECMモードで通信しました。
 ・＃
  スーパーG3で通信しました。
 ・エラーコード
  	異常終了です。もう一度送信してく
ださい。（→ 6-24 ページ）

9..備考
 ・ポーリング
  	ポーリング送信、ポーリング受信で
す。

 ・同報
  同報通信です。
 ・手動
  手動送信、手動受信です。
 ・Fコード
  Fコード送信です。
 ・Fポー
  Fコードポーリング受信です。
 ・F親展
  Fコード親展受信です。
 ・F掲示板
  Fコード掲示板受信です。
 ・F中継
  Fコード中継指示受信です。
 ・中継
  ファクスワープです。
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日報の時刻指定プリントを設定する   初期設定：OFF
ONに設定すると、毎日設定した時刻に日報をプリントします。
ご愛用スイッチキーの設定にて「日報」を設定すると、ご愛用スイッチキーを押すだけ
で日報をプリントすることができます。（→ 5-35 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈1〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３１３
 ３ ニッホ゜ウシ゛コクシテイ

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選択します。

ニッホ゜ウシ゛コクシテイ    ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
OFF を押した場合は、この操作で終了です。

 5 テンキーで日報のプリント時間を入力します。
間違えて入力したときや登録されている時刻を変更するときは、上書きして
修正してください。
ニッホ゜ウシ゛コクシテイ
シ゛コクヲ ト゛ウソ゛    １７：４０

 6 〈セット〉を押します。
・日報のプリント時刻が設定され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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送信確認証のプリントを設定する    初期設定：OFF
ONに設定すると、送信するたびに送信確認証をプリントします。
ご愛用スイッチキーの設定にて「送信確認証」を設定すると、1通信ごとに送信確認証
のON／OFF を切り替えることができます。（→ 5-35 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈1〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３１２
 ２ ソウシンカクニンショウ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

シ゛ト゛ウ フ゜リント     ：ＯＦＦ
             ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
・送信確認証が設定され、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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送信確認証のみかた

1..ダイヤル番号
 以下の順に記録されます。
 (1)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている相手先名
 (2)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている電話番号、またはテンキー
で指定した電話番号

 (3)	相手先の自局名
 (4)	相手先の自局 ID
 (5)	空白
2..画質
 通信した画質です。
3..開始日時
 通信を開始した時刻です。
4..時間
 	通信の開始から終了までの所要時間
です。
5..枚数
 通信した枚数です。

6..結果
 通信結果です。
 ・OK
  正常終了しました。
 ・＊
  ECMモードで通信しました。
 ・＃
  スーパーG3で通信しました。
 ・エラーコード
  	通信エラーのときはエラーコードが
表示されます。（→ 6-24 ページ）

7..備考
 ・同報
  同報送信です。
 ・手動
  手動送信です。
 ・Fコード
  Fコード送信です。
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通信予約リストをプリントする
メモリーに蓄積された原稿で、まだ送信を完了していない原稿の一覧をプリントでき 
ます。

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈4〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０４
０４ ツウシンヨヤク リスト

 2 〈セット〉を押します。
・通信予約リストがプリントされます。
・蓄積された原稿がない場合は、「ツウシンマチ アリマセン」と表示され、
リストはプリントされません。
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通信予約原稿をプリントする
通信予約している原稿をプリントして確認することができます。

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈3〉、〈4〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４３４ 
 ４ ヨヤク ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
ヨヤク ケ゛ンコウ
ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ       ：＿ 

 3 テンキーで予約番号（2桁）を入力します。
ヨヤク ケ゛ンコウ
ヨヤク ハ゛ンコ゛ウ       ：０１

 4 〈セット〉を押します。
・予約されている原稿がプリントされます。
・予約番号が、リアルタイム送信の予約、またはポーリングの予約のときは予
約原稿をプリントできません。

・通信予約原稿がない場合は、「ツウシンマチ アリマセン」と表示され、通
信予約原稿はプリントされません。
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セキュリティコードの登録
セキュリティ機能とプロテクト機能を設定する場合、あらかじめ管理者パスワードとプ
ロテクトコードの登録が必要です。

管理者パスワードの設定
管理者パスワードを設定すると、ファクス送信操作時の誤操作を防ぐ設定や、管理者以
外による機器設定変更などの操作に制限をかけるなど、管理者による一元管理が可能に
なります。
以下を設定する場合は、管理者パスワードが必要になります。
・閉域通信
・パスコードの登録
・ＩＤチェック送信
・宛先 2度押し
・同報禁止
・セキュリティ受信
・プロテクト機能
・パスコード
・パスコードポーリング
管理者パスワードを登録する管理者パスワードとして使用できるのは、半角英数字と記
号です。20桁まで登録できます。

■.管理者パスワードを登録する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈9〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０９
０９ カンリシャ ハ゜スワート゛

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録したいパスワードを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）
ＮＥＷ ハ゜スワート゛   ；エイスウ
５６７８

 4 〈セット〉を押します。
〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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■.管理者パスワードを変更／削除する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈9〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０９
０９ カンリシャ ハ゜スワート゛

 2 〈セット〉を押します。
 3 現在のパスワードを入力します。

ＯＬＤ ハ゜スワート゛   ；エイスウ
１２３４

 4 〈セット〉を押します。
 5 新しいパスワードを入力します。

・	文字の入力方法 (→ 5-3 ページ )
・	 	パスワードを削除したい場合は、新しいパスワードに何も入力しないでく
ださい。
ＮＥＷ ハ゜スワート゛   ；エイスウ
５６７８

 6 〈セット〉を押します。
〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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プロテクトコードの設定
プロテクトコードは、プロテクト機能やセキュリティ受信の設定を行うときに必要な４
桁の番号です。プロテクトコードは任意の番号を登録できます。登録後は番号を控え保
管してください。
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）

■.プロテクトコードを登録する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈6〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０６
０６ フ゜ロテクトコート゛

 2 〈セット〉を押します。
 3 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーで「0000」を入力します。

フ゜ロテクトコート゛
Ｏｌｄ フ゜ロテクトコート゛ ：００００

 6 〈セット〉を押します。
 7 テンキーで設定するプロテクトコードを入力します。

フ゜ロテクトコート゛
Ｎｅｗ フ゜ロテクトコート゛ ：１２３４

 8 〈セット〉を押します。
・	プロテクトコードが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

・	 	「0000」は登録できません。「0000」はプロテクトコードを削除するときに入力する番号
です。（→ 4-6 ページ）

・	 	設定したプロテクトコードは忘れないようにメモを控え保管してください。プロテクトコー
ドを解除する際にも、プロテクトコードの入力が必要です。
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■.プロテクトコードを変更する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈6〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０６
０６ フ゜ロテクトコート゛

 2 〈セット〉を押します。
 3 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーで現在のプロテクトコードを入力します。

フ゜ロテクトコート゛
Ｏｌｄ フ゜ロテクトコート゛ ：１２３４

 6 〈セット〉を押します。
 7 テンキーで新しいプロテクトコードを入力します。

フ゜ロテクトコート゛
Ｎｅｗ フ゜ロテクトコート゛ ：１１１１

 8 〈セット〉を押します。
・	プロテクトコードが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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■.プロテクトコードを削除する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈6〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０６
０６ フ゜ロテクトコート゛

 2 〈セット〉を押します。
 3 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーで現在のプロテクトコードを入力します。

フ゜ロテクトコート゛
Ｏｌｄ フ゜ロテクトコート゛ ：１２３４

 6 〈セット〉を押します。
 7 テンキーで「0000」と入力します。
 8 〈セット〉を押します。

・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

セキュリティ受信した原稿があるときは削除できません。
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ファクス通信する相手を限定する（閉域通信）
閉域通信を設定すると、当社機（一部の機種を除く）にのみファクスの送受信が可能に
なります。パスコードも設定しておくと当社機（一部の機種を除く）であっても、セキュ
リティ機能を持ち、なおかつ同じパスコードが登録されている相手機としかファクスの
送受信をしないようにすることもできます。閉域通信は、送受信別々に設定することが
できます。

閉域送信を設定する           初期値：OFF
l		手動送信（ハンドセットや〈オンフック〉を使った送信）の場合は、閉域送信をON
にしても、閉域送信機能は無効になります。

l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
l		パスコードを設定するときは、「パスコードを登録する」（→ 4-10 ページ）を参照し
てください。

l		閉域通信とパスコードによる通信範囲の詳細については、「パスコードの通信と範囲」
（→ 4-11 ページ）を参照してください。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「閉域送信」を登録すると、ご愛用スイッチキーを押
すだけで閉域送信のON／OFF を設定することができます。（→ 5-35 ページ）

対応機種については、NTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈0〉、〈1〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０１
０１ へイイキ ソウシン

 4 〈セット〉を押します。
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 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。
ヘイイキ ソウシン       ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	閉域送信が設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

閉域受信を設定する           初期値：OFF
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
l		パスコードを設定するときは、「パスコードを登録する」（→ 4-10 ページ）を参照し
てください。

l		閉域通信とパスコードによる通信範囲の詳細については、「パスコードの通信と範囲」
（→ 4-11 ページ）を参照してください。

対応機種については、NTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈2〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法 (→ 5-3 ページ )
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０２
０２ へイイキ シ゛ュシン

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

ヘイイキ シ゛ュシン      ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	閉域受信が設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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特定の相手機とだけポーリングする（パスコードポーリング）
パスコードポーリングをON	にすると、当社機（一部の機種を除く）で本機能を搭載し
ている相手機にだけ、ポーリング送信します。
さらに、パスコードを設定すると相手機が当社機（一部の機種を除く）で本機能を搭載
しており、かつ自機のパスコードと同じパスコードが設定されている場合だけポーリン
グ送信します。（→ 4-10 ページ）

対応機種については、NTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈1〉、〈0〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法 (→ 5-3 ページ )
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７１０
１０ ハ゜スコート゛ ホ゜ーリンク゛

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

ハ゜スコート゛ ホ゜ーリンク゛ ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	パスコードポーリングが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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パスコードについて
閉域送信および閉域受信、パスコードポーリングの利用に必要なパスコードを登録しま
す。
パスコードを登録しなかった場合でも閉域受信および閉域送信は利用できますが、セ
キュリティ機能を強化するためにはパスコードの登録を行ってください。

パスコードを登録する         初期値：0000
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
l		パスコードを設定するときは、「0000」以外の番号を入力してください。「0000」
を入力すると、パスコード設定が解除されます。

l		パスコードは忘れないようにしてください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈3〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法 (→ 5-3 ページ )
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０３
０３ ハ゜スコート゛

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーでパスコードを入力（４桁）します。

ハ゜スコート゛
ハ゜スコート゛        ：１１１１

 6 〈セット〉を押します。
・	パスコードが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

パスコードを解除するときは、「0000」を入力します。
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パスコードの通信と範囲

■.閉域送信をONにした場合
・		閉域送信をONにすると、本機能を搭載している機器に限定されます。
・		パスコードを設定した場合は、本機能を搭載しており、かつ自機のパスコードと
同じパスコードが設定されている場合だけ送信可能になります。

閉域送信 自機の
パスコード 相手機（受信機） 相手機の

パスコード 結果

ON

設定なし
（0000）

本機能を搭載していない － 通信エラー
本機能を搭載している － 通信OK

設定あり
例：1234

本機能を搭載していない － 通信エラー
本機能を搭載している
（セキュリティー機能なし） － 通信エラー

本機能を搭載している
（セキュリティー機能あり）

自機のパスコードと
異なる場合 通信エラー

自機のパスコードと
同じ場合 通信OK

通信エラーになった場合は、チェックメッセージが印字され、エラーコード「T.2.2」
が記載されます。

■.閉域受信をONにした場合
・		閉域受信をONにすると、本機能を搭載している機器からのみファクス受信しま
す。

・		パスコードを設定した場合は、本機能を搭載しており、かつ自機のパスコードと
同じパスコードが設定されている場合だけ受信可能になります。

閉域受信 自機の
パスコード 相手機（送信機） 相手機の

パスコード 結果

ON

設定なし
（0000）

本機能を搭載していない － 通信エラー
本機能を搭載している － 通信OK

設定あり
例：1234

本機能を搭載していない － 通信エラー
本機能を搭載している
（セキュリティー機能なし） － 通信エラー

本機能を搭載している
（セキュリティー機能あり）

自機のパスコードと
異なる場合 通信エラー

自機のパスコードと
同じ場合 通信OK
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■.パスコードポーリングをONにした場合
・		パスコードポーリングをONにすると、ポーリング送信する本機能を搭載してい
る機器に限定されます。

・		パスコードを設定した場合は、本機能を搭載しており、かつ自機のパスコードと
同じパスコードが設定されている場合だけポーリング送信します。

パスコード
ポーリング

自機の
パスコード 相手機 相手機の

パスコード 結果

ON

設定なし
（0000）

本機能を搭載していない － 通信エラー
本機能を搭載している － 通信OK

設定あり
例：1234

本機能を搭載していない － 通信エラー

本機能を搭載している

自機のパスコードと
異なる場合 通信エラー

自機のパスコードと
同じ場合 通信OK
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相手機番号を確認してから送信する（IDチェック送信）

ID チェック送信を設定する        初期値：OFF
ID チェック送信を設定すると、ダイヤルしたファクス番号の下 4桁と相手機に登録さ
れているファクス番号の下４桁を照合し、一致した場合のみファクス送信します。回線
障害などにより相手先番号と違ったファクスに間違って送信されるトラブルを減らすこ
とができます。
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
l			ご愛用スイッチキーの設定にて「IDチェック送信」を登録すると、ご愛用スイッチキー
を押すだけで IDチェック送信のON／OFF を設定することができます。
（→ 5-35 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈4〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法 (→ 5-3 ページ )
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０４
０４ ＩＤチェック ソウシン

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

ＩＤチェック ソウシン     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	 ID チェック送信が設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

•	 	以下の場合は通信エラーとなり、送信できません。
	相手先に登録されているファクス番号の下4桁と、入力した番号の下4桁が一致しなかっ
た場合。
相手先にファクス番号が登録されていなかった場合。



4-14   宛先を確認してから送信する（宛先2度押し）

宛先を確認してから送信する（宛先2度押し）
テンキー、短縮ダイヤル、ワンタッチダイヤルで相手先ファクス番号を入力した場合に、
入力したファクス番号の再入力画面が表示されます。番号を再入力することで入力間違
いがないかを確認でき、間違った相手先にファクス送信するのを防ぎます。
設定できる 2度押し機能は下記のとおりです。
・ダイヤル 2度押し（→ 4-14 ページ）
・短縮 2度押し（→ 4-15 ページ）
・ワンタッチ 2度押し（→ 4-15 ページ）
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
	l		宛先表を利用して宛先を入力するときは選択できる宛先が変わります。
（→ 4-17 ページ）

宛先2度押しを設定する

■.ダイヤル2度押しを設定する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈5〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０５
０５ タ゛イヤル ２ト゛オシ

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

タ゛イヤル ２ト゛オシ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	ダイヤル 2度押しが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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■.短縮 2度押しを設定する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈6〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０６
０６ タンシュク ２ト゛オシ

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

タンシュク ２ト゛オシ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	短縮 2度押しが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

■.ワンタッチ2度押しを設定する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈7〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

文字の入力方法（→ 5-3 ページ）
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０７
０７ ワンタッチ ２ト゛オシ

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

ワンタッチ ２ト゛オシ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
・	ワンタッチ 2度押しが設定され、次の設定画面になります。
・	〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。
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宛先 2度押し送信のしかた
ダイヤル2度押し、短縮2度押し、ワンタッチ2度押しがONになっている場合の例です。

 1 送信する面を上にして原稿をセットします。
 2 〈画質〉、〈濃度〉を選びます。

画質・濃度の選びかた（→ 2-7 ページ）

 3 宛先を入力し、〈スタート〉を押します。
スタートキー ヲ ト゛ウソ゛    
［０１］，Ｓ１，１２３４５６７８９＿

 4 メッセージが表示されてから、宛先2度押しの画面が表示されます。
［ハ゛ンコ゛ウ カクニン］００１／００３
モウイチト゛ ハ゛ンコ゛ウヲト゛ウソ゛

・	メッセージの表示時間は約 2秒です。
・	 	メッセージは最初は「モウイチド バンゴウヲドウゾ」と表示されます。
宛先が 2件以上ある場合は、２件目以降のメッセージは「ツギノ バンゴ
ウ ヲ ドウゾ」と表示されます。

・	 	画面右上の分数は、分母がダイヤル 2度押しの対象総数、分子は入力して
る宛先の数です。
［ハ゛ンコ゛ウ カクニン］００１／００３
＿

 5 入力した宛先を再度入力し、1宛先ごとに〈スタート〉を押します。
［ハ゛ンコ゛ウ カクニン］００１／００３
１２３４５６７８９＿ 

・	 	2 度目に入力した番号が間違っていた場合には、「バンゴウガ イッチシテ
マセン」と表示され、手順 4に戻ります。

・	 	すでに 2度入力した宛先を入力してしまった場合には、「スデニ ニュウ
リョク サレテイマス」と表示され、手順 4に戻ります。

 6 すべての宛先が2度入力されるまで、手順４～５を繰り返します。
	最初に入力したファクス番号が間違っていた場合は、〈ストップ〉を押して現
在の通信を取り消してから、送信をやり直してください。

 7 すべての宛先が2度入力されると、送信が始まります。

・	機能の制約があります。詳しくは「機能の制限について」（4-17	ページ）を参照してください。
・	 	トーン (T) とポーズ (P) を使って入力した宛先は、トーン (T) とポーズ (P) も含めて再入力
してください。
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機能の制限について
宛先 2度押し機能とプロテクト機能を両方有効にしているときは、以下の内容にご注
意ください。

■.2度押し機能で宛先表を利用する場合
宛先表を利用して宛先を入力するときは、ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルのセ
キュリティ機能、プロテクト機能の設定により、選択できる宛先が変わります。詳
細は、以下の表を参照してください。

設定内容 宛先の入力 2度押しの入力
ワンタッチダイヤル 短縮ダイヤル 宛先表の利用 宛先表の利用プロテクト機能 セキュリティ機能 プロテクト機能 セキュリティ機能

禁止 －

禁止 － 利用不可 －

許可
2度押しする

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

2度押ししない
短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

－

許可 2度押しする

禁止 －
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

許可
2度押しする

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

2度押ししない
ワンタッチ /

短縮ダイヤル共利用可
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

許可 2度押ししない

禁止 －
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

－

許可
2度押しする

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

2度押ししない
ワンタッチ /

短縮ダイヤル共利用可
－

※ 1 宛先表ではワンタッチダイヤルも表示されますが、宛先として選択することはできませ
ん。

※ 2 宛先表では短縮ダイヤルも表示されますが、宛先として選択することはできません。

■.電話をかけるとき
ハンドセットや〈オンフック〉を使って電話をかけるときは、セキュリティ機能で
設定している一部の設定が無効になります。詳細は、以下の表を参照してください。

設定が無効になる機能 設定値 電話をかけるときの動作
短縮ダイヤル 2度押し（宛先表を含む） ON

OFF OFF と同じ動作ワンタッチ 2度押し（宛先表を含む）
ダイヤル 2度押し

  の付いている値が、工場出荷時の設定です。
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複数の宛先入力を禁止する（同報禁止）
意図せぬ宛先への送信を防ぐため、複数の宛先入力を禁止することができます。
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）

ここでいう宛先とは、テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、宛先表、グループダイ
ヤルから入力した宛先のことをいいます。

同報禁止の設定
ここでは以下の設定が可能です。

同報送信
複数宛先入力 同報キ－の入力

同報キー

OFF × ー

ON
ON ○ ○

OFF ○ ×

同報キーの入力をOFF に設定した場合でも、テンキーによる宛先を複数入力する場合は、同
報キーの入力が必要です。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈8〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０８
０８ ト゛ウホウ ソウシン

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、同報送信のON／OFFを選びます。

ト゛ウホウ ソウシン     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
手順５でOFF を選択した場合は、この操作で終わりです。
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 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、同報キーのON／OFFを選びます。
O	N：短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルの宛先を選ぶときに、〈同報〉を押

す
OFF：短縮ダイヤルやワンタッチダイヤルの宛先を選ぶときに、〈同報〉を押

さない
ト゛ウホウキー        ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

同報禁止の動作について

■.同報送信がOFFの場合
宛先を複数入力することができなくなります。また、〈同報〉も使用できなくなり
ます。複数入力しようとすると、数秒間以下の画面が表示されます。

キョウトシテン
アテサキ １カショ イナイ

■.同報キーがOFFの場合
宛先を複数入力する場合、〈同報〉を押さなくても入力できるようになります。た
だし、テンキーで宛先を入力するときは、〈同報〉を押す必要があります。
誤操作で意図せぬ宛先を入力してしまう恐れがありますのでご注意ください。
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受信した原稿を他人に読まれないようにする（セキュリティ受信）
セキュリティ受信開始時刻以降に受信した原稿をメモリーに蓄積し、プリントアウトし
ないようにします。この機能を活用すると、夜間などオフィスが無人になる時間帯に受
信した原稿を、メモリーに記憶させておくことができます。受信した原稿は、あとから
用紙にプリントできます。
l		あらかじめ管理者パスワードの登録が必要です。（→ 4-2 ページ）
l		あらかじめプロテクトコードの登録が必要です。（→ 4-4 ページ）
l		プロテクトコードが解除されると、セキュリティ受信も解除されます。（セキュリティ
受信した原稿があるときは解除できません。）

l		セキュリティ受信をONに設定すると、毎日開始時刻にセキュリティ受信が始まりま
す。

l		セキュリティ受信中に受信原稿がある場合は代行受信ランプが点灯します。用紙にプ
リントした時点で自動的に通常の受信動作に戻ります。

l		ご愛用スイッチキーの設定にて「セキュリティ受信」を登録すると、ご愛用スイッチ
キーを押すだけでセキュリティ受信のON／OFF を設定することができます。
（→ 5-35 ページ）

セキュリティ受信を設定する      初期設定：OFF

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈7〉、〈０〉、〈9〉と押します。
 2 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 3 〈セット〉を押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３７０９
０９ セキュリティ シ゛ュシン

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーでプロテクトコード（4桁）を入力します。

セキュリティ シ゛ュシン
フ゜ロテクトコート゛     ：１２３４

 6 〈セット〉を押します。
 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でON／OFFを選びます。

セキュリティ シ゛ュシン    ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット
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 8 〈セット〉を押します。
OFF を選んだときはセキュリティ受信が解除され、次の設定画面になります。

 9 ONを選んだときは、テンキーでセキュリティ受信を開始する時刻を
入力します。
セキュリティ シ゛ュシン
シ゛コクヲ ト゛ウソ゛    ２１：００

 10. 〈セット〉を押します。
・セキュリティ受信がセットされ、次の設定画面になります。
・〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

・操作を中止するときは〈ストップ〉を押します。
・	セキュリティ受信を解除するときは手順 7でOFF にセットします。（セキュリティ受信した
原稿があるときは解除できません。）

セキュリティ受信した原稿をプリントする
受信した原稿をプリントすると、セキュリティ受信が解除され通常の動作に戻ります。

 1 〈メニュー／文字〉、〈4〉、〈3〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．４３３
 ３ セキュリティシ゛ュシン ケ゛ンコウ

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーでプロテクトコード（4桁）を入力します。

セキュリティシ゛ュシン ケ゛ンコウ
フ゜ロテクトコート゛     ：１２３４

 4 〈セット〉を押します。
・受信した原稿がプリントされます。
・プロテクトコードが間違っていると「プロテクトコード ガ チガイマス」
と表示され待機表示に戻ります。
・受信した原稿をプリントすると、セキュリティ受信を解除し、通常の受信動
作に戻ります。
・受信した原稿がないときは、「ゲンコウ ガ アリマセン」と表示し、待機
画面に戻ります。
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ダイレクトメールを防止する
ダイレクトメール防止には 3種類の方法があります。
モード 1：ワンタッチ、短縮ダイヤルに登録されている相手先からの文書のみを受信

する方法です。登録されているファクス番号の下4桁と相手先IDを照合し、
一致したときのみ受信します。

モード 2：ダイレクトメール防止専用の番号登録を行い、登録された相手先からの受
信を拒否する方法です。登録桁数はファクス番号の下 4～ 8桁を登録しま
す。最大 50件まで登録できます。

モード 3：モード 1、2を合わせた方法です。ワンタッチ、短縮に登録されていない
番号からの受信は拒否します。ダイレクトメール防止専用に登録された相
手先からの受信も拒否します。なお、ファクス番号の下４～８桁が一致す
れば、ワンタッチ・短縮ダイヤルに登録されている番号でも拒否されます。

OFF  ：ダイレクトメール防止を行いません。
モード1

受信する

受信しない

モード2 モード3

受信しない

受信する

受信しない

受信する

受信しない

□の部分：着信した番号
○の部分：ワンタッチ・短縮ダイヤルに登録されている番号
△の部分：ダイレクトメール防止用に登録した番号

登録する

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、〈0〉、〈8〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２２０８
０８ タ゛イレクトメール ホ゛ウシ

 2 〈セット〉を押します。
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 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でダイレクトメール防止のモードを選び
ます。
タ゛イレクトメール ホ゛ウシ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

タ゛イレクトメール ホ゛ウシ：モート゛１
            ▼／▲／セット

タ゛イレクトメール ホ゛ウシ：モート゛２
            ▼／▲／セット

タ゛イレクトメール ホ゛ウシ：モート゛３
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
OFFまたはモード1を選んだときは、この手順で終了です。手順7に進みます。

 5 テンキーで、ダイレクトメール防止を行う電話番号の下4～ 8桁を入
力します。
すでに番号が登録されている場合は、カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で登録さ
れていない番号を選択します。
タ゛イヤル ハ゛ンコ゛ウ ヲ ト゛ウソ゛
０１：１２３４５６７８

 6 〈セット〉を押します。
続けてほかの番号を登録できます。

 7 〈ストップ〉を押します。
登録モードを終了し、待機画面に戻ります。
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登録した番号を変更または消去する

 1 「登録する」の手順1～ 2を行います。
 2 モード2または3を選びます。
 3 〈セット〉を押します。
 4 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で変更または消去したい番号を選びます。

テンキーで番号を入力することもできます。
ハ゛ンコ゛ウ ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：１１１２２２３３

■.変更する場合

 5 〈セット〉を押します。
 6 カーソルキーの〈 ▼ 〉、〈 ▼〉で変更する数字にカーソルを移動させ、

上書き入力します。
タ゛イヤル ハ゛ンコ゛ウ ヲ ト゛ウソ゛
０２：１１２２２２３３

 7 〈セット〉を押します。
 8 〈ストップ〉を押します。

変更を終了し、待機画面に戻ります。

■.消去する場合

 5 〈クリア〉を押します。
ハ゛ンコ゛ウ ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：２２２３３３４４

消去した番号以降のダイレクトメール防止用電話番号を 1つずつ前に繰り上
げます。

 6 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。
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ダイレクトメール防止ダイヤルリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈8〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０８
０８ タ゛イレクトメールタ゛イヤルリスト

 2 〈セット〉を押します。
・	ダイレクトメールダイヤルリストがプリントされます。
・		番号が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と表示
され、リストはプリントされません。
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設定や操作を制限する（プロテクト機能）
管理者パスワードを利用してさまざまな機能を管理することができます。
管理者パスワードやプロテクトコードを利用して管理できる機能は以下のとおりです。

機能 管理できる内容
ファクス機能 短縮ダイヤルを使った送信（宛先表を含む） ・使用禁止

・使用時にプロテクトコー
ドを要求

ワンタッチダイヤルを使った送信（宛先表を含む）
テンキーを使った送信（直接ダイヤル）
グループ送信
プログラムワンタッチ送信
閉域送信
ＩＤチェック送信
手動送信（ハンドセットやオンフックキーを使った送
信）
Ｆコード送信
リダイヤル

機器設定 短縮ダイヤルの登録 ・管理者以外の登録禁止（使
用時に管理者パスワード
を要求）
・使用時にプロテクトコー
ドを要求

ワンタッチダイヤルの登録
グループダイヤルの登録
プログラムワンタッチの登録
原稿蓄積設定
Ｆコードボックスの登録
ファクスワープの登録

リストの出力 短縮ダイヤルリスト ・管理者以外のリスト出力
禁止 ( 出力時に管理者パ
スワードを要求 )
・出力時にプロテクトコー
ドを要求

ワンタッチダイヤルリスト
グループダイヤルリスト
プログラムワンタッチリスト
ファクスワープリスト
通信記録
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プロテクト機能を設定する
設定できる機能の一覧表は、4-26 ページを参照してください。

・プロテクト機能を設定したい場合は、あらかじめ管理者パスワードを設定しておく必要があ
ります。（→ 4-2 ページ）
・手順 5でプロテクトコードの入力を設定したい場合は、あらかじめプロテクトコードを登録
しておく必要があります。（→ 4-4 ページ）

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈1〉、〈0〉と押します。
 2 〈セット〉を押します。
 3 管理者パスワードを入力します。

カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
５６７８

 4 〈セット〉を押します。
 5 設定・変更したい機能をカーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選択します。

たとえば、短縮ダイヤルの送信を禁止したい場合は、“ タンシュクダイヤル 
ソウシン ”を選択します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１１０
０１ タンシュクタ゛イヤル ソウシン

 6 〈セット〉を押します。
 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でキンシ／キョカ選びます。

キンシ：その機能の使用禁止または使用時に管理者パスワードを要求
キョカ：その機能の使用を許可
タンシュクタ゛イヤル ソウシン ：キョカ
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
「キンシ」を選んだ場合は、この手順で終了です。



4-28   設定や操作を制限する（プロテクト機能）

 9 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でヨウ／フヨウ選びます。
ヨ ウ：その機能の使用時にプロテクトコードを要求
フヨウ：プロテクト機能の解除

フ ロ゚テクトコート ニ゙ュウリョク：フヨウ
           ▼／▲／セット

 10. 〈セット〉を押します。
〈ストップ〉を押すと待機画面に戻ります。

プロテクト機能の使いかた

■「ファクス機能」で「キンシ」に設定した場合
プロテクト機能でファクス機能を「キンシ」に設定した機能は使用できません。そ
の機能を選択すると画面に数秒間「カンリシャ ニ カクニンシテクダサイ」と表
示されてから、元の画面に戻ります。

ツウシン／コヒ゜ー テ゛キマス
カンリシャ ニ カクニンシテクタ゛サイ

短縮ダイヤルとグループ送信は「キンシ」に設定すると、〈短縮／グループ〉を押してもその
機能は表示されません。（→ 4-30 ページ）

■「機器設定」や「リスト」で「キンシ」に設定した場合
プロテクト機能で機器設定やリストを「キンシ」に設定した場合は、その機能を使
用するときに管理者パスワードの入力が要求されます。

【例】.短縮ダイヤルの登録を「キンシ」に設定した場合で、〈メニュー／文字〉、
〈1〉、〈2〉、〈1〉を押したとき

 1 管理者パスワードの入力が要求されます。
カンリシャ ハ゜スワート゛ ；エイスウ
＿

 2 管理者パスワードを入力します。
 3 〈セット〉を押します。
 4 短縮ダイヤルの登録を行います。

短縮ダイヤルの登録方法（→ 5-17 ページ）
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■.プロテクトコードの要求を設定した場合
プロテクト機能でプロテクトコードの要求を「ヨウ」に設定した場合は、その機能
を利用するときにプロテクトコードの入力が必要です。

【例】短縮ダイヤルの登録の際、プロテクトコードの入力を「ヨウ」に設定
した場合で、〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈2〉、〈1〉と押したとき

 1 プロテクトコードの入力が要求されます。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１２
フ゜ロテクトコート゛     ：＊＊＊＊

 2 プロテクトコードを入力します。
 3 〈セット〉を押します。
 4 短縮ダイヤルの登録を行います。

短縮ダイヤルの登録方法（→ 5-17 ページ）
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機能の制限について

■.2度押し機能で宛先表を利用する場合
宛先表を利用して宛先を入力するときは、ワンタッチダイヤルと短縮ダイヤルのセ
キュリティ機能、プロテクト機能の設定により、選択できる宛先が変わります。詳
細は、以下の表を参照してください。

設定内容 宛先の入力 2度押しの入力
ワンタッチダイヤル 短縮ダイヤル 宛先表の利用 宛先表の利用プロテクト機能 セキュリティ機能 プロテクト機能 セキュリティ機能

禁止 －

禁止 － 利用不可 －

許可
2度押しする

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

2度押ししない
短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

－

許可 2度押しする

禁止 －
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

許可
2度押しする

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

2度押ししない
ワンタッチ /

短縮ダイヤル共利用可
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

許可 2度押ししない

禁止 －
ワンタッチダイヤル
のみ利用可 ※ 2

－

許可
2度押しする

ワンタッチ /
短縮ダイヤル共利用可

短縮ダイヤルのみ
利用可 ※ 1

2度押ししない
ワンタッチ /

短縮ダイヤル共利用可
－

※ 1 宛先表ではワンタッチダイヤルも表示されますが、宛先として選択することはできませ
ん。

※ 2 宛先表では短縮ダイヤルも表示されますが、宛先として選択することはできません。

■.電話をかけるとき
ハンドセットや〈オンフック〉を使って電話をかけるときは、プロテクト機能で設
定している一部の設定が無効になります。詳細は、以下の表を参照してください。

設定が無効になる機能 設定値 電話をかけるときの動作
短縮ダイヤルを使った送信（宛先表を含む）

禁止
プロテクトする
プロテクトしない

プロテクトしない
と同じ動作

ワンタッチダイヤルを使った送信
（宛先表を含む）
テンキーを使った送信
リダイヤル

  の付いている値が、工場出荷時の設定です。
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文字入力のしかた
発信元やワンタッチダイヤル、短縮ダイヤルの相手先など、文字を入力するときに参照
してください。
l		文字や記号はともに 1文字ずつ入力します。
l		カタカナ、アルファベット、数字、「＃」、「＊」、記号は半角文字で入力されます。
l		メッセージ、Fコードボックス名、発信元名のみ漢字コード入力により、全角文字で	
入力することもできます。

l		ひらがなと漢字はすべて全角文字で入力されます。

漢字・全角文字を入力する
l		漢字やひらがななど全角の文字を入力できます。
l		漢字やひらがななど全角の文字を使って入力できるのは、発信元名、メッセージ送信
の内容と Fコードボックスの名前のみです。

 1 操作の前に文字のコードを確認します。
全角文字コードの確認（→ 7-3 ページ）

 2 〈メニュー／文字〉押して、漢字コード入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
 

 3 テンキーで4桁のコードを入力します。
【例】「関西」と入力するとき
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
［２０５＿］

 4 コードが正しいときは、漢字コードがカッコで囲まれます。
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
（２０５６）（３２３０）＿ 

 5 〈セット〉を押します。
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各モードで入力できる文字

テンキー カタカナ（半角） 英数（半角） 漢字コード
記号コード

アイウエオ
ァィゥェォ

1 1

カキクケコ ２	A	B	C	a	b	c 2

サシスセソ ３	D	E	F	d	e	f 3

タチツテトッ ４	G	H	I	g	h	i 4

ナニヌネノ ５	J	K	L	j	k	l 5

ハヒフヘホ ６	M	N	O	m	n	o 6

マミムメモ ７	P	Q	R	S	p	q	r	s 7

ヤユヨャュョ ８	T	U	V	t	u	v 8

ラリルレロ ９	W	X	Y	Z	w	x	y	z 9

ワヲン 0 0

゛゚ ＊

−（ ）＿・．SP ＃＊＠＆ー（ ）＿・．；，SP

「SP」はスペース（空白）を示しています。
漢字コードと記号コードで入力できる数字は、コードの入力のための数字です。数
字を入力するには、英数モードを使ってください。

■入力の例
「ウ」：〈メニュー／文字〉でカタカナ入力に切り替え、〈1〉を 3回押す

「Ｂ」：〈メニュー／文字〉で英数入力に切り替え、〈2〉を 3回押す

「ｂ」：〈メニュー／文字〉で英数入力に切り替え、〈2〉を 6回押す

「７」：〈メニュー／文字〉で英数入力に切り替え、〈7〉を 1回押す
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カタカナ（半角）を入力する

 1 〈メニュー／文字〉でカタカナ入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
＿ 

 2 テンキーで入力したい文字を入力します。
各テンキーで入力できる文字については、「各モードで入力できる文字」（5-4	
ページ）を参照してください。
【例】「ブロック」と入力するとき

フ

ッ ク

　゛ ロ

ハッシンモト メイ １；カタカナ
フ゛ロック

 3 〈セット〉を押します。

全角のカタカナの入力方法は「漢字・全角文字を入力する」（5-3	ページ）を参照してください。
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アルファベット（半角）を入力する

 1 〈メニュー／文字〉で英数入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；エイスウ
＿ 

 2 テンキーで入力したい文字を入力します。
テンキーで入力できる文字については、「各モードで入力できる文字」（5-4	
ページ）を参照してください。
【例】「Ｃ」を入力するときは、〈２〉を 4回押します。

ハッシンモト メイ １；エイスウ
C

 3 〈セット〉を押します。

全角のアルファベットの入力方法は「漢字・全角文字を入力する」（5-3	ページ）を参照し
てください。

数字、♯、＊（半角）を入力する

 1 〈メニュー／文字〉で英数入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；エイスウ
＿ 

 2 テンキーで入力したい数字、＃、＊を入力します。
【例】「7」を入力するときは、〈７〉を 1回押します。
ハッシンモト メイ １；エイスウ
７

 3 〈セット〉を押します。

全角の数字や「＃」、「＊」の入力方法は「漢字・全角文字を入力する」（5-3	ページ）を参
照してください。
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記号（半角）を入力する

 1 〈メニュー／文字〉でカタカナ入力または英数入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
＿ 

ハッシンモト メイ １；エイスウ
＿ 

 2 テンキーで入力したい記号を入力します。
各テンキーで入力できる文字については、「各モードで入力できる文字」（5-4	
ページ）を参照してください。
【例】カタカナ入力で「（」を入力するときは、〈＃〉を 2回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（ 

【例】英数入力で「＆」を入力するとき、〈＃〉を 4回押します。
ハッシンモト メイ １；エイスウ
＆

 3 〈セット〉を押します。

・続けて同じ文字や同じテンキーの文字を入力する場合は、カーソルキーの〈 ▼〉を１回押し
てカーソルを右に移動させてから入力します。
・全角の記号の入力方法は「漢字・全角文字を入力する」（5-3	ページ）を参照してください。
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記号コードを使って記号（半角）を入力する

 1 操作の前に文字のコードを確認します。
記号コードの確認（→ 7-2 ページ）

 2 〈メニュー／文字〉で記号コード入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；キコ゛ウコート゛
＿ 

 3 コードを4桁で入力します。
ハッシンモト メイ １；キコ゛ウコート゛
［０１０＿］

 4 コードが正しいときは、文字に変換されます。
【例】「？」を入力したとき
ハッシンモト メイ １；キコ゛ウコ−ト゛
？＿

登録されている相手先名を利用する
ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル等の相手先名を登録するときは、宛先表から文字を
検索して入力することができます。同じ文字を何度も登録するときに便利です。

 1 相手先名の登録画面のときに、カーソルキーの〈▼〉を押します。
【例】ワンタッチダイヤルの登録時
０１：アイテサキメイ ：     ［キ］
キョウトシテン        ：［０１］

 2 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で登録したい文字を検索します。
０１：アイテサキメイ ：     ［ト］
トウキョウシテン       ：［０３］

 3 〈セット〉を押します。
検索した文字を修正したいときは〈クリア〉を押して不要な文字を消去し、
入力し直してください。
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文字を修正する

■.文字を削除するには

 1 カーソルキーの〈▼ 〉、〈 ▼〉を押し、削除したい文字にカーソルを移
動します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロック

	漢字コードへの移動のとき、カーソルは先頭のカッコに移動します。

 2 〈クリア〉を押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）フ゛ロック

漢字コードの消去は、4桁のコードが消去されます。

■.直前に入力した文字を消去するには
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロック

 1 〈クリア〉を押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロッ＿ 

直前に入力された文字が消去されます。

文字を挿入する

 1 カーソルキーの〈▼ 〉、〈 ▼〉を押し、挿入したい場所の次の文字にカー
ソルを移動します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ック

 2 文字を入力します。
テンキーで挿入したい文字を入力します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロック

文字が挿入されます。



5-10   文字入力のしかた

文字入力例「関西ブロック」と入力するには

 1 操作の前に「関」「西」の文字コードを確認しておきます。
7-4 ページの表を参照し、「関」が文字コード「2056」、「西」が文字コード
「3230」であることを確認しておきます。

 2 〈メニュー／文字〉で漢字コード入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
＿ 

 3 「関」の文字コードを入力します。
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
［２０５＿］

コードが間違っている場合はブザーが鳴ります。

 4 続けて「西」の文字コードを入力します。
ハッシンモト メイ １；カンシ゛コ−ト゛
［３２３＿］

 5 〈メニュー／文字〉でカタカナ入力に切り替えます。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０） 

 6 テンキーで「フ」を入力します。
〈6〉を 3回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ

 7 テンキーで「 」゙を入力します。
〈 〉を 1回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛

 8 テンキーで「ロ」を入力します。
〈9〉を 5回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロ
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 9 テンキーで「ッ」を入力します。
〈4〉を 6回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロッ

 10. テンキーで「ク」を入力します。
〈2〉を 3回押します。
ハッシンモト メイ １；カタカナ
（２０５６）（３２３０）フ゛ロック

 11. 〈セット〉を押します。
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ワンタッチダイヤルを登録／変更する
よく通信する相手先を、60か所までワンタッチキーに登録することができます。ワン
タッチダイヤルには、相手先のファクス番号や相手先名を登録しておくことができます。
l		電話番号：40桁まで登録できます。
l		相手先名：半角カタカナで 24文字まで登録できます。
l		ワンタッチダイヤルに使用できるキーは 1～ 60のキーです。
l			宛名表示をONにすると、相手先名の後に「様」を追加して相手先の記録紙にプリン
トします。（→ 5-41 ページ）ただし、プリントされる文字数は、先頭から 18文字分
に制限されます。

お願い
・間違い電話や誤送信を防ぐために、相手先番号を登録する際は番号間違いのないよう液晶ディ
スプレイ表示を見ながら正確に行ってください。また、登録後はワンタッチダイヤルリスト
（→ 5-16 ページ）で正しく登録されていることを確認してください。
・本商品に一般電話の電話番号を誤って登録しますと、自動リダイヤル機能により、相手を何
度も呼び出し大変ご迷惑をおかけすることになりますのでご注意ください。

登録／変更する
登録に内容を変更する場合は「登録する」の手順の中で、変更したい箇所を表示させ、	
〈クリア〉で消去してから新しく入力してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈1〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１１１
 １ ワンタッチタ゛イヤル セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録／変更したいワンタッチキーを押します。

・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できるワンタッチキーは 1～ 60です。

 4 〈セット〉を押します。
 5 相手先番号を入力します。（最大40桁）

・	ポーズ、ハイフンなどのダイヤル記号も入力できます。（→ 2-21 ページ）
・	 	番号を間違えて入力したときや、登録されている番号を変更するときは、	
〈クリア〉を押して、正しい番号を入力し直してください。
０２：タ゛イヤル ハ゛ンコ゛ウ
０６－６６６６－７７７７＿ 

 6 〈セット〉を押します。
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 7 相手先名を入力します。
・	半角カタカナで 24文字まで登録できます。
・	文字の入力方法は（→ 5-3 ページ）を参照してください。
・	 	入力を間違えたときや、登録されている相手先名を変更するときは、	
〈クリア〉を押して削除し、正しい文字を入力してください。
０２：アイテサキメイ ；カタカナ
オオサカシテン

 8 〈セット〉を押します。
	ほかのワンタッチダイヤルを登録するときは、手順3から操作を繰り返します。

 9 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。

・	 操作を中止したいときは〈ストップ〉を押します。
・	 操作を中断してから 1分を経過すると、自動的にはじめの画面に戻ります。

挿入または削除する
・挿入…選択したワンタッチダイヤルに新しく登録すると、その番号以降のワンタッチ

ダイヤルを１つずつ後ろにずらします。ただし、ワンタッチキー〈60〉に登
録されている場合は、挿入できません。

・削除…選択したワンタッチダイヤルを消去すると、その番号以降のワンタッチダイヤ
ルを１つずつ前に繰り上げます。

ワンタッチダイヤルが、通信予約、Fコード中継指示ボックス、プログラムワンタッチ、ファ
クスワープ、フォンワープで使用されているときは、挿入または削除はできません。

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈1〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１１３
 ３ ワンタッチ ソウニュウ／サクシ゛ョ

 2 〈セット〉を押します。
 3 挿入または削除したい番号のワンタッチキーを押します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
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■.挿入する場合

 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ソウニュウ」を選択します。
０２：ショリ モート゛   ：ソウニュウ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
 7 「登録する」の手順5～ 8を行います。（→5-12ページ）

登録したワンタッチダイヤルが挿入されます。

■.削除する場合

 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「サクジョ」を選択します。
０２：ショリ モート゛   ：サクシ゛ョ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
０２：ワンタッチタ゛イヤル サクシ゛ョ
スル  → セットキー

             ▼ ▲

０２：ワンタッチタ゛イヤル サクシ゛ョ
シナイ → クリアキー

交互に表示します。

 7 削除してよければ、もう一度〈セット〉を押します。
・	削除を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて削除を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 8 〈ストップ〉を押します。
挿入または削除を終了し、待機画面に戻ります。



ワンタッチダイヤルを登録／変更する   5-15

ファクス機能に関する登録

1

2

3

4

5
登
録
／
設
定
編

消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈1〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１１２
 ２ ワンタッチタ゛イヤル クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 消去したいワンタッチキーを押します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してもよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・	消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて消去を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 6 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。

ワンタッチ宛名ラベルの記入のしかた

 1 取説キットに同梱されているワンタッチ宛名ラベルに、登録した相手
先名を記入します。
鉛筆やボールペンを使用して、ワンタッチ宛名ラベルに相手先などを記入し
ます。



5-16   ワンタッチダイヤルを登録／変更する

ワンタッチダイヤルリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈5〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０５
０５ ワンタッチタ゛イヤル リスト

 2 〈セット〉を押します。
・	ワンタッチダイヤルリストがプリントされます。
・		番号が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と表示
され、リストはプリントされません。
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短縮ダイヤルを登録／変更する
よく通信する相手先を、140 か所まで短縮ダイヤルに登録することができます。短縮
ダイヤルには、相手先のファクス番号や相手先名を登録しておくことができます。
l		電話番号：40桁まで登録できます。
l		相手先名：半角カタカナで 24文字まで登録できます。
l		短縮番号：1～ 140まで登録できます。
l			ご愛用スイッチキーの設定にて「短縮／グループ」を削除すると、短縮ダイヤルを指
定することはできません。（→ 5-35 ページ）

l		宛名表示をONにすると、相手先名の後に「様」を追加して相手先の記録紙にプリン
トします。（→ 5-41 ページ）

	 ただし、プリントされる文字数は、先頭から 18文字分に制限されます。

お願い
・間違い電話や誤送信を防ぐために、相手先番号を登録する際は番号間違いのないよう液晶ディ
スプレイ表示を見ながら正確に行ってください。また、登録後は短縮ダイヤルリスト（→5-20
ページ）で正しく登録されていることを確認してください。
・本商品に一般電話の電話番号を誤って登録しますと、自動リダイヤル機能により、相手を何
度も呼び出し大変ご迷惑をおかけすることになりますのでご注意ください。

登録／変更する
登録内容を変更する場合は「登録する」の手順の中で、変更したい箇所を表示させ、	
〈クリア〉で消去してから新しく入力してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈2〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１２１
 １ タンシュクタ゛イヤル セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで登録／変更したい短縮番号を入力します。

〈002〉に登録するときや、〈002〉を変更するときは〈0〉、〈0〉、〈2〉と押します。
・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できる短縮番号は 1～ 140です。

 4 〈セット〉を押します。
 5 相手先番号を入力します。（最大40桁）

・	ポーズ、ハイフンなどのダイヤル記号も入力できます。（→ 2-21 ページ）
・		番号を間違えて入力したときや、登録されている番号を変更するときは、	
〈クリア〉を押して、正しい番号を入力し直してください。
００２：タ゛イヤル ハ゛ンコ゛ウ
０８９９－１１－１１３３＿ 
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 6 〈セット〉を押します。
 7 相手先名を入力します。

・	半角カタカナで 24文字まで登録できます。
・	文字の入力方法は（→ 5-3 ページ）を参照してください。
・	 	入力を間違えたときや、登録されている相手先名を変更するときは、	
〈クリア〉を押して削除し、正しい文字を入力してください。
００２：アイテサキメイ；カタカナ
シコクシテン

 8 〈セット〉を押します。
ほかの短縮番号を登録するときは、手順 3から操作を繰り返します。

 9 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。

・	 操作を中止したいときは〈ストップ〉を押します。
・	 操作を中断してから 1分を経過すると、自動的にはじめの画面に戻ります。

挿入または削除する
・	 	挿入…選択した短縮ダイヤルに新しく登録すると、その番号以降の短縮ダイヤルを１

つずつ後ろにずらします。ただし、短縮ダイヤル〈140〉に登録されている場
合は、挿入できません。

・	 	削除…選択した短縮ダイヤルを消去すると、その番号以降の短縮ダイヤルを１つずつ
前に繰り上げます。

短縮ダイヤルが、通信予約、Fコード中継指示ボックス、プログラムワンタッチ、ファクスワー
プ、フォンワープで使用されているときは、挿入または削除はできません。

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈2〉、〈3〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１２３
 ３ タンシュク ソウニュウ／サクシ゛ョ

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで挿入または削除したい短縮番号を押します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
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■.挿入する場合

 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ソウニュウ」を選びます。
００２：ショリ モート゛  ：ソウニュウ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
 7 「登録する」の手順5～ 8を行います。（→5-17ページ）

	登録した短縮ダイヤルが挿入されます。

■.削除する場合

 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「サクジョ」を選びます。
００２：ショリ モート゛  ：サクシ゛ョ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
００２：タンシュクタ゛イヤル サクシ゛ョ
スル  → セットキー

             ▼ ▲

００２：タンシュクタ゛イヤル サクシ゛ョ
シナイ → クリアキー

交互に表示します。

 7 削除してよければ、もう一度〈セット〉を押します。
・	削除を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて削除を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 8 〈ストップ〉を押します。
挿入または削除を終了し、待機画面に戻ります。
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消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈2〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１２２
 ２ タンシュクタ゛イヤル クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで消去したい短縮番号を入力します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してもよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・	消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて消去を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 6 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。

短縮ダイヤルリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈6〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０６
０６ タンシュクタ゛イヤル リスト

 2 〈セット〉を押します。
・	短縮ダイヤルリストがプリントされます。
・		番号が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と表示
され、リストはプリントされません。
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グループダイヤルを登録／変更する
多数の相手に送信するとき、ワンタッチダイヤル・短縮ダイヤルに登録されている相手
先へグループ単位でダイヤル（グループ送信）することができます。
l		グループ番号：01～ 32まで登録できます。
l		ご愛用スイッチキーの設定にて「短縮／グループ」を削除すると、短縮ダイヤルを指
定することはできません。（→ 5-35 ページ）

登録／変更する
登録内容を変更する場合は「登録する」の手順の中で、変更したい箇所を表示させ、
〈クリア〉で消去してから新しく入力してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈1〉、〈3〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１３１
 １ ク゛ルーフ゜タ゛イヤル セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで登録／変更したいグループ番号を入力します。

〈02〉に登録するときや、〈02〉を変更するときは、〈0〉、〈2〉と押します。
・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できる短縮番号は 01～ 32です。

 4 〈セット〉を押します。
 5 ワンタッチダイヤルまたは短縮番号を入力します。
■.ワンタッチダイヤルを指定するとき

 6 相手先が登録されているワンタッチキーを押します。
番号を間違えて入力したときや、登録されている番号を変更するときは、	
〈クリア〉を押して、正しい番号を入力し直してください。
０２：オオサカシテン
［０２］＿
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■.短縮ダイヤルを指定するとき
	短縮ダイヤルを指定する場合は、ご愛用スイッチキーに「短縮／グループ」を設定
する必要があります。

 7 〈短縮／グループ〉を押します。
 8 テンキーで短縮番号を入力します。

番号を間違えて入力したときや、登録されている番号を変更するときは、	
〈クリア〉を押して、正しい番号を入力し直してください。

 9 〈セット〉を押します。
・	 	ほかのグループダイヤルを登録するときは、手順 3から操作を繰り返しま
す。

・	〈ストップ〉を押すと、待機画面に戻ります。

・	手順 5の画面で、〈 〉を押して＊のみを登録すると、すべてのワンタッチダイヤル・短縮
ダイヤルを指定できます。

・	 操作を中止したいときは〈ストップ〉を押します。
・	 操作を中断してから 1分を経過すると、自動的にはじめの画面に戻ります。

消去する

 1 〈メニュー／文字〉、.〈1〉、〈3〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．１３２
 ２ ク゛ルーフ゜タ゛イヤル クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 テンキーで消去したいグループ番号を入力します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
ク゛ルーフ゜ハ゛ンコ゛ウ ヲ ト゛ウソ゛
０１：［０１］，［１５］，Ｓ００１

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してもよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・	消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて消去を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 6 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。



グループダイヤルを登録／変更する   5-23

ファクス機能に関する登録

1

2

3

4

5
登
録
／
設
定
編

グループリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈7〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０７
０７ ク゛ルーフ゜タ゛イヤル リスト

 2 〈セット〉を押します。
・	グループリストがプリントされます。
・		番号が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と表示
され、リストはプリントされません。
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プログラムワンタッチを登録／変更する
応用通信をプログラムワンタッチに登録しておくと、登録したワンタッチキーを押すだ
けで登録した操作を行うことができます。
l		プログラムワンタッチはワンタッチキーの 61～ 64に登録できます。
l		登録内容は以下の 3つです。
	 ・通信
	  ・	時刻指定通信、ポーリング、Fコード送信、Fコードポーリングのいずれかを登

録できます。時刻指定は、ほかの 3つの通信と組み合わせて登録できます。
	 	 ・	ポーリングと Fコードポーリング設定以外のときは、個別設定として画質、濃度、

メモリー送信、送信確認証、メッセージ、ファクス＆コピーの設定ができます。
	 ・リストプリント
	 	 ・リストのプリントを登録することができます。
. ・原稿蓄積
	 	 ・ポーリング原稿、Fコードボックス原稿を蓄積することができます。
	 	 ・個別設定として画質、濃度、ファクス＆コピーの設定ができます。
l			相手先番号に、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルを指定すると
きは、あらかじめ、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルの登録が
必要です。（→ 5-12 ページ、→ 5-17 ページ、→ 5-21 ページ）

「通信」を登録／変更する
登録内容を変更する場合は手順の中で、変更したい箇所を表示させ、〈クリア〉で消去
してから新しく入力するか、カーソルキーで設定を変更してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈4〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３４１
 １ フ゜ロク゛ラムワンタッチ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録したいプログラムワンタッチキーを押します。

・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できるプログラムワンタッチキーは 61～ 64です。

 4 〈セット〉を押します。
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 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ツウシン」を選びます。
トウロク ナイヨウ：ツウシン
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
 7 相手先番号を入力します。（最大40桁）

・	ポーズ、ハイフンなどのダイヤル記号も入力できます。（→ 2-21 ページ）
・	 	テンキー、ワンタッチダイヤル、短縮ダイヤル、グループダイヤルが使用
できます。

・	 	〈同報〉を押すことにより、最大 220 宛先まで指定できます。（テンキー入
力による指定は 20宛先までです。）

・	 	番号を間違えて入力したときは、〈クリア〉を押して、正しい番号を入力し
直してください。
６１：タ゛イヤル ハ゛ンコ゛ウ
１１１－２２２－３３３３＿ 

・	時刻指定通信を登録する場合は、手順 8に進みます。
・	ポーリング受信を登録する場合は、手順 12へ進みます。
・	 F コード送信を登録する場合は、手順 15へ進みます。
・	 F コードポーリングを登録する場合は、手順 21へ進みます。

■.時刻指定通信を登録するとき
（時刻指定通信：→ 3-7 ページ）
時刻指定は、ほかの 3つの通信と組み合わせて登録できます。

 8 〈応用通信〉で「ジコクシテイ ツウシン」を選びます。
１．シ゛コクシテイ ツウシン
            ▼／▲／セット

 9 〈セット〉を押します。
 10. テンキーで送信時刻（日 時 分）を入力します。

【例】10日午後 3時 30分と入力したとき
シ゛コクシテイ ツウシン
シ゛コクヲ ト゛ウソ゛ １０／１５：３０

・	数字が 1桁のときは先頭に 0を付けます。
・	日を指定しないときは、「00」を入力します。

 11. 〈セット〉を押します。
・		手順 7に戻ります。ほかの通信機能と組み合わせるときは、それぞれの登
録手順に進んでください。

・	続けて〈セット〉を押すと、手順 29「個別設定」（5-28 ページ）に移ります。
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■.ポーリング受信を登録するとき
（ポーリング受信：→ 3-11 ページ）

 12. 〈応用通信〉で「ポーリング」を選びます。
２．ホ゜ーリンク゛
            ▼／▲／セット

 13. 〈セット〉を押します。
手順 7に戻ります。時刻指定と組み合わせるときは、「時刻指定通信を登録す
るとき」（5-25 ページ）へ戻ります。

 14. 手順 27へ進みます。
■.F コード送信を登録するとき
（Fコード送信：→ 3-20 ページ）

 15. 〈応用通信〉で「Fコード ソウシン」を選びます。
３．Fコート゛ ソウシン
            ▼／▲／セット

 16. 〈セット〉を押します。
 17. テンキーで、使用する Fコードボックスのサブアドレス番号を入力し

ます。
サブアドレスは 20桁以内の数字が使用できます。
サフ゛アト゛レス ヲ ト゛ウソ゛
００１１２２３３４４＿ 

 18. 〈セット〉を押します。
 19. テンキーで、パスワードを入力します。

・	パスワードは 20桁以内の数字、 、＃が使用できます。
・	パスワードの必要がないときは、何も入力しないで次に進みます。
ハ゜スワート゛ ヲ ト゛ウソ゛
＊＊０１０１０１＊＊＿ 

 20. 〈セット〉を押します。
・	手順 7に戻ります。時刻指定と組み合わせるときは、「時刻指定通信を登録
するとき」（5-25 ページ）へ戻ります。
・	続けて〈セット〉を押すと、手順 29「個別設定」（5-28 ページ）に移ります。
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■.F コードポーリングを登録するとき
（Fコードポーリング：→ 3-21 ページ）

 21. 〈応用通信〉で「Fコード ポーリング」を選びます。
４．F	コート゛ ホ゜ーリンク゛
            ▼／▲／セット

 22. 〈セット〉を押します。
 23. テンキーで、使用する機能のサブアドレス番号を入力します。

サブアドレスは 20桁以内の数字が使用できます。
サフ゛アト゛レス ヲ ト゛ウソ゛
９９８８７７６６＿ 

 24. 〈セット〉を押します。
 25. テンキーで、パスワードを入力します。

・	パスワードは 20桁以内の数字、 、＃が使用できます。
・	パスワードの必要がないときは、何も入力しないで次に進みます。
ハ゜スワート゛ ヲ ト゛ウソ゛
＊＊９９８８９９＊＊＿ 

 26. 〈セット〉を押します。
手順 7に戻ります。時刻指定と組み合わせるときは、「時刻指定通信を登録す
るとき」（5-25 ページ）へ戻ります。

 27. 〈セット〉を押します。
ほかのプログラムワンタッチを登録するときは、続けて 5-24 ページの手順 3
から操作を繰り返します。

 28. 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。
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■.個別設定

 29. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でＯＮ／OFFを選びます。
コヘ゛ツ セッテイ       ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 30. 〈セット〉を押します。
「OFF」を選択したときは、この手順で終了です。ほかのプログラムワンタッ
チを登録するときは、続けて 5-24 ページの手順 3から操作を繰り返します。
登録を終了するときは、〈ストップ〉を押して待機画面に戻ります。

 31. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で画質を選びます。
・		カーソルキーの〈▼〉を押すごとに「ヒョウジュン」→「コウガシツ」→「チョ
ウコウガシツ」→「シャシン」の順に表示が変わります。

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
カ゛シツ      ：ーーーーーーーーー
            ▼／▲／セット

 32. 〈セット〉を押します。
 33. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で濃度を選びます。

・		カーソルキーの〈▼〉を押すごとに「ウスク」→「フツウ」→「コク」の		
順に表示が変わります。

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
ノウト゛            ：ーーー
            ▼／▲／セット

 34. 〈セット〉を押します。
 35. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でメモリー送信のON／OFFを選びます。

・	ON …メモリー送信
	OFF…リアルタイム送信

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
メモリー ソウシン       ：ーーー
            ▼／▲／セット

 36. 〈セット〉を押します。
 37. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で送信確認証ON／OFFを選びます。

・	ON…送信確認証を付ける
	OFF…送信確認証を付けない

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
ソウシンカクニンショウ     ：ーーー
            ▼／▲／セット
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 38. 〈セット〉を押します。
 39. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で送信案内証のON／OFFを選びます。

・	ON…送信案内証を付ける
	OFF…送信案内証を付けない

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
メッセーシ゛          ：ーーー
            ▼／▲／セット

 40. 〈セット〉を押します。
 41. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でファクス＆コピーのON／OFF を選

びます。
・		メモリー送信がOFF に設定されているときは、この設定は表示されません。
手	順 43に進みます。

・	ON …ファクス＆コピーをする
	OFF…ファクス＆コピーをしない

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
ファクス＆コヒ゜ー       ：ーーー
            ▼／▲／セット

 42. 〈セット〉を押します。
ほかのプログラムワンタッチを登録するときは、続けて 5-24 ページの手順 3
から操作を繰り返します。

 43. 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。
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「リストプリント」を登録／変更する
登録内容を変更する場合は手順の中で、変更したい箇所を表示させ、カーソルキーで設
定を変更してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈4〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３４１
 １ フ゜ロク゛ラムワンタッチ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録したいプログラムワンタッチキーを押します。

・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できるプログラムワンタッチキーは 61～ 64です。

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「リスト プリント」を選びます。

トウロク ナイヨウ：リスト フ゜リント
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で希望のリストを選びます。

カーソルキーの〈▼〉を押すごとに「キノウ リスト」→
「キキ セッテイ リスト」→
「ツウシンキロク」→「ツウシンヨヤク リスト」→
「ワンタッチダイヤル リスト」→
「タンシュクダイヤル リスト」→
「グループダイヤル リスト」→
「ダイレクトメールダイヤルリスト」→
「メッセージ リスト」→
「Fコード ボックス リスト」→
「Fコード ゲンコウ リスト」→
「プログラムワンタッチ リスト」→
「ファクスワープ リスト」→
「フォンワープ リスト」の順に表示が変わります。
６２：キノウ リスト
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
ほかのプログラムワンタッチを登録するときは、続けて手順 3から操作を繰
り返します。

 9 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。
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「原稿蓄積」を登録／変更する
登録内容を変更する場合は手順の中で、変更したい箇所を表示させ、カーソルキーで設
定を変更してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈4〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３４１
 １ フ゜ロク゛ラムワンタッチ セット

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録したいプログラムワンタッチキーを押します。

・	カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。
・	登録できるプログラムワンタッチキーは 61～ 64です。

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ゲンコウ チクセキ」を選びます。

トウロク ナイヨウ：ケ゛ンコウ チクセキ
            ▼／▲／セット

 6 〈セット〉を押します。
 7 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で「ポーリング ゲンコウ」または「Fコー

ド ボックス ゲンコウ」を選びます。
６３：ホ゜ーリンク゛ ケ゛ンコウ
            ▼／▲／セット

 8 〈セット〉を押します。
「ポーリング ゲンコウ」を選択したときは手順１３へ進みます。

 9 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉またはテンキーで、登録するボックス番
号を選びます。
	選ばれたボックスに親展ボックスまたは中継ボックスが登録されている場合
は、エラーメッセージが表示されます。
ホ゛ックス ヲ エランテ゛クタ゛サイ
０２：ナコ゛ヤシテン

 10. 〈セット〉を押します。
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 11. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、原稿上書きのON／OFFを選びます。
	 ON		…原稿上書き
	 OFF…原稿追加
ケ゛ンコウ ウワカ゛キ     ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 12. 〈セット〉を押します。
 13. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で個別設定のON／OFFを選びます。

コヘ゛ツ セッテイ       ：ＯＦＦ
            ▼／▲／セット

 14. 〈セット〉を押します。
・	 	OFF を選んだときは、この手順で終了です。次のプログラムワンタッチの
登録画面になります。

 15. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で画質を選びます。
・	 	カーソルキーの〈▼〉を押すごとに「ヒョウジュン」→「コウガシツ」→「チョ
ウコウガシツ」→「シャシン」の順に表示が変わります。

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
カ゛シツ      ：ーーーーーーーーー
            ▼／▲／セット

 16. 〈セット〉を押します。
 17. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、濃度を選びます。

・	 	カーソルキーの〈▼〉を押すごとに「ウスク」→「フツウ」→「コク」の
順に表示が変わります。

・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
ノウト゛            ：ーーー
            ▼／▲／セット

 18. 〈セット〉を押します。
 19. カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で、ファクス＆コピーのON／OFF を

選びます。
・	ON…ファクス＆コピーをする
	 OFF…ファクス＆コピーをしない
・	「ーーー」を選ぶと、そのときの設定値に設定されます。
ファクス＆コヒ゜ー       ：ーーー
            ▼／▲／セット
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 20. 〈セット〉を押します。
ほかのプログラムワンタッチを登録するときは、続けて 5-24 ページの手順 3
から操作を繰り返します。

 21. 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。

消去する

 1 〈メニュー／文字〉、〈3〉、〈4〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．３４２
 ２ フ゜ロク゛ラムワンタッチ クリア

 2 〈セット〉を押します。
 3 消去したいプログラムワンタッチキーを押します。

カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 消去してよければ、もう一度〈セット〉を押します。

・	消去を中止するときは〈クリア〉を押します。
・	続けて消去を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 6 〈ストップ〉を押します。
消去を終了し、待機画面に戻ります。
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プログラムワンタッチリストをプリントする

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈1〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５１２
１２ フ゜ロク゛ラムワンタッチ リスト

 2 〈セット〉を押します。
・プログラムワンタッチダイヤルリストがプリントされます。
・	番号が１件も登録されていない場合は、「セット サレテイマセン」と表示
され、リストはプリントされません。

プログラムワンタッチの使いかた
登録した操作を実行します。

 1 実行したいプログラムワンタッチキーを押します。
 2 登録した操作が実行されます。
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ご愛用スイッチキーを登録する
「節電」と「通信モード選択機能」を除く、6つのキーに機能を割り当てて登録できます。
よく使用する機能を割り当てておくと、操作の手間が省けます。

割り当てることができる機能
機  能 キーを押したときの動作

ファクス機能 通信確認（初期設定） 通信の予約状況を確認したり、通信結果を確認した
りする

同報（初期設定） 同報送信をする場合、宛先を区切る
応用通信（初期設定） 時刻指定通信、ポーリング、Fコード送信、Fコード

ポーリングをする
短縮／グループ（初期設定） 短縮ダイヤルを使う／グループ送信をする
オンフック（初期設定） オンフック／オフフック
済スタンプ（初期設定） ON／OFF
リストプリント 各種リストプリントの選択
ファクスワープ＊1 ON／ OFF
発信元送信＊3 原稿に発信元を 付ける／付けない
発信元選択＊3 通信ごとに発信元名を選択する
メモリー送信 メモリー送信／リアルタイム送信
セキュリティ受信 ON／OFF
送信確認証 ON／OFF
メッセージ 送信案内証を 付ける／付けない
自動受信＊2 自動受信／手動受信＊2

フォンワープ＊1 ON／ OFF
日報 日報をプリントする
閉域送信 送信ごとに閉域送信を する／しない
ＩＤチェック送信 送信ごとに IDチェック送信を する／しない

コピー機能 ソートコピー ON／OFF
ファクス／コピー
共通機能

ファクス＆コピー ON／OFF
車検証読み取り＊4 ON／ OFF
えんぴつ読み取り＊5 ON／ OFF

＊ 1	 	ファクスワープ、フォンワープを使用する場合、使用できない受信モードがあります。
＊2	 	自動受信（初期設定で選ばれたファクス待機、電話／ファクス待機、ファクス／
電話待機、留守／ファクス待機）と手動受信（電話待機）を切り替えることができます。
初期設定で電話待機が選ばれた場合は、自動受信はファクス／電話待機となります。

＊3	 	「発信元送信」と「発信元選択」は、どちらか一方だけ割り当てることができます。
＊4	 	車検証読み取りモードをONに設定すると、車検証などの地模様や地色のある原稿
の背景を読み取りません。送信時間を短縮でき、トナー消費を防ぎます。

＊5	 	えんぴつ読み取りモードをONに設定すると、淡い鉛筆書きの原稿もくっきり読み
取ります。
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登録／変更する
登録内容を変更する場合は手順の中で、変更したい箇所を表示させ、〈クリア〉で消去
してから新しく入力するか、カーソルキーで設定を変更してください。

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈1〉、〈0〉、〈4〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２１０４
０４ コ゛アイヨウ スイッチ

 2 〈セット〉を押します。
 3 登録したいご愛用スイッチキーを押します。

【例】同報キーに登録したいときは、〈同報〉を押します。
カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で選ぶこともできます。

 4 〈セット〉を押します。
 5 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉で登録したい機能を選びます。

２：ハッシンモト ソウシン
            ▼／▲／セット

すでにほかのご愛用スイッチキーに登録されている機能は表示されません。

 6 〈セット〉を押します。
・	ご愛用スイッチキーが登録されます。
・	続けて登録を行うときは、手順 3から操作を繰り返します。

 7 〈ストップ〉を押します。
登録を終了し、待機画面に戻ります。

 8 「ご愛用スイッチラベル」をキーの上に貼ります。
設定した機能と同じ名前のシールを貼ります。
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ご愛用スイッチキーの使いかた

■.済スタンプを登録したとき

 1 済スタンプを登録した、ご愛用スイッチキーを押します。
ランプが点灯し、済スタンプがONになります。

もう一度〈済スタンプ〉を押すとランプが消灯し、OFF になります。

 2 原稿をセットし、送信すると済スタンプが押されます。
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機器設定のしかた
設定の種類は以下の 3つです。
l		システム設定…ファクス機能・コピー機能の管理機能や、使い勝手をよくする機能の

設定を行えます。
l		ファクス設定…ファクス機能の初期設定を設定できます。よく使う機能は、初期設定

を変更しておくと、設定の手間が省けます。
l		コピー設定……コピー機能の初期設定を設定できます。よく使う機能は、初期設定を

変更しておくと、設定の手間が省けます。

設定例
それぞれの機能の設定方法はそれぞれ ｢設定方法｣ の欄に記載されています。
ここではコピー設定の ｢1 プリント パラメーター｣ を例に、設定方法の内容を詳し
く説明します。

 1 〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈3〉、〈1〉を押します。
【例】「1 プリント パラメーター」を設定するとき
［キノウ センタク］   Ｎｏ．２３１
 １ フ゜リント ハ゜ラメーター

 2 〈セット〉を押します。
 3 カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉でプリント縮小率を選びます。

設定を変更しないときは次へ進みます。
【例】「81％」を選んだとき
フ゜リント シュクショウリツ： ８１％
            ▼／▲／セット

 4 〈セット〉を押します。
 5 テンキーでしきい値を入力します。

設定を変更しないときは次へ進みます。
【例】「35mm」と入力したとき
シキイチ
        （００−８５mm）：３５

 6 〈セット〉を押します。
・		選択した設定値がセットされ、次の設定画面になります。ほかの設定を続け
て行えます。
・	操作を終了するときは〈ストップ〉を押します。
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システム設定一覧
初期設定とは、電源を入れたときや、〈ストップ〉を押して待機画面に戻したときの状
態を言います。

番号 機 能 設定値 機能説明 設定方法
1 用紙サイズ設定 ●カセット 1

A4
B4
A5
B5

●カセット 2
（オプション品）
A4
B4
A5
B5

カセット 1、カセット 2（オ
プション品）にセットする用
紙のサイズを選択します。 〈メニュー／文字〉、〈2〉、

〈1〉、〈0〉、〈1〉、〈セット〉
→カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉
でカセット 1の用紙サイズ
を選択→〈セット〉→カセッ
ト 2（オプション品）装着
時はカーソルキーの〈▲〉、
〈▼〉で用紙サイズを選択→
〈セット〉

2 リストプリント用
紙選択

※オプション品の
カセット 2が必
要です。

A4
B4
A5
B5

リストをプリントする用紙の
サイズを設定できます。設定
した用紙サイズがカセットに
セットされていないときは、
自動的にほかの用紙にプリン
トします。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈0〉、〈2〉、〈セット〉
→カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉
で用紙サイズを選択→
〈セット〉

3 スキャナーパラ
メーター

●ガシツ
ヒョウジュン
コウガシツ
チョウコウガシツ
シャシン

●ノウド
フツウ
コク
ウスク

●ヨミトリサイズ
A4
B4

読み取り時の画質、濃度、読
み取りサイズの初期値を設
定します。よく送信またはコ
ピーする原稿に合わせて設定
しておくと、変更の手間が省
けます。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈0〉、〈3〉、〈セット〉
→カーソルキーの〈▲〉、
〈▼〉で画質を選択→〈セッ
ト〉→カーソルキーの〈▲〉、
〈▼〉で濃度を選択→〈セッ
ト〉→カーソルキーの〈▲〉、
〈▼〉で読み取りサイズを選
択→〈セット〉

4 ご愛用スイッチ → 5-35 ページ 任意のキーに機能を割り当て
て登録できます。よく使用す
る機能を割り当てておくと、
操作の手間が省けます。

「ご愛用スイッチキーを登録
する」（5-35	ページ）を参
照してください。

5 ファクス＆コピー ON
OFF

１回の原稿読み取り操作で、
ファクスとコピーが同時にで
きます。

※ご愛用スイッチキーに
「ファクス＆コピー」を登
録すると、1通信ごとに切
り替えることができます。
（→ 5-35 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈0〉、〈5〉、〈セット〉
→カーソルキーの〈▲〉、〈▼〉
で設定値を選択→〈セット〉

＿のついている値が、出荷時設定です。
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番号 機 能 設定値 機能説明 設定方法
6 プロテクトコード 0000 セキュリティ機能（セキュリ

ティ受信）を利用するために
必要な 4桁の数字です。

「プロテクトコードの設定」
（4-4	ページ）を参照して
ください。

7 時計 西暦、月日、時分を入力しま
す。時刻は 24時間制で入力
します。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈０〉、〈7〉、〈セット〉
→テンキーで現在の時刻を
入力→〈セット〉

8 サービスモード 設定しないでください。
9 管理者パスワード → 4-2 ページ ファクス送信操作時の誤操作

を防いだり、管理者以外によ
る機器設定変更などの操作に
制限をかけたりするなど、管
理者による一元化を可能にし
ます。

「管理者パスワードの設定」
（4-2	ページ）を参照して
ください。

10 プロテクト機能 → 4-26 ページ 「キンシ」に設定すると、操作・
設定を制限できます。

「設定や操作を制限する（プ
ロ テ ク ト 機 能 ）」（4-26	
ページ）を参照してくださ
い。

11 節電モード → 1-11 ページ 節電モードの設定や移行時
間、節電モードを開始する時
間や解除する時間を設定でき
ます。
この設定に関係なく、〈節電〉
を押すと、すぐに節電モード
になります。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈1〉、〈1〉、〈セット〉
→カーソルキーの〈▲〉、
〈▼〉で設定する機能を選
択→〈セット〉

 自動節電モード ON
OFF

ONに設定すると、設定時間
後、自動的に節電モードに移
行します。
OFF に設定した場合は、「節
電時間」、「節電開始」および
「節電解除」機能は無効にな
ります。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈1〉、〈1〉、〈1〉、
〈セット〉→カーソルキー
の〈▲〉、〈▼〉で設定値を
選択→〈セット〉

 節電時間 1～ 240分：1分 自動的に節電モードへ移行す
るまでの時間を設定できま
す。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈1〉、〈1〉、〈2〉、
〈セット〉→節電時間をテ
ンキーで入力→〈セット〉

 節電開始 ●セツデンカイシ
ON
OFF

●ジコク
00:00

ON	に設定すると、節電モー
ドを開始する時刻を設定でき
ます。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈1〉、〈1〉、〈3〉、
〈セット〉→カーソルキー
の〈▲〉、〈▼〉で設定値を
選択→〈セット〉→ONに
設定した場合は節電を開始
する時刻をテンキーで入力
→〈セット〉

 節電解除 ●セツデンカイジョ
ON
OFF

●ジコク
00:00

ON	に設定すると、節電モー
ドを解除する時刻を設定でき
ます。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、
〈1〉、〈1〉、〈1〉、〈4〉、
〈セット〉→カーソルキー
の〈▲〉、〈▼〉で設定値を
選択→〈セット〉→ONに
設定した場合は節電を解除
する時刻をテンキーで入力
→〈セット〉

＿のついている値が、出荷時設定です。
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ファクス設定一覧
初期設定とは、電源を入れたときや、〈ストップ〉を押して待機画面に戻したときの状
態を言います。

番号 機 能 設定値 機能説明 設定方法
1 プリントパラメー
ター

ジドウ
100％

0～ 85mm：	
24mm

■	受信縮小率
受信文書の長さに合わせて
自動的に倍率が選択される
「ジドウ」と、縮小しない
でプリントされる「100％」
があります。
（→ 2-40 ページ）

■	しきい値
受信原稿が有効記録紙サイ
ズに収まらない場合に、ど
のようにプリントするか
を判断する値です。（0 ～
85mm）
（→ 2-41 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈1〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で受
信縮小率を選択→〈セット〉
→テンキーでしきい値（2桁
の数字）を入力→〈セット〉

2 ポーズ時間 0～ 10秒：3秒 ポーズ記号を入力したときの
ダイヤル間隔（0 ～ 10 秒）
の初期値を設定します。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈2〉、〈セット〉→テン
キーで時間（2桁の数字）を
入力→〈セット〉

3 呼び出しベル回数 0～ 10回：2回 受信モードが（ファクス、電
話／ファクス待機）のとき、
受信動作が開始されるまでの
呼び出しベル回数（0～10回）
を設定します。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈3〉、〈セット〉→テン
キーで回数（2桁の数字）を
入力→〈セット〉

4 リダイヤル ●カイスウ
0～ 15回：3回

●カンカク
0～ 5分：1分

相手が話し中などのとき、あ
らかじめ設定した回数（0～
15回）や間隔（0～ 5分）で
再度ダイヤルします。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈4〉、〈セット〉→テン
キーで回数（2桁の数字）を
入力→〈セット〉→テンキー
で間隔（1桁の数字）を入力
→〈セット〉

5 発信元送信 ON
OFF

送信した原稿の先頭に発信元
名を表示するかしないかを設
定します。

※ご愛用スイッチキーに
「発信元送信」を登録す
ると、1 通信ごとに切り
替えることができます。	
（→ 5-35 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈5〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で設
定値を選択→〈セット〉

6 宛名表示 ON
OFF

ワンタッチダイヤルおよび短
縮ダイヤルに登録している相
手先名を送信原稿の先頭に表
示するかしないかを設定しま
す。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈6〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で設
定値を選択→〈セット〉

＿のついている値が、出荷時設定です。
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番号 機 能 設定値 機能説明 設定方法
7 ECMモード ON

OFF
電話回線の影響で正しく送信
できなかったときに、その部
分を自動的に送信し直しま
す。（相手先にも同じ機能が
必要です。）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈7〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で
設定値を選択→〈セット〉

8 ダイレクトメール
防止

→ 4-22 ページ ダイレクトメール防止には 3
種類の方法があります。
モード 1：ワンタッチ、短縮

ダイヤルに登録さ
れている相手先か
らの文書のみを受
信する方法です。

モード 2：ダイレクトメール
防止専用の番号登
録を行い、登録さ
れた相手先からの
受信を拒否する方
法です。

モード 3：モード 1、2 を合
わせた方法です。

OFF  ：ダイレクトメール
防止を行いません。

「ダイレクトメールを防止す
る」（4-22	ページ）を参照
してください。

9 メモリー送信 ON
OFF

送信するときにメモリー送信
を優先するか、リアルタイム
送信を優先するか設定します。
ON にするとメモリー送信、
OFF にするとリアルタイム送
信を優先します。

※ご愛用スイッチキーに「メ
モリー送信」を登録すると、
1通信ごとに切り替えるこ
とができます。
（→ 5-35 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈0〉、〈9〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で
設定値を選択→〈セット〉

10 済スタンプ ON
OFF

済スタンプには、メモリー送
信時に原稿の読み取りを完了
したことを示す読み取り済ス
タンプと、リアルタイム送信
時に送信が完了したことを示
す送信済スタンプの 2種類が
あります。

※ご愛用スイッチキーの設定
にて「済スタンプ」を削除
したときは、1通信ごとの
切り替えはできません。
 （→ 5-35 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈1〉、〈0〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉、〈▼〉で
設定値を選択→〈セット〉

11 ワープ暗証番号 0000 ～ 9999 外出先からフォンワープを設
定するときに使用するための
暗証番号を登録します。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉
〈1〉、〈1〉、〈セット〉→テ
ンキーで現在の暗証番号（4
桁の数字）を入力→〈セット〉
→テンキーで新しい暗証番
号（4桁の数字）を入力→
〈セット〉

＿のついている値が、出荷時設定です。
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番号 機 能 設定値 機能説明 設定方法
12 ダイヤルインセッ

ト
●	ファクス
なし
●	ホンタイデンワ
なし
●	ゾウセツデンワ
なし
●	ベルジカンセット
10～60秒：30秒

ダイヤルイン契約した電話番
号（3番号分まで）をファクス
番号、ハンドセット用番号、増
設電話番号として登録し、その
登録に基づいてダイヤルイン
着信したときの 4桁の番号で、
ファクス受信および電話を区
別することができます。
（→ 1-33 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、
〈1〉、〈2〉、〈セット〉→テン
キーでファクス用の番号を入
力→〈セット〉→テンキーで
ハンドセット用の番号を入力
→〈セット〉→テンキーで増
設電話用の番号を入力→
< セット > →呼び出しベル
時間をテンキーで入力→	
〈セット〉

13 特定通信セット ツウシンツド
ジョウジ

特定通信の初期値を設定しま
す。（→ 3-49 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、
〈1〉、〈3〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉〈▼〉で設
定値を選択→〈セット〉

14 逆順プリント ON
OFF

ONに設定すると、受信した原
稿を逆順にプリントします。
ON に設定していても、メモ
リー残量が少ないと自動プリ
ントになる場合があります。

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、
〈1〉、〈4〉、〈セット〉→カー
ソルキーの〈▲〉〈▼〉で設
定値を選択→〈セット〉

以下の記述も参照してくださ
い。

＿のついている値が、出荷時設定です。

逆順プリントについて
逆順プリントを設定すると、受信した原稿の順番が逆になって出力されます。原稿を複
数受信したときに、新しい順番から受け取ることができるので大変便利です。
以下の蓄積原稿時にも逆順プリントが可能です。
 ・通信予約原稿
 ・ポーリング蓄積原稿
 ・Fコード蓄積原稿
   Fコード親展（受信原稿）
   Fコード掲示板（受信原稿と登録原稿）
 ・代行受信原稿
 ・セキュリティ受信原稿

設定が有効になるのは新規に受信した原稿からです。
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コピー設定一覧
コピー機能の初期設定を設定できます。よく使う機能は、初期設定を変更しておくと、
設定の手間が省けます。

番号 機能 設定値 機能説明 設定方法
1 プリントパラメー
ター

ジドウ
100％
81％

0～ 85mm：
24mm

■プリント縮小率
コピー原稿の長さに合わせて
自動的に倍率が選択される
「シドウ」と、一定の縮小率
でプリントされる「100％」
「81％」があります。
（→ 2-40 ページ）

■しきい値
読み取り原稿が有効記録紙サ
イズに収まらない場合に、ど
のようにプリントするかを判
断する値です。（0～ 85mm）
（→ 2-41 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈3〉、
〈1〉、〈セット〉→カーソルキー
の〈▲〉、〈▼〉でプリント縮
小率を選択→〈セット〉、テ
ンキーでしきい値（２桁の数
字）を入力→〈セット〉

2 ソートコピー ON
OFF

ON に設定すると、初期設定に
てソートがONになります。ソー
トコピーが多い場合ONに設定
しておくと、設定の手間が省け
ます。

※ご愛用スイッチキーに「ソー
トコピー」を登録すると、ご
愛用スイッチキーを押すだけ
でソートコピーのON／OFF
を設定することができます。
（→ 5-35 ページ）

〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈3〉
〈2〉、〈セット〉→カーソルキー
の〈▲〉、〈▼〉で設定値を選
択→〈セット〉

＿のついている値が、出荷時設定です。
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機器設定リストをプリントする
機器設定リストをプリントすると、本商品に設定された各種機能の設定状況を確認する
ことができます。

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈2〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０２
０２ キキ セッテイ リスト

 2 〈セット〉を押します。
機器設定リストがプリントされます。
【プリント例】
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ドラム、トナーカートリッジを交換する

ドラム、トナーカートリッジについて
指定カートリッジご使用のおすすめ
	 	当社では、指定以外のカートリッジについては、品質検査を行っておらず、品質を保証することができ
ません。当社製品には、プリント品質が得られるように設計された指定カートリッジをおすすめします。

ドラムカートリッジの交換
ドラムカートリッジの交換時期になると、“ ドラム ヲ コウカン シテクダサイ ” と
表示されます。新しいドラムカートリッジに交換してください。

 1 トップカバー解除レバーを引き上げ、トップカバーを開けます。

 2 プリンターカバーを開けます。
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 3 ドラム、トナーカートリッジを取り外します。
トナーカートリッジ中央の②の部分をつかんで取り外します。

 4 ドラム、トナーカートリッジを平らな場所に置き、ドラムカートリッ
ジを取り外します。

 5 トナーカートリッジを新しいドラムカートリッジにセットします。
トナーカートリッジの溝にドラムカートリッジをセットします。
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 6 ドラム、トナーカートリッジをセットします。
カートリッジの矢印と、本体の矢印が合うようにセットします。

 7 記録ヘッドを清掃します。
・	 	記録ヘッドをトナーカートリッジ梱包箱に同梱されているレンズクリー
ナーで軽くふきます。

・	清掃ムラを防止するため、途中で止めないでください。

記録ヘッド
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 8 プリンターカバーを閉めます。
プリンターカバー右端中央のマーク部分を押さえて、” カチッ ” と音がするま
で閉めてください。

 9 トップカバーをゆっくりと閉めます。
トップカバーの左右を押して、”カチッ ” と音がするまで閉めてください。
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トナーカートリッジの交換
トナーが残り少なくなると、“トナー ガ ノコリワズカデス ”と表示されます。
そのままお使いいただけますが、新しいトナーカートリッジを用意してください。トナー
がなくなると、“	トナー ヲ コウカン シテクダサイ ”	と表示され、プリントができ
なくなります。
新しいトナーカートリッジに交換してください。

 1 トップカバー解除レバーを引き上げ、トップカバーを開けます。

 2 プリンターカバーを開けます。

 3 ドラム、トナーカートリッジを取り外します。
ドラム、トナーカートリッジの奥側から取り外します。
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 4 ドラム、トナーカートリッジを平らな場所に置き、ドラムカートリッ
ジを取り外します。

 5 ドラムカートリッジの感光体（緑色の箇所）に日光が当たらないよう
に紙、布などでおおいます。

 6 新しいトナーカートリッジを振ります。
トナーが均一になるように、軽く振ってください。

 7 ドラムカートリッジを新しいトナーカートリッジにセットします。
トナーカートリッジの溝にドラムカートリッジをセットします。



6-8   ドラム、トナーカートリッジを交換する

 8 ドラム、トナーカートリッジを本体にセットします。
カートリッジの矢印と、本体の矢印が合うようにセットします。

 9 定着クリーナーを交換します。

・	定着クリーナーのフェルト部分を下にして、定着器にセットします。
・	 	ドラムカートリッジの感光体部分（緑色のローラー）に、定着クリーナー
を置かないでください。

 10. 記録ヘッドを清掃します。
・	 	記録ヘッドをトナーカートリッジ梱包箱に同梱されているレンズクリー
ナーで軽くふきます。

・	清掃ムラを防止するため、途中で止めないでください。

記録ヘッド
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 11. プリンターカバーを閉めます。
プリンターカバー右端中央のマーク部分を押さえて、” カチッ ” と音がするま
で閉めてください。

 12. トップカバーをゆっくりと閉めます。
トップカバーの左右を押して、”カチッ ” と音がするまで閉めてください。
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済スタンプを交換する
済スタンプが薄くなったときは、次の手順で交換してください。

済スタンプを交換するときはピンの先に注意してください。ピンの先は尖っており、けがの原
因となることがあります。

 1 原稿カバー解除レバーを引いて原稿カバーを開け、さらに内側のカバー
を開けます。

 2 付属のピンを、済スタンプの印面に刺します。
原稿ガイドを倒れないように持ちながら、ピンをスタンプの印面に刺してく
ださい。

 3 済スタンプを引き抜きます。

 4 付属のピンを新しい済スタンプの印面に刺します。
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 5 本体に差し込みます。

 6 ピンを斜めに傾けて、ピンだけを抜きます。

 7 内側のカバー、原稿カバーを閉めます。
原稿カバーの左右の端を上から押して、”	カチッ ”	と音がするまで閉めてくだ
さい。
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日常のお手入れ
本商品のお手入れの手順を説明します。
かわいた柔らかい布でふいてください。汚れのひどいときは、水にひたした布をよくし
ぼってからふきとります。

・	 	ベンジンやシンナーなど揮発性のものは使わないでください。プラスチック部品や塗装を
いためることがあります。

・	 	清掃に使用する布は、よくしぼってからご使用ください。本商品内部に水が入ると、故障
の原因となります。

本体カバーを清掃する
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原稿ガラス、読み取りガイドを清掃する
原稿ガラスが汚れていると、相手側での受信文書やコピーの汚れの原因となります。ま
た、原稿を汚す原因にもなります。

 1 原稿カバー解除レバーを引いて原稿カバーを開け、さらに内側のカバー
を開けます。

 2 原稿ガラス、読み取りガイドをふきます。

	汚れのひどいときは、水にひたした布をよくしぼってからふきとります。そ
の後、かわいた布でふきとります。

 3 内側のカバー、原稿カバーを閉めます。
原稿カバーの左右の端を上から押して、”	カチッ ”	と音がするまで閉めてくだ
さい。
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原稿送りローラーを清掃する
原稿送りローラーが汚れていると、繰り込みが悪くなり原稿がつまる原因となります。

 1 原稿カバー解除レバーを引いて、原稿カバーを開けます。
 2 原稿送りローラーを清掃します。

■.原稿カバー下のローラー
ローラー

ローラーを手で回しながら、ローラー全面をふいてください。

■.内側のカバー下のローラー
ローラー

ローラーを手で回しながら、ローラー全面をふいてください。

 3 内側のカバー、原稿カバーを閉めます。
原稿カバーの左右の端を上から押して、”	カチッ ”	と音がするまで閉めてくだ
さい。
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記録ヘッドを清掃する
記録ヘッドが汚れると、プリントが白く抜けたり文字がにじんだりすることがあります。

定着器とその周辺には触れないでください。動作直後は高温になっており、やけどの原因にな
ります。

 1 トップカバー解除レバーを引き上げ、トップカバーを開けます。
 2 プリンターカバーを開けます。
 3 記録ヘッドをトナーカートリッジ梱包箱に同梱されているレンズク

リーナーで軽くふきます。

記録ヘッド

 4 プリンターカバーを閉めます。
プリンターカバー右端中央のマーク部分を押さえて、" カチッ " と音がするま
で閉めてください。

 5 トップカバーをゆっくりと閉めます。
トップカバーの左右を押して、"カチッ " と音がするまで閉めてください。
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用紙がつまったとき
用紙がつまるとアラームが鳴り、アラームランプが点灯して「ヨウシ	ヲ	トリノゾイテ
クダサイ」と表示されます。次の手順で取り除いてください。

・	 	本商品内部の定着器周辺は、動作時に高温になります。紙づまりの処理や内部を点検するとき
は、定着器周辺に触れないように注意してください。やけどをする恐れがあります。

•	 	紙づまりの処理中に、トナーが目や口に入らないように注意してください。万一、トナー
が目や口に入った場合は、直ちにきれいな水で洗い流し、医師の診察を受けてください。

•	 	プリント中に用紙がつまったときは用紙にトナーが定着していません。トナーで手や衣服
を汚さないように注意してください。手や衣服が汚れた場合は、きれいな水で洗い流して
ください。温水で洗うとトナーが定着し汚れがとれなくなる場合があります。

・	 	つまった用紙を取り除くときは、本商品内部に紙片が残らないように丁寧に取り除いてくださ
い。

・	 	本商品内部の端子や搬送ローラーには触れないでください。画質低下の原因になります。
・	 ドラムカートリッジに、5分以上光があたらないようにしてください。
・	 ドラム表面には触れないでください。記録が正常にできなくなることがあります。
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本体内部で用紙がつまったとき

 1 トップカバー解除レバーを引き上げ、トップカバーを開けます。
 2 プリンターカバーを開けます。
 3 ドラム、トナーカートリッジを取り外します。

ドラム、トナーカートリッジに強い光を当てないでください。画質不良の原
因となります。

 4 ジャム解除レバーを上げ、つまっている用紙を静かに引き抜きます。
	ほかにも内部でつまっていないか確認してください。

ジャム解除レバー

 5 ドラム、トナーカートリッジを取り付けます。
 6 プリンターカバーを閉めます。

	プリンターカバー右端中央のマーク部分を押さえて、" カチッ " と音がするま
で閉めてください。

 7 トップカバーを閉めます。
	トップカバーの左右を押して、"カチッ " と音がするまで閉めてください。
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サイドカバーで用紙がつまったとき

 1 サイドカバーを開けます。
 2 つまっている用紙があれば静かに引き抜きます。

 3 サイドカバーを閉めます。
用紙カセットで用紙がつまったとき

 1 カセットをゆっくりと引き出します。
 2 つまっている用紙があれば静かに引き抜きます。

 3 用紙をセットし直します。
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 4 用紙ガイド横をセットした用紙の幅に合わせて調整します。
 5 カセットを元に戻します。

カセットの給紙圧調整
カセット内でA4、B5 の用紙がつまるときや用紙を繰り込まないときは、カセットの給
紙圧を調整します。
B4、A5 の用紙では調整できません。

調整レバーの位置：Ｈ ･･･ 用紙を繰り込まないとき
調整レバーの位置：Ｓ ･･･ 用紙がつまるとき、重なって繰り込むとき（重送）
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原稿がつまったとき
原稿がつまると、アラーム音とともにディスプレイにメッセージが表示されます。次の
手順で取り除いてください。

 1 原稿カバー解除レバーを引いて原稿カバーを開けます。
 2 つまっている原稿を静かに引き抜きます。

つまっている原稿を取り除くことができないときは手順 3へ進みます。

 3 さらに内側のカバーを開け、つまっている原稿を静かに引き抜きます。

 4 内側のカバー、原稿カバーを閉めます。
原稿カバーの左右の端を上から押して、”	カチッ ”	と音がするまで閉めてくだ
さい。
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■..次のようなメッセージが表示されたときは、原稿の続きを読み取ることがで
きます。

 1 原稿がつまったとき、以下のメッセージが表示されます。
ケ゛ンコウカ゛ ツマリマシタ
ツツ゛キノ ヨミトリ  セット／クリア

	〈クリア〉を押すか、1分間何も操作しないと蓄積した原稿をメモリーから消
去します。

 2 〈セット〉を押します。
・つまったページを表示します。
・〈ストップ〉を押すと蓄積した原稿をメモリーから消去します。

■.メモリー送信のとき
 ２ヘ゜ーシ゛カラ セットシナオシテ
スタートキー ヲ オシテクタ゛サイ

■.コピーのとき
 ２ヘ゜ーシ゛カラ セットシナオシテ
コヒ゜ーキー ヲ オシテクタ゛サイ

■.ポーリング原稿蓄積、Fコード掲示板蓄積のとき
 ２ヘ゜ーシ゛カラ セットシナオシテ
セットキー ヲ オシテクタ゛サイ

 3 つまった原稿をセットし直し、表示されたキー（〈スタート〉、〈コピー〉
〈セット〉）を押します。
原稿の読み取りが始まります。



6-22   エラーメッセージ

エラーメッセージ

アラームランプについて
通信エラーや本商品に異常があると、アラームランプが点灯します。
アラームランプは、〈ストップ〉で消灯できるときと、消灯できないときがあります。
消灯できないエラーは、エラーに対しての処置が必要です。エラーの要因が解除される
とアラームランプは消灯します。
アラームランプを消灯できるエラー
・通信エラー
・受信中にメモリーオーバーしたとき
・蓄積中にメモリーオーバーしたとき
アラームランプを消灯できないエラー
・用紙切れ、用紙づまり、原稿づまり
・トナー切れ
・カバーやカセットが開いているとき
・本商品の重大なエラー
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プリントされるエラーメッセージ
通信エラーが発生したときは、用紙にエラーの内容・対処方法のメッセージとエラーコー
ドがプリントされます。エラーコードは通信エラーの原因を表すコードです。メッセー
ジとエラーコードを確認して対処してください。ここに示した以外のエラーメッセージ
が表示またはプリントされた場合は、送り直していただき、それでも通信できない場合
は、NTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。

メッセージ メッセージの発生状態と対処の方法 エラーコード
ID 番号を確認してください 1.		相手先に登録されているファクス番号の下４桁と入

力した番号の下 4桁が一致しません。
ID番号を確認してください。

2.	相手先にファクス番号が登録されていません。
	相手先に電話をかけ、相手側機のファクス番号の確
認を依頼してください。

T.2.2

パスコードを確認してください 	相手側機の確認を依頼してください。
	パスコードの確認を依頼してください。

T.2.2

相手側機を確認してください 	相手先に電話をかけ、相手側機のモード、ファクス番
号、本商品の状態、パスコードなどの確認を依頼して
ください。

T.1.1、T.2.1
T.2.2、T.2.3
T.5.1、T.5.2
T.8.1、R.8.1

受信原稿を確認してください 相手先に電話をかけ、相手側機の動作状態の確認を依
頼してください。

T.4.2

もう１度送信してください 1.		原稿がスムーズに繰り込まれていない状態になって
いることがあります。
再度、送信操作をしてください。
2.	回線状態が悪いことがあります。
再度、送信してください。
電話機ヒモの接続を確認してください。
（→ 1-15 ページ）
3.	ダイヤルトーンが検出できません。
内線交換機によってはダイヤルトーンを送出しない場
合があります。ダイヤルトーン検出をOFF にしてく
ださい。（→ 1-29 ページ）	

T.3.1

T.4.1
T.5.3
D.0.8

もう１度ダイヤルしてください 1.		設定してある再ダイヤル回数分の電話をしても、相
手先に送信できなかった場合です。
	改めて相手先のファクス番号を押し、送信してくださ
い。それでも再度このメッセージが出るときは、相手
先に電話をかけて相手側機の状態を確認してくださ
い。
2.		ダイヤルタイプ設定が正しいか確認してください。
（→ 1-35 ページ）

D.0.2

メモリーオーバーしました 受信の場合は再度送信を依頼してください。また、用
紙がなくなり代行受信でメモリーオーバーしている場
合があります。その場合は、用紙を補充してください。
送信の場合はリアルタイム送信に設定して、再度送信
してください。

R.4.4

ダイヤル番号が登録されてません 	ワンタッチ・短縮ダイヤル番号をセットし直して、再
送信してください。

D.0.6

停止しました 通信がストップしましたので、再度通信してください。D.0.3
T.1.4
R.1.4
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エラーコード
Ｄ：ダイヤル時の異常
ﾓｰﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ コードの内容 対処・処理の方法

Ｇ
 
３
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信

D.0.2 相手が話中です ▼再送信してください。
D.0.3 〈ストップ〉が押されました ▼再送信してください。
D.0.6 オートダイヤル発信したとき、相手先

ファクス番号が登録されていない ▼正しいファクス番号をセット後、再送信してくださ
い。

D.0.7 オートダイヤル発信したとき、相手先
に着信しない ▼正しいファクス番号をセット後、再送信してくださ

い。

D.0.8 発信時、ダイヤルトーン検出できない ▼内線交換機では、外線発信時にダイヤルトーンがでな
いものがあります。その場合は、ダイヤルトーン検出
をOFF に設定してください。

▼電話機ヒモの接続を確認してください。
（→ 1-15 ページ）
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Ｔ：送信時の異常
ﾓｰﾄﾞ ｴﾗｰｺｰﾄﾞ コードの内容 対処・処理の方法

Ｇ
 
３
 
送
 
信

T.1.1
番号間違い（相手が出て切った） ▼相手先のファクス番号を確認し、再送信してください。
相手が手動受信で電話を切った ▼相手先の受信方法を確認してください。
相手機種がG3機でない ▼本商品では通信できません。

T.1.4 交信開始時に〈ストップ〉を押した（通
信管理記録のみ表示） ▼再送信してください。

T.2.1

回線状態が悪く（特に海外）相手機が
回線を切った

▼再送信してください。何度もこのエラーが発生する場
合は、NTT 通信機器お取扱相談センタにお問い合わ
せください。

相手機と設定が合わないとき ▼相手側の設定を確認してください。閉域通信設定で使
用されていればパスコードを合わせてください。

T.2.2

・	ID	チェック送信で相手機に登録され
ているファクス番号の下 4	桁と入力
した番号の下 4	桁が一致しないとき。
・	閉域送信で相手機とパスコードが一
致しないとき
・相手機と設定が合わないとき

▼相手先の機種および設定状況を確認してください。

T.2.3 回線障害などが原因で、最低速度でも
交信できない

▼再送信してください。何度もこのエラーが発生する場
合は、NTT 通信機器お取扱相談センタにお問い合わ
せください。

T.3.1

連続送信時 2枚目以降が繰り込みエ
ラーとなった ▼エラーが発生したページより再度送信してください。

900	mm以上の原稿を送信した ▼ 1 ページを 900mm以内に切って送信してください。

交信中断のあと ” ランプカクニン ”
と表示した場合は光源の光量不足

▼電源スイッチをOFF → ONしてコピーをとってみて
ください。
“ ランプカクニン ” 表示しなければ再度送信してくだ
さい。
コピーでも “ ランプカクニン ” 表示となる場合は、
NTT通信機器お取扱相談センタまでご連絡ください。
（→裏表紙）

T.3.2 回線障害などが原因で交信できなかっ
た ▼ 	再送信してください。何度もこのエラーが発生する場

合は、NTT 通信機器お取扱相談センタにお問い合わ
せください。T.4.1 原稿を送信中に回線障害などが原因で

相手機が回線を切った

T.4.2 相手側で画質異常となった
（回線障害などが原因）

▼送信したページは相手側に届いていますが、1部うつ
りが悪くなっている可能性があります。相手側に受信
画質の確認を依頼してください。

T.4.4 原稿を送信中に回線が切れた
（回線障害などが原因） ▼再送信してください。

Ｅ
Ｃ
Ｍ
送
信

T.5.1 原稿を送信中に回線が切れた
（回線障害などが原因）

▼再送信してください。何度もこのエラーが発生する場
合は、NTT 通信機器お取扱相談センタにお問い合わ
せください。

T.5.2 原稿を送信中に回線が切れた
（回線障害などが原因）

T.5.3 原稿を送信中に回線が切れた
（回線障害などが原因）

T.8.10、
T.8.11

回線障害などが原因で交信できなかっ
た

T.8.1 受信モードがあわない ▼相手側を確認してください。相手側機がファクスでは
ないことがあります。
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Ｒ：受信時の異常
ﾓｰﾄﾞ エラーコード コードの内容 対応・処理の方法

G
３
受
信

R.1.1
手動受信または転送受信を
行ってファクスが受信状態に
なったが相手から信号がこな
い

▼送信側の操作ミスが考えられます。
相手がわかっている場合はもう一度送信を依頼してくださ
い。

R.1.2
送信機とのモードが合わない

▼相手がわかっている場合はもう一度送信を依頼してくださ
い。

▼何度もこのエラーが発生する場合は、NTT 通信機器お取
扱相談センタにお問い合わせください。

ダイレクトメール禁止中にダ
イレクトメールを受信した
（通信管理記録のみ表示）

R.1.5 回線障害などが原因で交信で
きなかった

▼相手がわかっている場合はもう一度送信を依頼してくださ
い。
何度もこのエラーが発生する場合は、NTT 通信機器お取
扱相談センタにお問い合わせください。

R.2.3 回線障害などにより回線が切
れた

R.3.1 送信側で原稿を引き抜いた
または〈ストップ〉を押した

R.3.3 受信中に信号が途切れた
（回線障害などが原因）

R.3.4 最低のスピードでも受信でき
ない
（回線障害などが原因）

R.4.2 受信中に信号が切れた
（回線障害などが原因） ▼相手がわかっている場合はもう一度送信を依頼してくださ

い。
何度もこのエラーが発生する場合は、NTT 通信機器お取
扱相談センタにお問い合わせください。R.4.4 メモリー容量オーバー

（通信管理記録にのみ記載）

Ｅ
Ｃ
Ｍ
受
信

R.5.1
受信中に信号が途切れた
送信側で〈ストップ〉を押し
た ▼相手がわかっている場合はもう一度送信を依頼してくださ

い。
何度もこのエラーが発生する場合は、NTT 通信機器お取
扱相談センタにお問い合わせください。

R.5.2 受信中に信号が途切れた
（回線障害などが原因）

R.8.10、
R.8.11

回線障害などが原因で交信で
きなかった

R.8.1 通信機とのモードが合わない ▼相手機を確認してください。ポーリングにて、相手に原稿
が無いなど。
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トラブル

1

2

3

4

5

6
こ
ん
な
と
き
に
は

液晶ディスプレイ上にあらわれるメッセージ

メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
アンショウバンゴウガ チガイマス ワープ暗証番号が間違

えて入力されました。

▼正しいワープ暗証番号を入力し直
してください。 5-42

エンピツ ヨミトリ
OFF ニ スル  → セットキー

       ▼ ▲

OFF ニ シナイ → クリアキー

えんぴつ読み取りの設
定が ON のときに、車
検証読み取りの設定を
ON にしようとしまし
た。

▼〈セット〉を押すと、えんぴつ読
み取りの設定を OFF にし、車検
証読み取りの設定をONに変更し
ます。

▼〈クリア〉を押すと、えんぴつ読
み取りの設定はONのままで、車
検証読み取りの設定は OFF のま
まです。

2-7

オプションヒンカセットガ ヒツヨ
ウデス

オプション品カセット
未装着で、リストプリ
ント用紙選択設定をし
ようとしました。

▼オプション品カセット装着時の
み、有効な機能です。 7-20

カセット 1 ヲ トジテクダサイ
カセット 2 ヲ トジテクダサイ

数字で示された段のカ
セットが開いています。

▼用紙カセットを引き出し、再度押
して閉じてください。 —

ケタスウ オーバー デス 名前や番号入力のとき、
最大桁数を超えました。

▼最大桁数内で入力し直してくださ
い。 —

●原稿 1枚目でつまったとき
ゲンコウカバー ヲ カイヘイシ
テ ゲンコウセット ヤリナオシ
テクダサイ

●原稿 2枚目でつまったとき
ゲンコウガ ツマリマシタ
ツヅキノヨミトリ セット／クリ
ア

原稿の読み取り中に原
稿づまりが発生しまし
た。

▼つまった原稿を取り除き、セット
し直してください。

▼〈セット〉を押すと、読み取りを
続ける操作を行います。

▼〈クリア〉を押すと、それまでに
蓄積した原稿のデータは消え、待
機画面になります。
・1分間指示しない場合は、蓄積
した原稿のデータを消去し、待
機状態になります。

6-20

ゲンコウカバーヲ トジテクダサイ
サイドカバー 1ヲ トジテクダサイ
サイドカバー 2ヲ トジテクダサイ
トップカバー ヲ トジテクダサイ
プリンターカバーヲ トジテクダサ
イ

表示されたカバーが開
いています。

▼表示されたカバーを一度開けて、
閉め直してください。

—

ゲンコウ ガ アリマセン ポーリング原稿やFコー
ドボックスに原稿が蓄
積されていません。

▼ F コード受信通知を確認してくだ
さい。

▼メモリー期間が過ぎており、消去
されていることも考えられます。

▼ F コード蓄積原稿リストをプリン
トして、原稿があるか確認してく
ださい。

3-24

3-26

ゲンコウ ガ セット サレテイマ
ス

リアルタイム送信中、
予約中または原稿の読
み取り中に〈スタート〉
が押されました。

▼次のいずれかの操作をします。
1.〈ストップ〉を押してセットして
ある原稿を排出します。

2. 現在予約中の通信が終了してから
再操作を行います。

3. 予約を取り消してから新たに予約
します。

—

ゲンコウ ヨミトリチュウ デス 原稿読み取り中に右記
の操作が行われました。

▼〈コピー〉が押されました。

▼ほかの宛先で送信が指示されまし
た。

▼ポーリング予約文書の蓄積が指示
されました。原稿の読み取りが終
了してから、操作をしてください。

—
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メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
ゲンコウ ヲ セット シテクダサ
イ

原稿をセットしないで
送信やコピーをしよう
としています。

▼原稿をセットして再度操作してく
ださい。 2-5

コピー チュウシ シマスカ？
スル  → スタートキー

    ▼ ▲

シナイ → クリアキー

ファクス＆コピーの設定
がONのとき、コピー部
数入力画面で〈クリア〉
を押し、コピーのみを
中止しようとしました。

▼〈スタート〉を押すと、コピーの
みを中止します。

▼〈クリア〉を押すと、再度コピー
部数入力画面に戻ります。

3-27

サイドカバー 1 ヲ アケテ
サイドカバー 2 ヲ アケテ
プリンターカバー ヲ アケテ

ヨウシ ヲ トリノゾイテクダサイ

ディスプレイに示され
た部分に用紙がつまっ
ています。

▼つまった用紙を取り除いてくださ
い。

6-16

シテイジコク ジュウフク シテイ
マス

フォンワープの登録で、
重複した時刻を入力し
ようとしました。

▼重複しない時刻を入力し直してく
ださい。 3-39

シバラク オマチクダサイ プリント可能状態に
なっていません。

▼プリント可能状態になると、自動
的に表示は消えます。そのままで
しばらくお待ちください。

—

シャケンショウ ヨミトリ
OFF ニ スル  → セットキー

       ▼ ▲

OFF ニ シナイ → クリアキー

車検証読み取りの設定
が ON のときに、えん
ぴつ読み取りの設定を
ON にしようとしまし
た。

▼〈セット〉を押すと、車検証読み
取りの設定を OFF にし、えんぴ
つ読み取りの設定をONに変更し
ます。

▼〈クリア〉を押すと、車検証読み
取りの設定はONのままで、えん
ぴつ読み取りの設定は OFF のま
まです。

2-7

ジュシン ゲンコウ ガ アリマス セキュリティ受信OFFま
たは、プロテクトコードを
消去しようとしたときに、
セキュリティ受信原稿が
残っています。

▼セキュリティ受信原稿をプリント
してください。

4-21

ジュワキ ガ アガッテイマス 交信終了時にハンド
セットがはずれていた
り、上がったりしたま
まです。

▼ハンドセットを戻します。
戻すまでアラームが鳴り続けま
す。（ハンドセットはオプション
品です。）

－

シンテンボックス デス Fコード原稿蓄積・消去
で選択したボックスが
親展ボックスです。

▼掲示板ボックスを選択してくださ
い。 3-23

3-25

ストップキー デ ゲンコウ ヲ
ハイシュツ シテクダサイ

読み取り中にメモリー
オーバーや〈ストップ〉
を押して、読み取りを
途中で中止しました。

▼〈ストップ〉を押して、原稿をす
べて排出してください。 —

セット サレテイマセン ワンタッチ・短縮・グ
ループダイヤル、プロ
グラムワンタッチが登
録されていません。
各種リストを出力しよ
うとしたときに、何も
セットされていません。

▼ワンタッチ・短縮・グループダイ
ヤルリスト、プログラムワンタッ
チリストを確認のうえ、操作して
ください。

▼各種登録をしてから再度操作して
ください。

5-16
5-20
5-23
5-34

セキュリティ ジュシン ミセッテ
イ

セキュリティ受信を登
録しないでセキュリ
ティ受信の設定を ON
にしようとしました。

▼セキュリティ受信を登録してくだ
さい。 4-20
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トラブル

1

2

3

4

5

6
こ
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な
と
き
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メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
ソウニュウ デキマセン ワンタッチダイヤル、短

縮ダイヤルの挿入で、ワ
ンタッチキー〈60〉、短
縮ダイヤル〈140〉には
すでに登録されていま
す。

▼ワンタッチキー〈60〉、短縮ダ
イヤル〈140〉を削除してくだ
さい。 5-15

5-20

タイキモード ヘンコウ シマス
カ？
スル  → セットキー

    ▼ ▲

シナイ → クリアキー

デンワタイキのときに、
ファクスワープをONに
しようとしました。

▼〈セット〉を押すと、受信モー
ドがファクス／デンワタイキに
なり、ファクスワープがONに
なります。

▼〈クリア〉を押すと、受信モー
ドは変更されず、ファクスワー
プはOFF のままです。

3-34

ファクスタイキ、ルス／
ファクスタイキ、デンワ
タイキのときに、フォン
ワープをONにしようと
しました。

▼〈セット〉を押すと、受信モー
ドがファクス／デンワタイキに
なり、フォンワープがONにな
ります。

▼〈クリア〉を押すと、受信モー
ドは変更されず、フォンワープ
はOFF のままです。

3-42

ダイヤルイン セット サレテイ
マセン

ダイヤルイン待機を設
定した場合で、ファク
ス番号、電話番号１、
電話番号２を設定され
ていません。

▼ファクス番号、電話番号 1、電
話番号 2を登録してください。

1-33

タダシイ バンゴウ ヲ ドウゾ 短縮ダイヤル、グループ
ダイヤルで相手先を指定
するときに、テンキー以
外のキーが押されまし
た。

▼テンキーで正しい番号を入力し
てください。 2-11

3-5

チクセキ デキマセン Fコード原稿蓄積時、原
稿追加を選択したが、す
でに 30 件蓄積されてい
ます。

▼原稿を消去するか、ほかのボッ
クスを選択してください。 3-23

3-25

チュウケイボックス デス Fコード原稿蓄積、消去
で選択したボックスが中
継ボックスです。

▼掲示板ボックスを選択してくだ
さい。 3-23

3-25

チョクセツダイヤル 1カショ イナ
イ

ファクスワープでテン
キーによる相手先番号の
指定が 1か所を超えてい
ます。

▼テンキーによる相手先番号の指
定数は 1か所までです。 3-29

チョクセツダイヤル 20 カショ イ
ナイ

同報送信などでテンキー
による相手先番号の指定
が 20 か所を超えていま
す。

▼テンキーによる相手先番号の指
定数は 20か所までです。 3-3

テンソウサキ ヲ トウロクシテク
ダサイ

ファクスワープ、フォン
ワープを登録しないで、
ファクスワープ、フォン
ワープの設定をONにし
ようとしました。

▼ファクスワープ、フォンワープ
を登録してください。 3-29

3-39

ツウシン エラー 通信エラーが発生しまし
た。

▼通信エラーの内容を確認して、
再操作してください。アラーム
ランプは〈ストップ〉を押すと
消えます。

—

ツウシンチュウ デス ポーリング送信中にポー
リング原稿消去の操作が
行われました。

▼通信終了後、再操作してくださ
い。 —
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メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
ツウシン デキマセン 送信・受信の指示登録が

いっぱいです。

▼次のいずれかの操作をします。
1.〈ストップ〉を押してセットし
てある原稿を排出します。

2.	現在予約中の通信が終了して
から再操作を行います。

3.	予約を取り消してから新たに
予約します。

4.	リアルタイム送信を行います。

2-28
2-21

ツウシンマチ アリマセン 通信予約プリントや取り
消しを指示したときに、
指定したファイル番号に
予約がありません。

▼通信予約リストまたは、
 〈ファクス中止〉で予約状況を
確認してください。

3-57
2-28

テンケン ヲ オウケクダサイ 本商品内部に異常が発生
しました。

▼ NTT	通信機器お取扱相談セン
タまでご連絡ください。 裏表紙

トナー／ドラム ジュンビクダサイ ドラムカートリッジ、ト
ナーカートリッジの交換
時期が近づいています。

▼新しいドラムカートリッジ、ト
ナーカートリッジをご用意くだ
さい

6-2

トナーカートリッジ ガ アリマセ
ン

トナーカートリッジがあ
りません。

▼トナーカートリッジを取り付け
てください。 1-19

トナー ガ ノコリワズカデス トナーが少なくなりまし
た。

▼新しいトナーカートリッジをご
用意ください。 6-6

トナー ヲ コウカン シテクダサ
イ

トナーがなくなりまし
た。

▼トナーカートリッジを交換して
ください。 6-6

ドラム ガ アリマセン 本商品にドラムカート
リッジが入っていませ
ん。

▼ドラムカートリッジを取り付け
てください。 1-19

ドラム ジュンビ シテクダサイ ドラムカートリッジの交
換時期が近づいていま
す。

▼新しいドラムカートリッジをご
用意ください。 6-2

ドラム ヲ コウカン シテクダサ
イ

ドラムカートリッジの交
換時期です。

▼ドラムカートリッジを交換して
ください。 6-2

ハッシンモト ジュウフク シテイ
マス

フォンワープの登録で、
重複した発信元番号を入
力しようとしました。

▼重複しない発信元番号を入力し
直してください。 3-39

バンゴウ 10カショ イナイ ポーリングの宛先など最
大 10 件以内の操作のと
きに 10 件以上を入力し
ました。

▼ 10 件以内でセットしてくださ
い。 —

バンゴウ ガ チガイマス 暗証番号が間違っていま
す。

▼正しい暗証番号を入力してくだ
さい。 —

バンゴウ ガ トウロクサレテイマ
ス

ダイレクトメール防止の
番号で、重複した番号が
入力されました。
Fコードボックス登録時
に、重複したサブアドレ
スを入力しようとしまし
た。

▼重複しない番号を入力し直して
ください。

▼重複しないサブアドレスを入力
し直してください。

4-22

3-14

ファクスチュウノ コマンド アリ
マセン
ヨヤクチュウシ スル  → セッ
トキー

        ▼ ▲

ヨヤクチュウシ シナイ → クリ
アキー

通信予約がある状態で、
〈ファクス中止〉を押しま
した。

▼〈セット〉を押すと、通信予約
中止操作ができます。

▼〈クリア〉を押すと、通信予約
中止操作をせずに、待機画面に
戻ります。 2-24
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トラブル
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メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
ファクス ヲ チュウシ シマスカ？
スル  → ツウシンチュウシキー

      ▼ ▲

シナイ → ストップキー

通信中に〈ファクス中止〉
を押しました。

▼〈ファクス中止〉を押すと、
現在動作中の通信を中止し
ます。

▼〈ストップ〉を押すと、現
在動作中の通信は中止せず
に、待機画面に戻ります。

2-24

ファクスワープ OFF ニ シマスカ？
スル  → セットキー

    ▼ ▲

シナイ → クリアキー

ファクスワープが ON の
ときに、受信モードをデ
ンワタイキに変更しよう
としました。

▼〈セット〉を押すと、ファ
クスワープがOFF になり、
選択した受信モードに変更
できます。

▼〈クリア〉を押すと、ファ
クスワープはONのままで、
受信モードは変更されませ
ん。

3-29

フォンワープ OFF ニ シマスカ？
スル  → セットキー

    ▼ ▲

シナイ → クリアキー

フォンワープが ON のと
きに、受信モードをファ
クスタイキ、ルス／ファ
クスタイキ、デンワタイ
キに変更しようとしまし
た。

▼〈セット〉を押すと、フォ
ンワープが OFF になり、
選択した受信モードに変更
できます。

▼〈クリア〉を押すと、フォ
ンワープは ON のままで、
受信モードは変更されませ
ん。

3-38

プリントチュウ デス プリント中にプリントさ
せる操作をしました。

▼プリントが終了してから再
操作してください。 —

プリント ヨヤク チュウ
ツウシン シュウリョウゴ スタート

スーパー G3 または JBIG
通信中に、リストや蓄積
原稿のプリント操作をし
ようとしました。

▼通信終了後に、プリントが
開始されますので、しばら
くお待ちください。 —

プリント ヨヤク チュウ
ヨミトリ シュウリョウゴ スタート

送信、コピーなどの読み
取り中にリストのプリン
ト操作をしようとしまし
た。

▼読み取り終了後にリストの
プリントが開始されますの
で、しばらくお待ちくださ
い。

—

プログラム デ シヨウサレテイマス プログラムワンタッチに
登録されている F コード
ボックスを削除しようと
しました。

▼プログラムワンタッチから
Fコードボックスを削除し
てください。 5-33

プロテクトコード ガ チガイマス プロテクトコードが間違
えて入力されました。

▼正しいプロテクトコードを
入力し直してください。 4-4

プロテクトコード ミトウロクデス セキュリティ機能を利用
するにはプロテクトコー
ドが必要ですが登録され
ていません。

▼プロテクトコードを登録し
てください。 4-4

ホカノキノウデ シヨウサレテイマス ワンタッチダイヤルまた
は短縮ダイヤルが、通信
予約、、Fコード中継指示
ボックス、プログラムワ
ンタッチ、ファクスワー
プ、フォンワープで使用
されています。

▼通信予約の場合は、通信が
実行されるのを待つか、予
約を削除してください。

▼他の機能の登録で使用され
ている場合は、配信先や転
送先、相手先からワンタッ
チダイヤルまたは短縮ダイ
ヤルを削除してください。

2-28
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メッセージ 原  因 対応方法 参照ページ
ボックス シヨウチュウ
●原稿 1枚目でメモリーオーバー
 メモリー オーバー デス

●原稿 2枚目以降でメモリーオーバー
 メモリー オーバー デス
 	メモリー ブンノミ セット／クリア

F コードの原稿蓄積など
で選択したボックスが使
用中です。
原稿の蓄積中にメモリー
容量をオーバーしたこと
を示し、自動的に原稿の
読み取りを中止します。

▼使用されている状態を解除
してから、原稿蓄積などを
行ってください。

▼リアルタイム送信に切り替
えて再度操作してください。

▼〈スタート〉を押すと、蓄
積済みの原稿のうち、前ペー
ジまで登録完了とし、 与え
られた操作を行います。

▼〈クリア〉を押すと、それ
までに蓄積した原稿のデー
タは消え、待機画面になり
ます。
※ 1分間指示をしない場合
・メモリー送信時は蓄積し
た原稿を消去します。
・コピー時は蓄積した分の
コピーを開始します。

3-23

2-21

—

メモリー ガ イッパイデス
ジュシン デキマセン

メモリー容量が不足して
いるか、代行受信件数が
50通信を超えました。

▼代行受信ランプが点灯して
いるときは、用紙補給など
の処置をしてください。

▼通信予約原稿やポーリン
グ蓄積原稿などがメモ
リーに蓄積されていない
か確認してください。

2-39

2-28

メモリー ソウシン ON シテクダサ
イ

メモリー送信の設定が
OFF のときに、ファクス
＆コピーを ON にしよう
としました。

▼メモリー送信の設定を ON
にしてください。 2-21

ヨウシサイズ ヲ カクニンシテ
トップカバー ヲ カイヘイシテクダサ
イ

設定されているカセット
サイズと用紙サイズが違
います。

▼ 用紙サイズに合わせてカ
セットサイズを変更後、プ
リンターカバーを開閉して
ください。

5-39

ヨウシ ヲ ホキュウ シテクダサイ 用紙がなくなりました。 ▼カセットに用紙を補給して
ください。 1-25

ヨミトリ＆プリント ヨヤクチュウ
ツウシン シュウリョウゴ スタート

スーパー G3 または JBIG
通信中に、送信、コピー
などの読み取り操作と、
リストや蓄積原稿のプリ
ント操作をしようとしま
した。

▼通信終了後に、読み取りと
プリントが開始されますの
で、しばらくお待ちくださ
い。 —

ヨミトリ ヨヤクチュウ
ツウシン シュウリョウゴ スタート

スーパー G3 または JBIG
通信中に、送信、コピー
などの読み取り操作をし
ようとしました。

▼通信終了後に、読み取りが
開始されますので、しばら
くお待ちください。 —

ヨミトリ ヨヤクチュウ
プリント シュウリョウゴ スタート

リストプリント中に、送
信、コピーの読み取り操
作をしようとしました。

▼ リストプリント終了後に、
読み取りが開始されますの
で、しばらくお待ちくださ
い。

—

ヨヤクゲンコウ ガ アリマセン 予約原稿のプリントを指
示したときに、ポーリン
グ予約などにより指定し
た予約番号には原稿があ
りません。

▼通信予約リストで予約状況
を確認し、正しい予約番号
を入力し直してください。 3-57

ランプ カクニン 原稿読み取り用の光源の
光量不足または光源が不
良です。

▼一度電源をOFF ／ ONにし
てコピーし、光源がつくか
確認してください。

▼光源がつかない場合、エラー
が消えない場合は、NTT 通
信機器お取扱相談センタに
お問い合わせください。

—
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故障かなと思ったら
故障かなと思ったときにお読みください。万一ここで書かれた処置を行っても異常が直
らない場合は、NTT通信機器お取扱相談センタにお問い合わせください。

送信できない

発生状況 チェック項目 処 理 参照ページ
送信できない 送信の手順は正しいですか？ 手順を確認し、もう一度操作をし

てください。 2-9

相手先の電話番号は正しいです
か？

ワンタッチダイヤルや短縮ダイヤ
ルで指定しているときは、正しく
登録されているか、リストをプリ
ントして確認してください。

5-16
5-20

回線の設定は正しいですか？ 回線の設定を確認し、誤りがある
ときは、正しく設定し直してくだ
さい。

1-29

相手側にトラブルはありません
か？

相手側に確認し、受信できる状態
にするよう依頼してください。（電
源、用紙、受信モードなど）

—

原稿が連続して送信されな
い

原稿の先端を階段状にセットし
ていませんか？

原稿の先端をそろえてセットし直
してください。 2-5

セットした原稿の中に最小幅
（120	mm）より幅の狭い原稿が
セットされていませんか？

最小幅より狭い原稿はキャリア
シートに入れ、残りの原稿とは別
に送信してください。

2-4

キャリアシートが原稿の中に混
ざっていませんか？

キャリアシートを使うと原稿が分
離しにくいので 1枚ずつ送信して
ください。

2-4

原稿が出てこない 原稿がつまっていませんか？ 原稿カバーを開けてつまっている
原稿を取り除いてください。 6-20
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受信できない

発生状況 チェック項目 処 理 参照ページ
受信できない デンワタイキになっていません

か？
初期設定でデンワタイキ以外の受
信モードに設定してください。 1-29

用紙はありますか？ 用紙がないときは、用紙を補給し
てください。 1-25

用紙がつまっていませんか？ 用紙がつまっているときは、用紙
を取り除いてください。 6-16

回線の接続は正しいですか？ 回線の接続を確認し、誤りがある
ときは、正しく接続し直してくだ
さい。

1-15

メモリーオーバーしていません
か？
メモリーの残量が少なくなって
いませんか？

代行受信した文書がメモリーに蓄
積されている場合があります。代
行受信ランプが点灯しているとき
は、用紙補給などの処置をしてく
ださい。

2-39

通信予約原稿やポーリング蓄積
原稿などがメモリーに蓄積され
ていないか確認してください。

2-28

ポーリング受信できずにエ
ラーメッセージがプリント
されます

相手先がポーリング原稿を登録し
ていますか？

相手先にポーリング原稿を登録し
てもらってください。 −
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画質が悪い
以下の処理をしても正常に戻らないときは、NTT 通信機器お取扱相談センタにお問い
合わせください。
症  状 原  因 処  置 参照ページ

プリントがうすい
（かすれる、不鮮明）
 

用紙が湿気を含んでいます。 新しい用紙と交換してください。 —
濃度の設定が間違っています。 正しく設定してください。 2-8
ドラムカートリッジが劣化、また
は破損しています。

新しいドラムカートリッジに交
換してください。 6-2

記録ヘッドが汚れています。 トナーカートリッジ梱包箱に同
梱されているレンズクリーナー
で記録ヘッドを清掃してくださ
い。

6-15

黒点や白点が現れる 本商品では使用できない用紙で
す。

適切な用紙をセットしてくださ
い。 1-23

ドラムカートリッジが劣化、また
はキズがついています。

新しいドラムカートリッジに交
換してください。

6-2

黒筋や汚れがプリントされ
る

読み取り部の原稿ガラス、読み取
りガイド、原稿送りローラーなど
が汚れています。

原稿ガラス、読み取りガイド、
原稿送りローラーを清掃してく
ださい。

6-13
6-14

等間隔に汚れがプリントさ
れる

用紙搬送路に汚れが付着していま
す。

数枚テストコピーをしてくださ
い。 —

ドラムカートリッジが劣化、また
は破損しています。

新しいドラムカートリッジに交
換してください。

6-2ドラムカートリッジがオイルの付
着等で劣化しています。

黒筋や汚れがプリントされ
る

用紙が湿気を含んでいます。 新しい用紙と交換してください。 —
本商品では使用できない用紙で
す。

適切な用紙をセットしてくださ
い。 1-23

プリンターカバーが完全に閉じて
いません。

プリンターカバーを閉じ直して
ください。 1-6

ドラムカートリッジがオイルの付
着等で劣化しています。

新しいドラムカートリッジに交
換してください。 6-2
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症  状 原  因 処  置 参照ページ
用紙全体が黒くプリント
される

ドラムまたはトナーカートリッ
ジが劣化、または破損していま
す。

新しいドラムまたはトナーカート
リッジに交換してください。 6-2

高圧電源の故障が考えられま
す。

NTT 通信機器お取扱相談センタに
お問い合わせください。

－

何もプリントされない 一度に複数枚の用紙が搬送され
ました。

用紙をよくさばいてからセットし直
してください。 －

ドラムまたはトナーカートリッ
ジが劣化、または破損していま
す。

新しいドラムまたはトナーカート
リッジに交換してください。 6-2

高圧電源の故障が考えられま
す。

NTT 通信機器お取扱相談センタに
お問い合わせください。 －

白抜けがおこる 用紙が湿気を含んでいます。 新しい用紙と交換してください。 －
本商品では使用できない用紙で
す。

適切な用紙をセットしてください。

1-23

用紙にシワが入ったり、
文字がにじんだりする

本商品では使用できない用紙で
す。

適切な用紙をセットしてください。 1-23

用紙が湿気を含んでいます。 新しい用紙と交換してください。

－

紙送り方向に白抜けが起
こる

トナーカートリッジが劣化、ま
たはキズがついています。

新しいトナーカートリッジに交換し
てください。 6-6

読み取り部の原稿ガラスが汚れ
ています。

読み取り部の原稿ガラスを清掃して
ください。 6-13

記録ヘッドが汚れています。 トナーカートリッジ梱包箱に同梱さ
れているレンズクリーナーで記録
ヘッドを清掃してください。 6-15
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停電のとき
l	停電になったとき

通話中は ... 引き続き通話ができます。
送信中は ... 送信が途中で切れます。

停電が復旧したら、メモリー送信のときは、送信途中のページから自動
的に再送信します。
リアルタイム送信のときは、再送信を行いません。もう一度送信してく
ださい。

受信中は ... 受信が途中で切れます。
停電が復旧したら、受信が終了しているページはプリントします。

コピー中は ...
受信プリント中は ...
リストプリント中は...

プリントが途中で止まります。

原稿の読み取り中は... 読み取りが途中で停止します。停電が復旧しても、読み取りは再開しま
せん。復旧後は、〈ストップ〉を押して原稿を排出してください。

l	停電中

コピー コピーできません。
ファクス送信 送信できません。
ファクスの受信 受信できません。
電話をかける ハンドセットのダイヤルキーを利用して、電話をかけることができます。
電話を受ける ハンドセットで、電話を受けることができます。保留はできません。

ナンバー・ディスプレイをご利用の場合は、特別な操作を行う必要があ
ります。
【PBダイヤルインをご契約の場合】
①呼び出しベルが 2回鳴るまでにハンドセットを上げる。
② PB信号「ピッポッパッ」という発信音を聞く。
③発信音の後、2秒以内にハンドセットを元に戻す。
④もう一度、ハンドセットを上げると通話できる。
【モデムダイヤルインまたはナンバー・ディスプレイをご契約の場合】
①短い間隔の呼び出しベルが鳴り終わるまで待つ。約 6秒（呼び出しベ
ル音約 7回）
②呼び出しベルの間隔が長くなったときにハンドセットを上げると通話
できる。
※①の呼び出しベルでハンドセットを上げた場合、「ピーガー」という
発信音を聞いたらすぐにハンドセットを元に戻してください。その
後、再び呼び出しベルが鳴りますので、ハンドセットを上げると通
話できます。

ハンドセットはオプションです。
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メモリーバックアップ
・メモリーに蓄積された画像データは、停電や電源をOFF にしたときでも最大約 72時
間保持されます。オプション品の増設メモリ 4MB装着時は約 24時間保持されます。

・停電時や電源を切った場合に、画情報を維持するバックアップ電池の充電には、連続
して 24時間以上の通電が必要です。バックアップ電池は本商品に内蔵されており、
電源をONすると自動的に充電されます。また、100％充放電を約 100 回行うと電
池寿命となりますので、夜間等に電源を切っておくような使用は避けるようご注意願
います。なお、画情報のバックアップ電池は、電池単体での交換はできません。高価
なパッケージの交換となりますので注意してください。

・短縮ダイヤルや発信元名、日付や時刻などの登録内容、各種機能の設定内容は画情報
とは別の電池にてバックアップされております。
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消去通知
l		メモリーに蓄積された画像データが消えてしまった場合は、電源が復旧した時点で消
去通知をプリントし、消えてしまった画像データの情報をお知らせします。

l		下記は、代行受信文書が消去された場合の消去通知例です。このほか「通信予約消去
通知」「ポーリング原稿消去通知」「Fコードボックス原稿消去通知」がプリントされ
る場合があります。

1..通番
 通信の番号です。
2..相手先名
 以下の順に記録されます。
 (1)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている相手先名（送信のみ）
 (2)	ワンタッチダイヤルなどに登録さ

れている電話番号、またはテンキー
で指定した電話番号（送信のみ）

 (3) 相手先の自局名
 (4) 相手先の自局 ID
 (5) 空白
3..モード
 通信した画質です。
4..開始日時
 通信を開始した時刻です。
5..時間
 	通信の開始から終了までの所要時間
です。
6..枚数
 受信した枚数です。

7..結果
 通信結果です。
 ・OK
  正常終了しました。
 ・＊
  ECMモードで通信しました。
 ・＃
  スーパーG3で通信しました。
 ・エラーコード
  	異常終了です。もう一度送信してく
ださい。（→ 6-24 ページ）

8..備考
 ・ポーリング
  ポーリング受信です。
 ・手動
  手動受信です。
 ・Fポー
  Fコードポーリング受信です。



6-40   .



付録
第.7.章

文字一覧表................................................................................................................ 7-2
文字コードの探しかた	................................................................................................. 7-2
記号コード一覧	.............................................................................................................. 7-2
漢字・全角文字コード一覧	......................................................................................... 7-3

機能番号一覧............................................................................................................ 7-8
機能リストをプリントする	......................................................................................... 7-8
機能番号について	.......................................................................................................... 7-9
機能一覧と参照ページ	................................................................................................. 7-9

アフターサービスについて...................................................................................7-13
保証について	................................................................................................................7-13
修理を依頼されるときは	...........................................................................................7-13
その他の場合	................................................................................................................7-13

主な仕様..................................................................................................................7-14
仕様	..................................................................................................................................7-14
デュアルアクセス	........................................................................................................7-15
外形寸法	.........................................................................................................................7-16
規制について	................................................................................................................7-17

消耗品について......................................................................................................7-19
オプション品・別売品について...........................................................................7-20
オプション品	................................................................................................................7-20
別売品	.............................................................................................................................7-20

さくいん..................................................................................................................7-21



7-2   文字一覧表

文字一覧表
文字をコードで入力する場合、登録する文字の文字コード（4桁の数字）が必要となり
ます。
ここでは、文字コードの探し方、文字コード一覧、ローマ字の入力のしかたを表にして
記載しています。文字をコード入力するときや、ローマ字の入力のしかたがわからない
ときに参照してください。

文字コードの探しかた
ここでは、例として宛先の「宛」の文字の文字コードを探すときについて説明します。

「宛」の左にある①欄の数字／記号に、上にある②欄の数字を
組み合わせたものが、「宛」の文字コード番号になります。 ①

１　６　２　４

②

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

160
161
162
163

あ
①
②

 　 亜 唖 娃 阿 哀 愛 挨 姶 逢
 葵 茜 穐 悪 握 渥 旭 葦 芦 鯵
 梓 圧 斡 扱 宛 姐 虻 飴 絢 綾
 鮎 或 粟 袷 安 庵 按 暗 案 闇 

記号コード一覧

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

010
011
013
014
015
016
017
018
021

半

角

①
②

 　 SP 、 。 ， ． ・ ： ； ？
 ！ 　 　 　 　 　  ^ 　 ＿ 　 
　  ／ 　 　 　 ｜ 　 　 　 ’
  ” （ ） 　 　 ［ ］ ｛ ｝
 〈 〉 　 　 「 」
　 ＋ －    ＝
          ￥ 　 　 　 　 　 　 　
 ＄ 　 　 ％ ＃ ＆ ＊ ＠
 → ←

※「SP」はスペース（空白）を示しています。
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漢字・全角文字コード一覧
■記号／英／数字／特殊文字

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

010
011
012
013
014
015
016
017
018
019
020
021
031
032
033
034
035
036
037
038
039

137

記

号

英
／
数
字
／
特
殊

①
②

 　 SP 、 。 ， ． ・ ： ； ？
 ！  ゙  ゚ ́  ` ̈  ^ ‾ ＿ ヽ
  ヾ  ゝ  ゞ 〃 仝  々 〆 〇 ー ―
 - ／ ＼ ～ ‖ ｜ … ‥ ‘ ’
 “ ” （ ） 〔 〕 ［ ］ ｛ ｝
 〈 〉 《 》 「 」 『 』 【 】
 ＋ － ± × ÷ ＝ ≠ ＜ ＞ ≦
 ≧ ∞ ∴ ♂ ♀ ° ′ ″ ℃ ￥
 ＄ ¢ £ ％ ＃ ＆ ＊ ＠ § ☆
 ★ ○ ● ◎ ◇
  ◆ □ ■ △ ▲ ▽ ▼ ※ 〒
 → ← ↑ ↓ 〓
       ０ １ ２ ３
 ４ ５ ６ ７ ８ ９
 　   Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ
 Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ
 Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ
      ａ ｂ ｃ ｄ ｅ
 ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ ｌ ｍ ｎ ｏ
 ｐ ｑ ｒ ｓ ｔ ｕ ｖ ｗ ｘ ｙ
 

　　　　　　　　 ㈱   ㈲ 

z

※「SP」はスペース（空白）を示しています。

■ひらがな／カタカナ／ギリシャ文字／ロシア文字
 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

040
041
042
043
044
045
046
047
048
050
051
052
053
054
055
056
057
058
060
061
062
063
064
065
070
071
072
073
074
075
076
077
078

ひ
ら
が
な

カ
タ
カ
ナ

ギ
リ
シ
ャ
文
字

ロ
シ
ア
文
字

①
②

 　 ぁ あ ぃ い ぅ う ぇ え ぉ
 お か が き ぎ く ぐ け げ こ
 ご さ ざ し じ す ず せ ぜ そ
 ぞ た だ ち ぢ っ つ づ て で
 と ど な に ぬ ね の は ば ぱ
 ひ び ぴ ふ ぶ ぷ へ べ ぺ ほ
 ぼ ぽ ま み む め も ゃ や ゅ
 ゆ ょ よ ら り る れ ろ ゎ わ 
 ゐ ゑ を ん
 　 ァ ア ィ イ ゥ ウ ェ エ ォ
 オ カ ガ キ ギ ク グ ケ ゲ コ
 ゴ サ ザ シ ジ ス ズ セ ゼ ソ
 ゾ タ ダ チ ヂ ッ ツ ヅ テ デ
 ト ド ナ ニ ヌ ネ ノ ハ バ パ
 ヒ ビ ピ フ ブ プ ヘ ベ ペ ホ
 ボ ポ マ ミ ム メ モ ャ ヤ ュ
 ユ ョ ヨ ラ リ ル レ ロ ヮ ワ 
 ヰ ヱ ヲ ン ヴ ヵ ヶ 　 
 　 Α Β Γ Δ Ε Ζ Η Θ Ι
 Κ Λ Μ Ν Ξ Ο Π Ρ Σ Τ
 Υ Φ Χ Ψ Ω 
 　   α β γ δ ε ζ η
 θ ι κ λ μ ν ξ ο π ρ
 σ τ υ φ χ ψ ω 
 　 А Б В Г Д Е Ё Ж З
 И Й К Л М Н О П Р С
 Т У Ф Х Ц Ч Ш Щ Ъ Ы
 Ь Э Ю Я
          а
 б в г д е ё ж з и й
 к л м н о п р с т у
 ф х ц ч ш щ ъ ы ь э 
 ю я 
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■第一水準漢字コード一覧
ひらかなやカタカナを入力するときは、「ひらがな／カタカナ／ギリシャ文字／ロシア
文字」を参照してください。（→ 7-3 ページ）
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■第二水準漢字コード一覧
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機能番号一覧

機能リストをプリントする
目的の機能を呼び出すときに使用する機能番号の一覧をプリントできます。

 1 〈メニュー／文字〉、〈5〉、〈0〉、〈1〉と押します。
［キノウ センタク］   Ｎｏ．５０１
０１ キノウ リスト

 2 〈セット〉を押します。
機能リストがプリントされます。
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機能番号について
機能番号は、目的の機能を呼び出すときに使用する機能番号の一覧です。大項目の番号・
中項目の番号・小項目の番号の組み合わせになります。

【例】ポーズ時間変更の機能番号
	2	キキ	セッテイ→ 2	ファクスセッテイ→ 02	ポーズジカン
↓
機能番号 2202
〈メニュー／文字〉、〈2〉、〈2〉、〈0〉、〈2〉と押すと・・・

［キノウ センタク］   Ｎｏ．２２０２
０２ ホ゜ース゛ シ゛カン

機能一覧と参照ページ

1 オートダイヤル 1 ワンタッチダイヤル 1 ワンタッチダイヤルセット （→ 5 - 1 2 ページ）
よく使用する宛先を 60件までワンタッチキーに登録できます。

2 ワンタッチダイヤルクリア （→ 5 - 1 5 ページ）
ワンタッチダイヤルを消去します。

3 ワンタッチソウニュウ／サクジョ （→ 5 - 1 3 ページ）
ワンタッチダイヤルの挿入や番号づめができます。

2 タンシュクダイヤル 1 タンシュクダイヤルセット （→ 5 - 1 7 ページ）
よく使用する宛先を 140件まで短縮ダイヤルに登録できます。

2 タンシュクダイヤルクリア （→ 5 - 2 0 ページ）
短縮ダイヤルを消去します。

3 タンシュクソウニュウ／サクジョ （→ 5 - 1 8 ページ）
短縮ダイヤルの挿入や番号づめができます。

3 グループダイヤル 1 グループダイヤルセット （→ 5 - 2 1 ページ）
複数の宛先をまとめて、1つのグループに登録できます。

2 グループダイヤルクリア （→ 5 - 2 2 ページ）
グループダイヤルを消去します。

大項目 中項目 小項目
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2 キキセッテイ 1 システムセッテイ

2 ファクスセッテイ

3 コピーセッテイ

01 ヨウシサイズ （→ 5 - 3 9 ページ）
カセット 1、カセット 2（オプション品）にセットする用紙のサイズを選びます。

02 リストプリントヨウシセンタク （→ 5 - 3 9 ページ）
リストをプリントする用紙のサイズを設定できます。

04 ゴアイヨウスイッチ （→ 5 - 3 5 ページ）
機能を任意のキーに割り当てて登録できます。

05 ファクス＆コピー （→ 3 - 2 7 ページ）
1回の原稿読み取り操作で、ファクスとコピーが同時にできます。

06 プロテクトコード （→ 4 - 4 ページ）
セキュリティ機能を利用するためのプロテクトコードを登録します。

07 トケイ （→ 5 - 4 0 ページ）
西暦、月日、時分を入力します。時刻は 24時間制で入力します。

03 スキャナーパラメーター （→ 5 - 3 9 ページ）
読み取り時の画質、濃度、読み取りサイズの初期値を設定します。

01 プリントパラメーター （→ 5 - 4 1 ページ）
受信縮小率、しきい値の設定ができます。

02 ポーズジカン （→ 5 - 4 1 ページ）
ポーズ信号を入力したときのダイヤル間隔（0～ 10秒）の初期値を設定
します。

03 ヨビダシベルカイスウ （→ 5 - 4 1 ページ）
受信モードが自動受信（ファクス、電話／ファクス待機）のとき、受信動
作が開始されるまでの呼び出しベル回数（0～ 10回）を設定します。

04 リダイヤル （→ 5 - 4 1 ページ）
相手が話し中などのとき、あらかじめ設定した回数（0～ 15回）や間隔（0
～ 5分）で再度ダイヤルします。

05 ハッシンモトソウシン （→ 2 - 2 2 ページ）
送信した原稿の先頭に発信元名を表示することができます。

06 アテナヒョウジ （→ 5 - 4 1 ページ）
送信した原稿の先頭に相手先名を表示することができます。

07 ECMモード （→ 5 - 4 2 ページ）
電話回線の影響で正しく送信できなかったときに、その部分を自動的に送
信し直します。

08 ダイレクトメールボウシ （→ 4 - 2 2 ページ）
3種類の方法によって、設定した相手からの受信を拒否できます。

09 メモリーソウシン （→ 5 - 4 2 ページ）
送信するときにメモリー送信を優先するか、リアルタイム送信を優先する
かを設定します。

10 スミスタンプ （→ 5 - 4 2 ページ）
済スタンプの初期値を設定します。

ワープアンショウバンゴウ （→ 5 - 4 2 ページ）
外出先からフォンワープを設定するときに使用するための暗証番号を設定します。

1 プリントパラメーター （→ 3 - 4 9 ページ）
プリント縮小率、しきい値の設定ができます。

2 ソートコピー （→ 2 - 5 4 ページ）
ONに設定すると、初期設定にてソートがONになります。

大項目 中項目 小項目

ダイヤルイン契約した電話番号を3番号分まで登録できます。
ダイヤルイン セット （→ 1 - 3 3 ページ）

ONに設定すると、受信した原稿を逆順に出力します。
ギャクジュンプリント （→ 5 - 4 3 ページ）

※8. サービスモードは設定しないでください。

08 サービスモード
設定しないでください。

09 カンリシャパスワード （→ 4 - 2 ページ）
設定することによって管理者による機器の一元管理が可能になります。

10 （→ 4 - 2 6 ページ）
管理者パスワードを利用してさまざまな機能を管理することができます。
プロテクトキノウ

11 （→ 5 - 4 0 ページ）
本商品の消費電力を抑える節電モードの機能を設定できます。
セツデンモード

12

通信モードを通常モードと特定モードから選んで設定できます。
トクテイツウシン セット （→ 3 - 4 9 ページ）13

14

11
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3 オウヨウキノウ 1 ツウシンカンリ 1 ツウシンキロクジドウセッテイ （→ 3 - 5 2 ページ）
ONに設定すると、送信、受信が合わせて 100通信になると通信管理レ
ポートをプリントします。

2 ソウシンカクニンショウセット （→ 3 - 5 5 ページ）
ONに設定すると、送信するたびに送信確認証をプリントします。

1 メッセージソウシン （→ 3 - 1 0 ページ）
送信原稿と一緒に、簡単な文章（メッセージ）の入った送信案内証を自動
的につけて送信できます。

2 メッセージセット （→ 3 - 9 ページ）
送信案内証のメッセージを登録します。

2 メッセージ

1 Fコードボックスセット （→ 3 - 1 4 ページ）
Fコード通信を利用するためにFコードボックスを50個まで登録できます。

2 Fコードボックスクリア （→ 3 - 1 8 ページ）
Fコードボックスを消去します。

3 F コードボックス

1 プログラムワンタッチセット （→ 5 - 2 4 ページ）
応用通信などをプログラムワンタッチに登録しておくと、登録したワンタ
ッチキーを押すだけで登録した操作を行うことができます。

2 プログラムワンタッチクリア （→ 5 - 3 3 ページ）
プログラムワンタッチダイヤルを消去します。

4 プログラムワンタッチ

1 ファクスワープセット （→ 3 - 3 4 ページ）
ファクスワープのON、OFF を設定します。

2 ファクスワープトウロク （→ 3 - 2 9 ページ）
設定時間内に受信した原稿を指定された宛先に転送します。

3 ファクスワープクリア （→ 3 - 3 2 ページ）
転送先を消去します。

5 ファクスワープ

1 フォンワープセット （→ 3 - 4 2 ページ）
フォンワープのON、OFF を設定します。

2 フォンワープトウロク （→ 3 - 3 9 ページ）
設定時間内にかかってきた電話を指定された宛先に転送します。

3 フォンワープクリア （→ 3 - 4 1 ページ）
転送先を消去します。

6 フォンワープ

大項目 中項目 小項目

3 ニッポウジコクシテイ

ONに設定すると、最新の通信状況をプリントします。

01 ヘイイキソウシン （→ 4 - 7 ページ）
ONに設定すると、閉域送信を行うことができます。

02 ヘイイキジュシン （→ 4 - 8 ページ）
ONに設定すると、閉域受信を行うことができます。

03 パスコード （→ 4 - 1 0 ページ）
閉域送信および閉域受信、パスコードポーリングの利用に必要なパスコー
ドを登録できます。

7 セキュリティキノウ

10 パスコードポーリング （→ 4 - 9 ページ）
ONに設定すると、パスコードポーリングを行うことができます。

04 IDチェックソウシン （→ 4 - 1 3 ページ）
ONに設定すると、ダイヤルしたファクス番号の下4桁と相手機に登録さ
れているファクス番号の下4桁を照合し、一致した場合にのみファクスを
送信します。

05 ダイヤル2ドオシ （→ 4 - 1 4 ページ）
ONに設定すると、送信を始める前に、テンキーで入力したファクス番号
を再度入力する画面がでてきます。

（→ 3 - 5 4 ページ）

タンシュク2ドオシ （→ 4 - 1 5 ページ）
ONに設定すると、送信を始める前に、短縮番号で入力したファクス番号
を再度入力する画面がでてきます。

ワンタッチ2ドオシ （→ 4 - 1 5 ページ）
ONに設定すると、送信を始める前に、ワンタッチダイヤルで入力した
ファクス番号を再度入力する画面がでてきます。

ドウホウソウシン （→ 4 - 1 8 ページ）
複数の宛先入力を禁止することができます。

06

07

08

セキュリティジュシン （→ 4 - 2 0 ページ）
セキュリティ受信開始時刻以降に受信した原稿をメモリーに蓄積し、プ
リントアウトしないようにします。

09
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5 リストプリント 01 キノウリスト （→ 7 - 8 ページ）
機能の一覧をプリントします。

キキセッテイリスト （→ 5 - 4 5 ページ）
設定した機能の状態をプリントします。

9 セッチモード

ツウシンキロク （→ 3 - 5 1 ページ）
送信管理レポートや日報などの通信記録をプリントします。

ツウシンヨヤクリスト （→ 3 - 5 7 ページ）
通信予約されている原稿のリストをプリントします。

ワンタッチダイヤルリスト （→ 5 - 1 6 ページ）
ワンタッチダイヤルの一覧をプリントします。

タンシュクダイヤルリスト （→ 5 - 2 0 ページ）
短縮ダイヤルの一覧をプリントします。

グループダイヤルリスト （→ 5 - 2 5 ページ）
グループダイヤルの一覧をプリントします。

ダイレクトメールダイヤルリスト （→ 4 - 2 3 ページ）
ダイレクトメール防止に登録されているダイヤルの一覧をプリントします。

メッセージリスト （→ 3 - 1 0 ページ）
送信案内証をプリントします。

Fコードボックスリスト （→ 3 - 1 9 ページ）
Fコードボックスの一覧をプリントします。

Fコードゲンコウリスト （→ 3 - 2 6 ページ）
Fコードボックスに蓄積した原稿の一覧をプリントします。

プログラムワンタッチリスト （→ 5 - 3 4 ページ）
プログラムワンタッチダイヤルの一覧をプリントします。

ファクスワープリスト （→ 3 - 3 3 ページ）
ファクスワープの一覧をプリントします。

フォンワープリスト （→ 3 - 4 2 ページ）
フォンワープの一覧をプリントします。

（→ 1 - 2 9 ページ）使用するために必要な登録を行います。

4 チクセキゲンコウ 1 ポーリングゲンコウ （→ 3 - 1 1 ページ）
ポーリング原稿を蓄積します。

2 Fコードボックスゲンコウ （→ 3 - 2 3 ページ）
Fコード掲示板用に原稿を蓄積します。

1 ゲンコウトウロク

1 ポーリングゲンコウ （→ 3 - 1 1 ページ）
蓄積したポーリング原稿を消去します。

2 Fコードボックスゲンコウ （→ 3 - 2 5 ページ）
Fコードボックスに蓄積した原稿を消去します。

2 ゲンコウショウキョ

1 ポーリングゲンコウ （→ 3 - 1 2 ページ）
蓄積したポーリング原稿をプリントします。

2 Fコードボックスゲンコウ （→ 3 - 2 4 ページ）
Fコードボックスに蓄積した原稿をプリントします。

3 セキュリティジュシンゲンコウ （→ 4 - 2 1 ページ）
セキュリティ受信設定中に受信した原稿をプリントします。

4 ヨヤクゲンコウ （→ 3 - 5 8 ページ）
メモリー内に通信予約している原稿をプリントします。

3 ゲンコウプリント

大項目 小項目中項目

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14
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アフターサービスについて
l		ご使用中に異常が発生したときは、ご使用をやめ、電源プラグを電源コンセントから
抜いてNTT通信機器お取扱相談センタにご相談ください。

l		お客様または第三者が本商品の使用誤りによって生じた故障ならびにその不都合に
よって受けられた損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あらかじ
めご了承ください。

l		本商品は厳重な品質管理と製品検査をへて出荷されますが、万一故障または不具合が
ありましたら、至急NTT通信機器お取扱相談センタまでご連絡ください。

保証について
・	 	本商品には保証書がついています。保証書は所定の事項を記入してお渡ししますので、
内容をよくお読みのうえ、大切に保管してください。

・	 	アフターサービスに関する詳しい内容は、別紙「保守サービスのご案内」をお読みく
ださい。

修理を依頼されるときは
修理を依頼される前に、「故障かなと思ったら（→ 6-33 ページ）」の項目で、故障かど
うかをお確かめください。故障の場合はお名前、住所、電話番号、機種名、購入年月日、
故障の状態、道順と目標物、駐車可能な場所などをNTT通信機器お取扱相談センタに
ご連絡ください。お申し出により出張修理いたします。
(1) 使用上の誤りや不当な修理・改造、当社指定外の消耗品の使用による故障および破
損で修理サービスを依頼されますと有償となります。

(2) 修理の内容によっては、登録内容が消去される可能性があります。あらかじめ登録
内容をメモしておいてください。この場合再登録はお客様ご自身でお願いいたしま
す。

その他の場合
下記のような変更がある場合は、事前にNTT通信機器お取扱相談センタにご相談くだ
さい。
(1) 移設の場合
 	当社への手続きや本商品の再調整が必要な場合があります。事前にお買い上げの
販売店にご連絡ください。
(2) 電話回線に関する契約変更や新規サービス加入をされる場合
 	本商品の再調整が必要な場合があります。事前にNTT 通信機器お取扱相談セン
タにご相談ください。
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主な仕様
製品の仕様、外観は改良のため予告なく変更することがあります。あらかじめご了承く
ださい。

仕様
項  目 仕   様

型式 卓上型、送受信兼用
感光体種類 OPCドラム
プリント方式 乾式電子写真方式
現像方式 非磁性 1成分接触現像方式
定着方式 ヒートロールによる熱圧力定着
読取方式 CCDイメージセンサーによる固定電子平面走査
プリント解像度 8画素／mm	×	15.4 本／mm
通信速度 33600,	31200,	28800,	26400,	24000,	21600,	19200,16800,	

14400,	12000,	9600,	7200,	4800,	2400	bit ／ s（自動切替）
適用回線 加入電話回線（ファクシミリ通信網を含む）、NCC回線
電送速度 2秒台 (33600bit ／ s)* 2

符号化方式 MH／MR／MMR／ JBIG
原稿サイズ １枚のみ	           		複数枚

 最大：257×900	mm	 	 最大：257×364	mm
 最小：120×100	mm	 	 最小：148×105	mm
 厚さ：0.05 ～ 0.15	mm	 	 厚さ：0.06 ～ 0.13	mm

原稿収容容量 (ADF) B4：25枚 A4以下：50枚
読取解像度 * 1 超高画質モード：主走査 8画素／mm×副走査 15.4 本／mm

高画質モード ：主走査 8画素／mm×副走査 7.7 本／mm
標準モード  ：主走査 8画素／mm×副走査 3.85	本／mm
写真モード  ：主走査 8画素／mm×副走査 7.7 本／mm

用紙サイズ B4、A4、B5	 	、A5	
坪量 60～ 78ｇ／㎡

用紙収容容量 普通紙（指定紙）：500枚 ※最大厚さ：52mmまで
ウォームアップタイム 20秒以内／（20℃、60%）
連続複写速度 12枚／分（用紙A4）
画像メモリー容量 2MB（バッテリーにより、約 72時間のメモリーバックアップ可）
電源 AC	100	±	10	V 50／ 60Hz 共用

＊１：ファクス送信時、該当モードを持たない装置とは交信できません。
＊２：	A4 版 700 字程度の原稿を、標準的画質（8画素	×	3.85 本／mm）、スーパーG3モー
ド（ITU-T	V.34 基拠、33600bit ／ s）で送ったときの時間です。これは画像情報のみの
電送速度で通信の制御時間は含まれておりません。なお、実際の通信時間は原稿の内容、
相手機種、回線の状態により異なります。G3機との通信（同じ原稿を14400bit／ sで送っ
たとき）では 6秒台になります。一般の電話回線での通信速度は、回線の条件、状況によっ
て 33	600bit ／ s の速度以下になる場合もあります。
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項  目 仕   様
消費電力  節電時       ：0.4W

 待機時       ：30Wh（通常時）
 送信時       ：28W
 受信時       ：580W
 コピー時      ：580W
 最大時       ：580W

電流値 5.8A
直流抵抗値 233.4 Ω
質量 21.4kg（ドラム・トナーカートリッジ、原稿トレイ、延長用用紙トレイ

を含む）
機器寸法 幅 450× 高さ 346× 奥行き 557mm（トレイおよび突起部分は含みませ

ん）
環境条件 周囲温度：10～ 32℃

相対湿度：20～ 80％

デュアルアクセス
l		デュアルアクセスとは、1つの作業をしているときに別の作業を同時にさせることの
できる機能のことです。この機能により、送信やプリントをしているときに別の送信
やコピーの指示をすることができます。並行させることのできる動作は下表を参照し
てください。

l		通信中ランプが点滅しているときは、読み取りやプリント動作ができません。詳しく
は下表を参照してください。

○…できる ×…できない

メモリー
送信原稿
読み取り

メモリー
送信

リアルタ
イム送信

受  信 受  信
プリント

コピーの
読み取り

コピーの
プリント

リストの
プリント

メモリー送信原稿読み取り × ○ * 2 × ○ * 2 ○ × ○ ○ * 3
メモリー送信中（14400	bit/s 以下で、かつ
JBIG でない）

○ × ○ * 4 × ○ ○ ○ ○

リアルタイム送信中 × × × × ○ × ○ ○ * 3
メモリー受信中（14400	bit/s 以下で、かつ
JBIG でない）

○ × ○ * 4 × ○ ○ ○ ○

メモリー送信中（スーパーG3または JBIG） ○ * 1 × ○ * 4 × ○ * 5 ○ * 1 ○ * 5 ○ * 3
メモリー受信中（スーパーG3または JBIG） ○ * 1 × ○ * 4 × ○ * 5 ○ * 1 ○ * 5 ○ * 3
受信プリント ○ ○ * 2 ○ * 2 ○ * 2 × ○ × ×
コピーの読み取り × ○ * 2 × ○ * 2 ○ × ○ ○ * 3
コピーのプリント ○ ○ * 2 ○ * 2 ○ * 2 × ○ × ×
リストのプリント ○ * 1 ○ * 2 ○ * 4 ○ * 2 × ○ * 1 × ×
* 1：現在の動作終了後に読み取りが開始されます。送信、コピー、蓄積操作指示は受け付けられます。
* 2：スーパーG3通信または JBIG 通信はできません。通信速度は 14400	bit/s 以下となります。
* 3：現在の動作終了後にリストプリントが開始されます。リストプリント操作指示は受け付けられます。
* 4：現在の動作終了後にリアルタイム送信が開始されます。リアルタイム送信操作指示は受け付けられま

す。
* 5：現在の動作終了後にプリントが開始されます。
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外形寸法

	

外観、仕様などは改良のため予告なく変更することがあります。
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規制について
l			このモデルは日本仕様の認可機です。日本国内でのみ設置できます。（日本から海外のファクス
との国際電話による交信もできます。）

l			This	facsimile	machine	 is	designed	for	use	only	 in	Japan	and	can	not	be	used	 in	any	
other	country.

電波障害規制について
この装置は、クラスＡ情報技術装置です。この装置を家庭環境で使用すると電波妨
害を引き起こすことがあります。この場合には使用者は適切な対策を講ずるよう要
求されることがあります。                     VCCI-A

高調波の抑制について
本商品は、JIS	C	61000-3-2 電源高調波規格に適合しています。

ハンドセット接続時の直流抵抗値について
ハンドセット（オプション）の直流回路の抵抗値は	355.5 Ω（最大）です。線路
の直流条件によってはご使用になれないことがあります。ただし、動作確認で通話
やダイヤル動作に異常がなければ、ご使用には差し支えありません。

環境基準ラベル「ダイナミックエコマーク」について
当社は、循環型社会構築に向けた環境にやさしい通信機器の提供を推進
するために、環境ガイドライン「＜追補版＞通信機器グリーン調達のた
めのガイドライン」を設定しております。さらに、より厳しい環境基準
を満足した製品をダイナミックエコマーク認定製品と位置づけます。
ダイナミックエコマークは下記の条件を満足した製品に適用します。

＜環境に配慮した素材の採用＞
   ●当社が指定する含有禁止物質は、製品に使用しない。
   ●当社が指定する含有抑制物質は、使用を抑制すると共に物質名・量を管理する。
   ●酸性雨で地中に溶け出して人体に影響がある鉛を、製品に使用することを抑制する。
   ●焼却時にダイオキシン発生の恐れがあるＰＶＣ（ポリ塩化ビニール）、非デカプロ系難燃剤以外のハロゲン系難燃剤を、
      製品に使用することを抑制する。
   ●廃棄やリサイクルのために、製品には推奨プラスチック材料（ポリスチレン等）、推奨金属材料を使用する。
   ●取扱説明書等に使用する紙は再生紙を使用し、使用する印刷インキは、オゾン層破壊物質などの含有禁止物質を含まない
      ものを使用する。
＜リサイクルしやすい設計＞
   ●製品のリサイクル可能率を 70％以上とする。
   ●リサイクルを容易にするために、すべてのプラスチック製部品に材料名を表示し、リサイクルに支障のない方法で
      製品名を表示する。
＜環境に配慮した梱包材＞
   ●発泡スチロールの使用量を削減する。
＜省エネルギー＞
   ●省エネルギーを考慮した設計を行う。
   ●国際エネルギースタープログラム対象製品は、これに準じた設計を行う。

ダイナミックエコマーク認定基準
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国際エネルギースタープログラムについて
当社は、国際エネルギースタープログラムの参加事業者として、本商品が
国際エネルギースタープログラムの対象製品に関する基準を満たしている
と判断します。
国際エネルギースタープログラムは、省エネルギー化推進の国際プログラ
ムです。このプログラムは、“ エネルギーを必要なときに効率よく使う ”
という省エネルギーの観点から、長時間電源を入れた状態になっているこ
とが多いオフィス機器の消費電力の削減を目的としたもので、事業者の自
主判断により参加することができる任意制度となっております。

FASECについて
FASEC とは、情報通信ネットワーク産業協会（CIAJ）がファクシミリ
通信のセキュリティ向上を目指して制定したガイドラインの呼称です。
FASECのロゴマークは、このガイドラインに準拠したファクシミリ・複
合機に使用されます。

1
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消耗品について
本商品には、以下の消耗品が用意されています。これらは、本商品に適した規格で作ら
れているので、必ず以下のものを使用してください。

消 耗 品 梱包形態
トナーカートリッジ

レンズクリーナー

トナーカートリッジ 定着クリーナー 各１個

ドラムカートリッジ 各１個

用紙（A4、A5、B4、B5）          250枚

同梱内容・形態は予告なく変更することがあります。

・上記以外の消耗品を使用して発生したトラブルについて、修理を依頼されますと保証期間内	
であっても有償になることがあります。
・消耗品は以下のような場所を避けて保管してください。
 高温多湿の場所・火気のある場所・直射日光の当たる場所・ほこりの多い場所
・消耗品はご使用になるまで包装された状態で保管してください。
・ドラムカートリッジ、トナーカートリッジにつきましては、予備を準備していただくことを
お奨めいたします。
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オプション品・別売品について
本商品には、以下のオプション品・別売品が用意されています。

オプション品
品   名 備   考

増設メモリ 4MB メモリー容量を増やし、原稿の蓄積容量を増やすことができます。
増設記録紙カセット 最大 500枚までの用紙をセットできます。
専用置き台 使いやすさを考慮した専用置き台です。使用途中の用紙を保管す

るスペースもあります。
ハンドセット 手動受信など、電話を受けるときに必要です。
回転受信キット 送信原稿の方向と受信側の用紙の方向が違う場合は、自動的に受

信原稿を回転させ、ジャストサイズで受信できます。
済スタンプ 梱包箱には以下の内容が同梱されています。

     済スタンプ 1個 ピン 1個

ピン済スタンプ印体

別売品
品   名 備   考

キャリアシート（A4、B4）薄い原稿やカールした原稿を送信するときに使用します。
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英数
ECMモード	.....................................................5-42
Ｆコード通信	...................................................3-13
F コードポーリング	..................................3-21
掲示板送信	...................................................3-20
掲示板への原稿蓄積	.................................3-23
掲示板ボックス登録	.................................3-16
サブアドレスとパスワード	.....................3-13
親展送信	.......................................................3-20
親展ボックス登録	......................................3-16
蓄積原稿の消去	..........................................3-25
蓄積原稿のプリント	.................................3-24
蓄積原稿リストのプリント	.....................3-26
中継指示ボックス登録	.............................3-17
中継送信	.......................................................3-20
ボックスの消去	..........................................3-18
ボックスの登録	..........................................3-14
ボックスリストのプリント	.....................3-19

ID チェック送信..............................................4-13

あ
宛先 2度押し
機能の制限について	.................................4-17
送信のしかた	..............................................4-16
ダイヤル 2度押しの設定	........................4-14
短縮 2度押しの設定	.................................4-15
ワンタッチ 2度押しの設定	....................4-15

宛名表示	...........................................................5-41
アフターサービス	..........................................7-13
アラームランプ...............................................6-22

え
エラーコード	...................................................6-24
エラーメッセージ
表示されるエラーメッセージ	................6-27
プリントされるエラーメッセージ	........6-23

延長用用紙トレイの取り付け	.....................1-15

お
お手入れ	...........................................................6-12
音設定	................................................................2-18
主な特長	..............................................................1-2

か
各部の名称とはたらき	.....................................1-4
画質
えんぴつ読み取り	.........................................2-7
車検証読み取り	.............................................2-7

初期設定	.......................................................5-39
設定	..................................................................2-7

管理者パスワード	.............................................4-2
削除	..................................................................4-3

き
機器設定
機器設定リストのプリント	.....................5-45
設定例	...........................................................5-38

機器の接続	.......................................................1-15
機能の呼び出しかた	......................................1-12
カーソルキーで表示	.................................1-12
機能番号を入力（ショートカット）......1-12
機能を順番に表示	......................................1-13

機能番号一覧	......................................................7-8
記録ヘッドの清掃	..........................................6-15

く
グループ送信	......................................................3-5
グループダイヤル	..........................................5-21
登録 /変更	...................................................5-21
リストのプリント	......................................5-23

け
原稿
セットする	......................................................2-5
セットできる原稿	.........................................2-3

原稿づまりの解除	..........................................6-20
原稿トレイの取り付け	..................................1-15
現在時刻登録	...................................................5-40

こ
ご愛用スイッチ...............................................5-35
使いかた	.......................................................5-37
登録 /変更	...................................................5-36

故障かなと思ったら	......................................6-33
画質が悪い	...................................................6-35
受信できない	..............................................6-34
送信できない	..............................................6-33

コピー
コピーのしかた	..........................................2-52
縮小コピー	...................................................5-44
設定一覧	.......................................................5-44
ソートコピー	..............................................2-54

し
しきい値	...........................................................2-41
設定	...................................................5-41,	5-44

時刻指定通信	......................................................3-7

さくいん
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受信縮小率設定...............................................5-41
受信中の表示	...................................................2-38
受信モード	.......................................................1-35
選びかた	.......................................................1-35
設定	...............................................................1-29
ダイヤルイン待機	......................................3-46
電話待機	.......................................................2-36
電話 /ファクス待機	..................................2-33
ファクス待機	..............................................2-32
ファクス /電話待機	..................................2-34
リモート受信	..............................................2-37
留守 /ファクス待機	..................................2-35

手動送信	...........................................................2-17
仕様	....................................................................7-14
消去通知	...........................................................6-39
使用前のお願い..................................................... xi
初期設定	...............................................1-29,	5-39

す
スキャナーパラメーター	.............................5-39
済スタンプ
交換	...............................................................6-10
初期設定	.......................................................5-42
設定	...............................................................2-23

せ
セキュリティ受信	..........................................4-20
受信原稿のプリント	.................................4-21
設定	...............................................................4-20

設置モード	.......................................................1-29
節電モード	............................................. 1-8,	1-11
自動節電モード	..........................................5-40
節電開始	.......................................................5-40
節電解除	.......................................................5-40
節電時間	.......................................................5-40

そ
操作パネルの名称とはたらき	........................1-8
送信案内証	..........................................................3-9
設定	...............................................................3-10
プリント	.......................................................3-10
メッセージの登録 /変更	............................3-9

送信確認証	.......................................................3-50
設定	...............................................................3-55
みかた	...........................................................3-56

送信のしかた
宛先表で指定	..............................................2-15
手動送信	.......................................................2-17
短縮ダイヤルで指定	.................................2-11
ワンタッチダイヤルで指定	.....................2-11

送信方法
リアルタイム送信	......................................2-21

増設電話（留守番電話）の接続	................1-16
ソートコピー	...................................................5-44

た
代行受信	...........................................................2-39
ダイヤルイン
ダイヤルインについて	.............................3-48
ダイヤルインの動き	.................................3-46
登録	...............................................................1-33

ダイヤルタイプ設定	......................................1-29
ダイヤルトーン検出設定	.............................1-29
ダイヤル２度押し
使いかた	.......................................................4-16

ダイレクトメール防止	..................................4-22
登録	...............................................................4-22
変更 /消去	...................................................4-24
リストのプリント	......................................4-25

短縮ダイヤル	...................................................5-17
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